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ド
イ
ツ
、
英
米
、C

IS
G

,
P

IC
C

,
D

C
F

R

の
議
論
に
示
唆
を
得
て

山
田

到
史
子

(

一
）
問
題
の
所
在

(

二
）

｢

重
大
な
契
約
違
反
」
及
び
「N

ach
frist

」
を
解
除
要
件
と
す
る
法
制
度

（
Ⅰ
）

N
ach

frist

を
中
心
と
す
る
解
除
要
件
を
持
つ
制
度

ド
イ
ツ
債
務
法
現
代
化
法

（
Ⅱ
）
重
大
な
契
約
違
反
を
解
除
要
件
と
す
る
制
度

英
米
法

（
Ⅲ
）
両
者
を
解
除
要
件
と
し
て
併
記
す
る
制
度

C
IS

G
,

P
E

C
L

,
P

IC
C

,
D

C
F

R

(

三
）
解
除
の
要
件
と
し
て
の
「
重
大
な
契
約
違
反
」
と
「N

ach
frist

」
の
関
係
と
、

日
本
に
お
け
る
債
権
法
改
正
の
立
法
提
案

(

四
）
結
び
に
代
え
て

Ⅰ



(

一
）
問
題
の
所
在

法
定
解
除
権
の
要
件
と
し
て
、
現
在
日
本
で
債
権
法
改
正
の
議
論
の
中
で
、
一
九
八
〇
年
国
際
動
産
売
買
契
約
に
関
す
る
国
連
条

約
（
以
後
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
と
い
う
）
で
解
除
要
件
と
さ
れ
て
い
る
「
重
大
な
契
約
違
反
（fu

n
d

am
e

n
tal

b
re

ach)

」
を
モ
デ
ル
と
す
る

「
重
大
な
不
履
行
」
と
、「
付
加
期
間
設
定
」
解
除
を
モ
デ
ル
と
す
る
「
催
告
期
間
設
定
解
除
」
の
関
係
を
巡
り
、
様
々
な
法
的
構

成
が
主
張
さ
れ
議
論
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
二
つ
の
要
件
は
四
九
条
一
項
�
号
と
�
号
で
並
列
さ
れ
て

お
り
、
両
方
が
と
も
に
解
除
の
要
件
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
の
前
身
で
あ
る
ハ
ー
グ
国
際
動
産
売
買
統
一
法
（
以
後

Ｕ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
又
は
Ｅ
Ｋ
Ｇ
と
い
う
）
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
も
あ
り

(

但
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
は
引
渡
の
な
い
場
合
の
み)

、
起
草
過
程
に
お
い

て
も
全
く
異
論
な
く
認
め
ら
れ
、
そ
の
構
成
は
双
方
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
実
は
前
者
は
、
英
米
法
に
起
源
を
持
つ

と
さ
れ
る
一
方
、
後
者
は
ド
イ
ツ
法
の

N
ach

frist

に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
、
各
々
別
個
独
立
の
法
制
度
に
お
け
る
解
除
要
件
を
範

と
し
て
い
る
。

(

�)

な
お
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
に
つ
い
て
は
、
今
や
世
界
の
潮
流

例
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
原
則

(

以
後
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
と
い

う)

・
共
通
参
照
枠
草
案

(

以
後
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
と
い
う)
、U

N
ID

R
O

IT

商
事
契
約
法
原
則

(

以
後
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
と
い
う)

、
そ
れ
ら
を
モ

デ
ル
と
す
る
ド
イ
ツ
債
務
法
現
代
化
法
な
ど

が
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
を
モ
デ
ル
と
す
る
構
成
に
収
斂
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

(

�)

こ
の
よ
う
に
、
解
除
の
要
件
と
し
て
二
つ
の
制
度
を
並
列
す
る
場
合
、
そ
れ
ら
要
件
間
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
に
関
し
て
も
、
一
部
を
除
い
て
、
あ
ま
り
議
論
は
明
示
的
に
は
現
在
ま
で
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
も
、
な
ぜ

N
ach

frist

の
徒
過
に
よ
っ
て
解
除
が
認
め
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
、
今
ま

で
満
足
に
答
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(

２
ａ)

そ
れ
ら
が
、
淵
源
を
異
に
す
る
二
つ
の
制
度
で
あ
れ
ば
、
本
来
な
ら
ば
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一
方
だ
け
で
完
結
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
英
米
法
・
ド
イ
ツ
法
に
遡
り
つ
つ
、
比
較
法
的
な
観
点

か
ら
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
の
よ
う
に
両
者
を
一
つ
の
条
文
の
中
で
要
件
と
す
る
場
合
の
関
係
、
両
者
を
要
件
の
中
に
併
存
さ
せ
る
こ
と
の
意

味
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
「N

ach
frist

」
の
解
除
の
要
件
と
し
て
の
機
能
を
、
ド
イ
ツ
債
務
法
改
正
の
議
論
を
振
り
返
り
な
が
ら
明
ら
か

に
し
た
う
え
で
、
解
除
制
度
が
ど
の
よ
う
に
現
代
化
さ
れ
た
の
か
、
す
な
わ
ち
ド
イ
ツ
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
が
、
解
除
制
度
が
な
お
未
成
熟
な

段
階
で
、
債
務
法
全
体
に
ば
ら
ま
か
れ
た
規
定
を
統
一
の
原
則
に
形
成
し
え
な
か
っ
た
時
期
に
法
典
化
が
な
さ
れ
た
と
言
わ
れ
、
要

件
に
つ
い
て
も
統
一
的
な
規
定
を
持
た
ず
、
解
除
が
な
ぜ
認
め
ら
れ
る
か
の
理
念
も
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
旧

制
度
を

(

�)

、
新
し
い
潮
流
を
モ
デ
ル
と
し
て
ど

(

�)

の
よ
う
に
現
在
の
形
に
な
り
、
そ
の
時
ど
の
よ
う
な
議
論
が
さ
れ
た
の
か
を
、
振
り
返

る
。
そ
し
て
そ
こ
で
得
ら
れ
た
議
論
と
、
英
米
法
に
お
け
る
「
重
大
な
契
約
違
反
」
の
要
件
と
の
関
係
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
な
ど
双
方
を
並

列
す
る
制
度
で
、N

ach
frist

の
要
件
を
ど
う
い
う
意
味
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
を
す
す
め
る
。
そ
の
際
、

抽
象
的
な
規
定
に
止
ま
る
と
批
判
さ
れ
る
「
重
大
な
契
約
違
反
」
の
内
容
に
も
、C

IS
G

,
P

E
C

L
,

P
IC

C
,

D
C

F
R

,

そ
の
後
の
議
論

も
参
考
に
触
れ
る
。

現
在
、
日
本
に
お
い
て
解
除
に
つ
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
法
提
案
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
大
変
良
く
考
慮
さ
れ
苦
心
の

跡
が
伺
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
に
よ
る
立
法
提
案
に
つ
い
て
は
、
比
較
法
的
に
見
て
も
大
変
優
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
が
、
そ
れ
ら
日
本
に
お
け
る
議
論
に
、
若
干
に
で
も
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

(

�)

こ
れ
ら
新
し
い
法
制
度
は
、R

e
m

e
d

y
ap

p
ro

ach

を
採
用
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
の
不
履
行
を
統
一
的
に
債
務
者
の
債

務
の
内
容
か
ら
の
逸
脱
と
し
て
扱
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
。
こ
れ
に
対
し
て

C
au

se
ap

p
ro

ach

は
無
履
行
、
一
部
履
行
、
遅
滞
、
不
完
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全
履
行
、
不
能
、
物
の
瑕
疵
担
保
責
任
と
い
う
よ
う
な
義
務
の
違
反
の
タ
イ
プ
に
よ
る
区
別
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
救
済
手
段
を

定
め
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
不
履
行
の
原
因
を
明
ら
か
に
し
ど
ち
ら
に
該
当
す
る
か
、
ま
た
そ
の
境
界
を
定
め
る
と
い
う
複
雑
な
問
題
に
答

え
る
必
要
が
あ
る
と
の
欠
点
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。E

b
e

rh
ard

,
L

e
s

san
ctio

n
s

d
e
����
����	


���
�	
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n
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e

t
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s
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e
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n

K
o

n
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e
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e
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z

d
e
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���
	

�
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�
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d
e
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s
C
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F

S
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e
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(
2
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8
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1
ff.

(

�
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C
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T

e
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o
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g
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u
n

d
S

y
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m
atik

d
e

r
�
�
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�
n
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B
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B
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S

K
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S
.

3
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L
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D
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v
o

m
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e
rtrag－

�
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d
e

r
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m
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n
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r
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(
)

d
e

s
S

ch
u
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ch
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(

1
9

9
2)

S
.

1
6

3

�16
6
.

(

二
）

｢

重
大
な
契
約
違
反
」
及
び
「N

ach
frist

」
を
解
除
要
件
と
す
る
法
制
度

ト
ラ
イ
テ
ル
の
有
名
な
印
象
深
い
比
較
法
分
析
以
来
、
解
除
要
件
を
支
配
す
る
原
則
と
さ
れ
る
「
当
該
不
履
行
が
重
大
性
の
最
小

限
の
段
階
に
達
す
る
と
き
の
み
解
除
が
可
能
で
あ
る
」

(

�)
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
立
場
に
立
と
う
と
も
、
異
論
は
聞
か
れ
な

い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
二
つ
の
方
向
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
、
単
な
る
契
約
違
反
で
は
解
除

要
件
と
し
て
は
不
十
分
で
、
上
述
の
原
則
通
り
「
重
大
な
契
約
違
反
」
を
必
要
と
す
る
英
米
法
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
も
う
一
つ
は
、
同

じ
こ
と
を
も
う
ひ
と
つ
の
側
面
か
ら
述
べ
た
「
で
き
る
だ
け
契
約
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
原
則
」
を
堅
持
す
る
ド
イ
ツ

法
の
と
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
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（
Ｉ
）N

ach
frist

を
原
則
と
す
る
解
除
要
件
を
持
つ
制
度

ド
イ
ツ
債
務
法
現
代
化
法

（
１
）
歴
史
的
経
緯

ド
イ
ツ
の
解
除
制
度
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
に
み
る
と
、
ロ
ー
マ
法
に
解
除
と
い
う
一
般
的
権
利
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
旧
ド
イ

ツ
民
法
典
起
草
当
時
も
、
一
般
的
救
済
手
段
と
し
て
契
約
解
除
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
契
約
か
ら
の
解
放
に
つ
い
て
の
法
律
構
成
が

ま
だ
不
明
で
、
前
述
の
よ
う
に
債
務
法
全
体
に
ば
ら
ま
か
れ
た
規
定
を
統
一
の
原
則
に
形
成
し
え
な
か
っ
た
時
期
に
行
わ
れ
た
こ
と

か
ら
、
旧
ド
イ
ツ
民
法
典
の
起
草
者
は
数
個
の
モ
デ
ル
を
、
救
済
手
段
と
し
て
解
除
と
い
う
新
し
い
概
念
の
中
に
取
り
込
ん
で
お
り
、

バ
ラ
バ
ラ
に
存
在
し
非
常
に
断
片
的
構
造
を
有
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

(

�)

す
な
わ
ち
、
解
消
の
規
範
が
複
合
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
相
互
の
調
整
が
欠
け
（
有
責
性
の
あ
る
乃
至
は
な
い
場
合
の
不
能
に
よ
る
給
付
義
務
か
ら
の
解
放
、
有
責
性
の

な
い
不
能
の
場
合
の
反
対
給
付
義
務
か
ら
の
解
放
、
有
責
性
あ
る
不
能
の
解
除
、
債
務
者
の
遅
滞
の
解
除
、
積
極
的
債
権
侵
害
に
よ

る
解
除
、
帰
責
性
に
依
存
し
な
い
売
買
ま
た
は
請
負
の
瑕
疵
に
よ
る
解
除
、
不
当
利
得
に
よ
る
精
算
・
約
定
解
除
権
の
規
定
に
よ
る

清
算
な
ど)

、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
的
救
済
手
段
の
主
張
の
期
限
も
様
々
で
、
見
通
し
の
き
か
な
い
き
わ
め
て
わ
か
り
に
く
い
形
で
規
律

さ
れ
、
部
分
的
に
評
価
矛
盾
に
至
る
法
状
況
が
生
じ
て
お
り
、
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
解
除
制
度
は
模
範
と
な
ら
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

(

�)

こ
の
点
が
、
債
務
法
現
代
化
法
起
草
時
に
お
い
て
も
、
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
存
在
す
る
欠
陥
と
認
識
さ
れ
、
債
務
法
改
正
議
論
の
中
で
、
Ｃ

Ｉ
Ｓ
Ｇ
を
模
範
と
し
て
規
律
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
認
識
さ
れ
る
に
至
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
契
約
か
ら
の
解
放
」
制
度
が
、
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
起
草
当
時
も
未
成
熟
な
制
度
の
ま
ま
で
、
不
履
行
の
法
律
効
果
と
し

て
発
展
す
る
の
に
大
変
な
時
間
が
か
か
っ
た
の
は
、
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
断
片
化
さ
れ
た
契
約
制
度
に
起
因
す
る
法

(

�)

律
学
に
お
け
る

の
観
念
の
限
界
だ
け
で
は
な
く
、
当
事
者
間
の
正
当
な
利
益
の
鋭
い
対
立
に
よ
り
、
適
正
な
ル
ー
ル
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
か
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っ
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
債
権
者
に
と
っ
て
は
、
解
除
は
魅
力
的
で
あ
る
一
方
（
裁
判
も
不
要
で
あ
り
、
損
害

の
数
値
化
も
不
要)

、
債
務
者
に
と
っ
て
は
契
約
利
益
の
喪
失
を
上
回
る
損
失
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
っ
た
（
特
注
品
で
ほ
か
に
転

用
で
き
な
い
場
合
や
、
建
築
を
半
ば
完
成
し
て
い
た
時
に
遅
滞
に
陥
っ
た
場
合
な
ど)

。

(

�)

さ
ら
に
ま
た
、「
契
約
は
守
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い(

P
u

cta
S

u
n

t
S

e
rv

an
d

a)

」
の
原
則
の
克
服
も

解
除
は
重
大
か
つ
深
刻
な
例
外

必
要
と
さ
れ
た
。

(

�)

そ
れ
ま
で

は
、
給
付
の
約
束
か
ら
帰
結
さ
れ
る
義
務
付
け
を
法
的
に
基
礎
づ
け
る
こ
と
に
努
め
て
き
た
の
に
対
し
て
、
契
約
に
忠
実
な
側
の
契

約
か
ら
の
解
放
は
、
最
も
遅
く
一
般
原
則
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
有
償
取
引
で
は
、
当
事
者
の
利
益
は
、
取
引
を
成
立
さ
せ
る

交
換
目
的
が
考
慮
さ
れ
、
債
権
者
の
自
ら
の
義
務
か
ら
の
解
放
に
つ
い
て
、
全
て
の
契
約
・
全
て
の
不
履
行
に
つ
い
て
の
一
般
的
原

則
で
あ
る
と
一
般
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

(
(

�)

相
手
方
当
事
者
に
よ
る
深
刻
な
義
務
違
反
の
た
め
の
仮
定
さ
れ
た
解
除
条
件
の
補

助
的
な
概
念
を
経
て
、
仮
定
的
当
事
者
意
思
に
基
づ
い
て
説
明
さ
れ
た)

。
上
述
の
よ
う
に
、「
契
約
か
ら
の
解
放
」
の
制
度
を
一
般

化
す
る
場
合
に
、
債
務
者
の
利
益
を
考
慮
す
る
方
法
と
し
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
二
つ
の
立
場
が
あ
る
が

(

す
な
わ
ち
、
不
履
行

が
特
に
重
大
な
場
合
の
み
、
解
放
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
立
場
と
、
債
権
者
は
自
ら
の
利
益
を
予
め
定
め
ら
れ
た
手
続
に
お
い
て
主

張
す
る
場
合
の
み
解
放
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
立
場)
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
よ
う
に
債
権
者
の
解
放
は
、
債
務
者
の
利
益
も
考
慮

に
入
れ
う
る
要
件
に
か
か
ら
し
め
ら
れ
る
と
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
要
件
で
解
放
さ
れ
て
よ
い
か
に
つ
い
て
詳
し
く
立
法
す
る
も
の
は
、

賃
貸
借
（
解
約
告
知
に
お
い
て
、
賃
料
不
払
い
が
一
定
の
程
度
・
期
間
に
至
っ
て
い
る
こ
と
）
等
、
若
干
の
契
約
類
型
に
限
ら
れ
て

い
る
と
さ
れ
る
。

(

�)

な
お
、
フ
ラ
ン
ス
が
、
一
八
〇
四
年
に

C
o

d
e

C
iv

il

で
債
権
者
の
「
契
約
か
ら
の
解
放
」
を
、
初
め
て
契
約
法
全
体
に
通
じ
る

統
一
的
法
効
果
と
し
て
規
定
し
た
時
は
大
き
な
進
歩
と
さ
れ
、
一
九
世
紀
の
欧
州
の
模
範
と
言
わ
れ
た
が
、
次
の
理
由
で
な
お
慎
重
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で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
裁
判
の
手
に
「
契
約
の
解
消
」
が
委
ね
ら
れ
た(

A
rt.

1
1

8
4

III)

経
緯
が
あ
る
。
ま
ず
、
①

「
契
約
は
破
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
原
則
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
②
債
権
者
が
契
約
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
で
、

自
己
裁
判
を
実
践
し
て
し
ま
う
の
は
許
さ
れ
な
い
と
の
懸
念
、
③
債
務
者
の
「
重
大
で
な
い
」
場
合
も
含
む
不
履
行
に
よ
っ
て
、
経

済
的
・
道
徳
的
必
然
性
な
し
に
、
債
務
者
が
契
約
上
の
権
利
を
完
全
に
失
う
こ
と
に
対
し
て
保
護
す
る
必
要
性
、
で
あ
る
。
し
か
し
、

時
の
経
過
と
と
も
に
、
こ
の
裁
判
に
よ
る
安
全
保
障
は
、
面
倒
で
時
間
と
費
用
が
か
か
り
、
保
障
は
現
実
に
は
不
要
の
も
の
と
の
確

信
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
近
時
の
立
法
で
は
、
裁
判
の
代
わ
り
に
、
債
権
者
自
ら
一
定
の
意
思
表
示
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
契
約
か
ら
の
解
放
を
も
た
ら
す
私
的
手
続
き

債
権
者
が
最
終
的
な
期
限
を
設
定
し
て
、
債
務
者
が
こ
の
期
限
経
過
ま

で
給
付
を
行
わ
な
い
と
、
法
律
に
よ
り
又
は
解
放
の
意
思
表
示
に
よ
り
解
放
す
る
権
利
を
与
え
る

が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

(

�)

と
り
わ
け
商
事
取
引
に
お
い
て
は
迅
速
処
理
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
満
足
で
き
ず
、
一
八
六
一
年
に
ド
イ
ツ
で
は
商
法

典
に
よ
っ
て
、
裁
判
を
経
る
こ
と
な
し
に
契
約
か
ら
の
退
出
の
権
利
を
認
め
た
。

な
お
、
旧
ド
イ
ツ
法
の

N
ach

frist

の
手
続
き
は
す
べ
て
の
種
類
の
履
行
の
遅
延
の
場
合
に
適
用
さ
れ

(

履
行
不
能
・
定
期
行
為

・
履
行
拒
絶
、
さ
ら
に
積
極
的
債
権
侵
害
は
除
く
。
な
お
現
行
法
は
契
約
不
適
合
の
場
合
も
適
用
が
明
示
さ
れ
て
い
る)

、
主
に
債

務
者
の
保
護
を
目
的
と
す
る
が
、
実
際
の
効
果
は
、P

E
C

L
A

rt.8
:

1
0

6

と
同
じ
で
あ
る
旨
の
指
摘
が
あ
る
。
以
前
ド
イ
ツ
も
主
た

る
債
務
の
遅
延
の
場
合
に
は
一
般
的
に
は
適
用
さ
れ
る
が
、
付
随
義
務
に
違
反
し
た
場
合
は
、
義
務
違
反
に
よ
っ
て
取
引
全
体
の
目

的
を
危
殆
化
さ
せ
る
な
ら
ば
、N

ach
frist

の
手
続
き
を
利
用
で
き
る
と
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
法
で
は
、
催
告
の
中
で
期
間
経
過
後
は

受
領
の
拒
絶
を
す
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
が
、
後
の
改
正
作
業
の
中
で
、
現
実
に
解
除
権
行
使
の
障
害

に
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
削
除
さ
れ
て
い
る
。

(

�)
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（
２
）
新
債
務
法
の
解
除
要
件

(

�)

一
九
〇
〇
年
一
月
一
日
の
ド
イ
ツ
旧
民
法
典

(

以
後
Ｂ
Ｇ
Ｂ
と
い
う)

は
、
上
述
の
よ
う
に
契
約
解
消
の
統
一
概
念
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
概
念
を
用
い
た
。
ま
た
契
約
解
消
に
は
差
し
迫
っ
た
重
大
な
段
階
の
違
反
が
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
の
基
本
原
則
を
明
示
的
に
述
べ
ず
、
一
定
の
特
別
規
定
の
共
通
の
基
礎
と
し
て
発
見
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
て
き
た
。

(

�)

フ
ー
バ
ー
の
鑑
定
意
見
を
皮
切
り
に
改
正
作
業
が
着
手
さ
れ
た
が
、
基
本
的
に
フ
ー
バ
ー
の
起
案
し
た
草
案
を
基
礎
に
い
く
つ
か

の
修
正
が
な
さ
れ
て
お
り
、
基
本
的
な
点
に
関
し
て
は
、
こ
の
草
案
の
考
え
方
が
最
後
ま
で
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

一
、
フ
ー
バ
ー
給
付
障
碍
法
鑑
定
意
見

(

�)

フ
ー
バ
ー
は
、
解
除
要
件
と
し
て
旧
ド
イ
ツ
民
法
典
も
、N

ach
frist

を
ま
ず
設
定
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
な
が
ら
（B

G
B

3
2

6
I,

E
K

G
A

rt.
7

6)

、
定
期
行
為(

B
G

B
3

6
1
,

H
G

B
3

7
6
,

3
2

6
II,

E
K

G
A

rt.
2

6
,

6
0

I)

や
、N

ach
frist

の
意
味
が
な
い
と
き

不
能
・

終
局
的
履
行
拒
絶(

B
G

B
3

2
3
,

3
2

5
,

E
K

G
7

6)
を
例
外
と
し
、
Ｅ
Ｋ
Ｇ
と
そ
れ
ほ
ど
異
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
述
べ
た
う
え

で
、
彼
の
立
法
提
案
は
ハ
ー
グ
国
際
動
産
売
買
統
一
法

(
Ｅ
Ｋ
Ｇ)

の
規
整
を
範
と
す
る
。

し
か
し
、
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
はN

ach
frist

の
設
定
（｢

二
度
目
の
提
供(

zw
e

ite
A

n
d

ie
n

u
n

g)｣

の
機
会)

を
保
障
し
な
が
ら
も
、
そ
れ

は
首
尾
一
貫
し
な
い
形
で
の
み
規
定
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
履
行
の
な
い
場
合
は

N
ach

frist

設
定
を
原
則
と
す

る
が
、
瑕
疵
あ
る
給
付
に
つ
い
て
の
売
買
の
場
合
は
即
時
に
解
除
、
請
負
・
賃
貸
借
の
場
合
は

N
ach

frist

の
設
定
を
原
則
と
す
る

な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
と
再
三
批
判
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
、
Ｅ
Ｋ
Ｇ
も
契
約
不
適
合
の
場
合
にA

rt.
4

3
,4

4

な
ど
「
第
二

の
提
供
を
認
め
る
原
則
」
か
ら
出
発
し
て
い
る
こ
と
に
立
法
提
案
も
倣
っ
て
、
特
別
な
場
合
（
定
期
行
為
・
瑕
疵
が
除
去
不
能
）
を
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除
い
て
、
瑕
疵
除
去
の
た
め
の
期
間
を
ま
ず
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
（
提
案A

rt.
4

6
2

I,
3

2
6

ab)

。
す
な
わ
ち
Ｅ
Ｋ
Ｇ

は
、
適
時
に
な
さ
れ
な
い
履
行
が
重
大
な
違
反
に
あ
た
る
と
き
は
即
時
に
解
除
を
認
め
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
ま
ず
付
加
期
間
を
設
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
が
、
提
案
も
そ
れ
に
従
う
。
但
し
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
伝
統
（
一
方
でB

G
B

3
2

6
I

、
他
方
でB

G
B

3
2

6
II,

3
6

1
,

H
G

B
3

7
6)

と
、
事
の
本
質(

N
atu

r
d
e

r
S

ach
e

）
に
合
致
す
る
よ
う
に
、
重
大
で
な
い
単
な
る
期
限
徒
過
の
場
合
を
原
則
と
し
て
、

ま
ず
は
じ
め
に
規
定
し(

A
rt.

3
2

6)

、
重
大
な
期
限
徒
過
を
こ
の
規
定
の
例
外
と
し
て
扱
う
（A

rt.
3

2
6

a)

。A
rt.

3
2

6
aII

は
、
重
大

な
契
約
違
反(

W
e

se
n

tlich
V

e
rtrag

sv
e

rle
tzu

n
g

）
の
定
義
を
規
定
し
、
そ
の
文
言
はE

K
G

A
rt.

1
0

の
複
雑
な
定
式
を
回
避
す
る

た
め
に
、B

G
B

3
2

6
II

に
依
拠
す
る
。A

rt.
3

2
6

aIII

は
、A

rt.
3

6
1

II

と

E
K

G
A

rt.
2

8

の
例
示
を
内
容
と
す
る
。
双
務
契
約
上
の
付

随
義
務
の
不
履
行
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
修
正
を
し
て
は
い
る
がE

K
G

A
rt.

5
5
,

7
0

と
一
致
し
て
、
草
案A

rt.
3

2
6

c

に
重
大
な
契

約
違
反
と
な
れ
ば
解
除
で
き
る
（
履
行
に
対
す
る
利
益
が
喪
失
す
る
か
ど
う
か
の
問
題
と
解
す
る
）
と
規
定
す
る
。
た
だ
Ｅ
Ｋ
Ｇ
と

は
異
な
り
、
即
時
解
除
を
認
め
る
か
、
ま
ず

N
ach

frist

を
設
定
す
べ
き
か
を
区
別
し
て

N
ach

trist

設
定
可
能
性
を
検
討
す
る
の

が
有
用
と
す
る
。

重
大
な
契
約
違
反
に
関
し
、
売
買
に
お
け
る
瑕
疵
あ
る
給
付
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｋ
Ｇ
は
不
適
合
給
付
・
異
種
物
・
数
量
不
足
を
区

別
せ
ず
、
ま
ず
「
本
質
的
で
な
い
（u

n
e

rh
e

b
lich

,
n

o
t

m
ate

rial

）
瑕
疵
」
と
「
本
質
的
な
瑕
疵
」
を
区
別
し
、
前
者
は
解
除
原
因

と
な
ら
ず
（E

K
G

A
rt3

3
II)

、
後
者
は
さ
ら
に
重
大
な
契
約
違
反
を
基
礎
づ
け
る
「
重
大
な
瑕
疵
」
か
否
か
で
区
別
さ
れ
る
べ
き
で

（｢

重
大
で
な
い
瑕
疵
」
と
「
本
質
的
で
な
い
瑕
疵
」
を
混
同
し
な
い
よ
う)

、｢

重
大
な
瑕
疵
」
だ
け
が
即
時
解
除
を
基
礎
づ
け
、

そ
の
他
の
場
合
は
解
除
の
前
に
ま
ずN

ach
frist

を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（E

K
G

A
rt.

4
4)

。
こ
の
よ
う
に
瑕
疵
が
「
重
大
」

で
は
な
い
が
「
本
質
的
」
で
あ
る
と
き(

E
K

G
A

rt.
3

3
II

の
意
味
に
お
い
て)
、
買
主
は
売
主
に
追
給
付(

N
ach

lie
fe

ru
n

g)

ま
た
は
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追
完
（N

ach
b
e

sse
ru

n
g

）
の
た
め
にN

ach
frist

を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
徒
過
後
に
重
大
で
な
い

(

が
本
質
的
な)

瑕
疵

に
つ
い
て
も
、
解
除
権
が
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
。
ま
た

N
ach

frist

は
、
買
主
に
も
は
や
何
の
利
益
も
な
く
、
そ
の

こ
と
が
売
主
に
も
契
約
締
結
時
予
見
さ
れ
る
べ
き
時
に
は
不
必
要
で
あ
り
、
ま
た
瑕
疵
が
除
去
で
き
な
い
と
き
、
売
主
が
瑕
疵
の
除

去
を
拒
絶
し
て
い
る
と
き
に
も
問
題
に
は
な
ら
な
い
。

(

�)

な
お
、
こ
れ
ら
の
提
案
の
基
礎
を
な
し
て
い
る
の
は
、
給
付
障
害
の
場
合
に
、
現
存
す
る
双
務
契
約
を
保
護
す
る
と
い
う
一
般
的

法
政
策
的
な
原
則
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
傾
向
は
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
も
、
Ｅ
Ｋ
Ｇ
に
も
看
取
さ
れ
る
が
、
提
案
は
こ
れ
ら
に
対
し
て
強
化

さ
れ
て
い
る
と
説
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
ま
ず
先
頭
にN

ach
frist

の
原
則
を
置
き(

A
rt.3

2
6)

、
そ
こ
で
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
よ
り
上
述
の
原

則
を
Ｅ
Ｋ
Ｇ
モ
デ
ル
に
よ
り
強
く
打
ち
出
し
、
売
買
契
約
の
瑕
疵
あ
る
給
付
の
場
合
に
、
追
給
付
ま
た
は
追
完
に
よ
る
「
二
度
目
の

提
供
」
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
解
除
権
（�

�
��
������

今
ま
で

W
an

d
e

lu
n

g

）
が
、B

G
B

6
3

4
III

の
継
続
的
発
展
ま
た

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
の
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
、
重
大
な
契
約
違
反
の
場
合
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。
根
本
的
な
考
え
方
は
、
障
碍
の
除
去
の
機
会
を

債
務
者
に
与
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
ま
ず
契
約
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
法
的
考
慮
・
経
済
的
考
慮

の
双
方
に
基
づ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
債
権
者
に
と
っ
て
期
待
さ
え
得
な
い
不
利
益
や
危
険
と
な
ら
な
い
限
り
に
お
い
て
、
時
に

回
避
不
能
で
あ
っ
た
事
由
に
よ
り
給
付
障
害
に
陥
っ
た
債
務
者
に
、
障
害
除
去
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
債
務
者
自

身
の
経
済
的
利
益
を
保
護
し
、
債
権
者
に
は
損
害
賠
償
請
求
を
帰
責
事
由
の
あ
る
と
き
認
め
て
、
清
算
す
る
こ
と
が
費
用
的
に
も
有

利
と
な
る
と
す
る
。
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二
、
債
務
法
改
正
委
員
会
最
終
報
告
書
委
員
会
草
案

(

一
九
九
二
年)

(

�)

契
約
は
維
持
さ
れ
る
べ
き
と
の
原
則
の
例
外
と
し
て
解
除
権
を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
契
約
当
事
者
に
打
撃
を
与
え
る
こ
と

か
ら
、
義
務
違
反
の
深
刻
さ
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
債
務
者
の
帰
責
性
と
は
関
係
な
い
と
の
基
本
的
立
場
を
と
る
の
は
、
上

述
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
現
行
法
の
問
題
点
と
し
て
、「
義
務
違
反
の
解
除
」
と
い
う
法
的
救
済
手
段
の
統
一
規
整
を
有
さ
ず
別
々

の
要
件
・
効
果
の
中
で
規
定
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
原
始
的
客
観
的
不
能
（
法
上
当
然
の
無
効

B
G

B
3

0
6)

、
責
に
帰
さ
な
い
不
能

(

法
上
当
然
の
解
消B

G
B

3
2

3
I)

、
責
に
帰
す
べ
き
不
能(

解
除B

G
B

3
2

5
I1)

、
遅
滞
・
相
対
的
定
期
行
為(

B
G

B
3

2
6

I,
H

G
B

3
7

6
I)

、

積
極
的
債
権
侵
害
と
履
行
期
前
の
履
行
拒
絶
（
判
例
・
学
説
が
規
定
を
補
充
す
る)

、
瑕
疵
担
保(

W
an

d
e

lu
n

g
,

B
G

B
4

5
9
,

4
6

2
,

6
3

4
I3)

、
継
続
的
契
約(

�
�
�
����

�
��

B
G

B
6

5
1

e
,

j)

の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
要
件
の
上
で
も
区
別
さ
れ(

帰
責
事
由

B
G

B
3

2
5
,

3
2

6

、

障
碍
の
深
刻
さ
に
つ
い
て
は
積
極
的
債
権
侵
害
は
契
約
継
続
の
期
待
可
能
性
・
一
部
不
能
は
継
続
の
利
益
消
滅
・
遅
滞
は
期
限
の
意

味
次
第
、N

ach
frist

の
必
要B

G
B

3
2

6
I

と
不
要B

G
B

3
6

1)

、
効
果
も
利
得
法
に
従
っ
て
清
算
さ
れ
る
の
か(

法
上
当
然
の
解
消)

、

約
定
解
除
権
の
た
め
の
規
定
（B

G
B

3
4

6

�）
が
適
用
さ
れ
る
の
か
、
の
区
別
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
、
解
除
要

件
の
異
常
な
多
様
性
と
清
算
規
定
の
区
別
に
お
い
て
問
題
が
あ
り
、
こ
の
区
別
は
客
観
的
に
も
正
当
化
さ
れ
え
ず
、
歴
史
的
な
成
立

の
前
提
か
ら
の
み
説
明
で
き
る
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
ら
は
常
に
境
界
画
定
を
必
要
と
す
る
重
複
と
、
補
助
的
な
ル
ー
ル
が
必
要
と
な

る
競
合
に
至
る
と
す
る
。
そ
し
て
、H

u
b
e

r

の
鑑
定
意
見
で
は
Ｅ
Ｋ
Ｇ
に
よ
っ
て
方
向
を
定
め
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

そ
の
他
に
も
、
点
在
す
る
別
々
の
規
整
を
統
一
的
原
則
に
還
元
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
、
す
べ
て
の
契
約
の
義

務
違
反
の
た
め
の
解
消
手
段
の
規
範
を
定
立
す
べ
き
で
あ
る
と
提
案
す
る
。
そ
こ
で
旧

B
G

B
3

2
3
,

3
2

5
,

3
2

6

で
規
定
さ
れ
る
諸
場

合
とW

an
d
e

lu
n

g

・
積
極
的
債
権
侵
害
を
統
合
す
る3

2
3

B
G

B
-K

E

を
提
案
し
、
契
約
の
解
消
は
義
務
違
反
す
べ
て
の
場
合
に
解
除
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（�
�
��
�����)

の
意
思
表
示
に
よ
り
生
じ
る
と
す
る
。
規
整
技
術
と
し
て
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
の
よ
う
に
契
約
違
反
の
重
大
性
を
抽
象
的
に

定
義
し
、
疑
わ
し
い
場
合
の
た
め
に

N
ach

frist

要
件
を
明
確
化
の
た
め
に
お
く
方
法
も
あ
る
が
、
本
提
案
で
は

N
ach

frist

設
定

解
除
を
原
則
と
し
、
例
外
と
し
て
深
刻
な
場
合
に

N
ach

frist

を
不
必
要
な
も
の
と
規
定
す
る
方
法
を
採
用
す
る
。
こ
れ
は
、
フ
ー

バ
ー
の
提
案
及
び
遅
延
の
た
め
の

B
G

B
3

2
6

I,
II

に
基
礎
を
置
く
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
①
契
約
を
遵
守
し
維
持
さ
れ

る
べ
き
と
の
原
則
が
強
調
で
き
、
②
債
務
者
に
な
お
一
度
の
義
務
適
合
的
履
行
の
チ
ャ
ン
ス
を
開
き
、
契
約
と
債
務
者
を
保
護
す
る

こ
と
に
な
る
と
す
る
。
な
お
、3

2
3

III2
B

G
B

-K
E

で
、
解
除
権
が
排
除
さ
れ
る
場
合
と
し
て
、
付
随
義
務
違
反
の
際
に
、
契
約
を

さ
ら
に
維
持
す
る
こ
と
の
期
待
不
可
能
性
、
す
な
わ
ち
重
大
な
債
務
者
の
義
務
違
反
が
基
準
に
さ
れ
る
。

(

�)

三
、
債
務
法
現
代
化
法
討
議
草
案

(
二
〇
〇
〇
年)

旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
規
定
は
現
実
の
要
求
に
合
っ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
法
定
解
除
権
は
、
義
務
違
反
に
も
か
か
わ
ら
ず
契
約
を
維

持
す
る
こ
と
が
な
お
期
待
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
に
の
み
依
拠
す
べ
き
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
の
履
行
障
碍
規
定
が
、
ド
イ

ツ
に
お
け
る
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
と
判
例
・
実
務
の
協
働
に
よ
っ
て
成
功
し
た
の
と
同
じ
結
果
に
な
っ
て
い
る
が
、
決
定
的
な
違
い
は
、
Ｃ
Ｉ

Ｓ
Ｇ
は
明
快
で
分
か
り
や
す
く
、
矛
盾
の
な
い
法
政
策
上
納
得
の
い
く
規
整
を
定
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
実
務
の
負
担
も
軽
減
さ
れ
て

い
る
と
し
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
は
改
正
の
際
の
モ
デ
ル
シ
ス
テ
ム
と
し
て
役
立
つ
と
す
る
。

(

�)

そ
し
て
、3

2
3

B
G

B
-K

E

の
規
定
に
対
し
て
、

五
項
を
削
除
し
一
項
に
統
合
し
、
二
項
は
第
四
号
を
追
加
し
て
、
三
項
三
号
を
修
正
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

(

�)
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四
、
債
務
法
現
代
化
法
政
府
草
案

(

二
〇
〇
二
年)

債
務
法
委
員
会
草
案
が
、
①
あ
ら
ゆ
る
義
務
違
反
に
適
用
さ
れ
る
統
一
的
解
除
規
定(

3
2

3
K

E
)

を
設
け
る
こ
と
、
②
要
件
に
関

し
て
帰
責
事
由
を
不
要
と
し
、N

ach
frist

の
設
定
要
件
を
最
初
に
規
定
し(

3
2

3
IK

E
)

中
心
に
据
え
、N

ach
frist

が
必
要
な
い
と

き

(
3

2
3

IIK
E
)

及
び
解
除
権
が
排
除
さ
れ
る
場
合

(

と
り
わ
け
義
務
違
反
が
些
細
な
場
合3

2
3

III1
K

E
)

を
規
定
し
、
③
解
除
と
損

害
賠
償
の
併
存
を
認
め
る(

3
2

7
K

E
)

、
と
の
原
則
を
と
る
の
に
対
し
て
、
草
案
は
基
本
的
に
こ
れ
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
る
が
、

軽
微
で
な
い
変
更
も
含
ま
れ
る
と
す
る
。
と
り
わ
け
不
能
に
関
し
て
は
変
更
が
大
き
い
。

(

�)

条
文
は
、
遅
滞
と
不
適
合
給
付
に
つ
い
て

は
Ｒ
Ｅ
三
二
三
条
、
不
能
に
関
し
て
Ｒ
Ｅ
三
二
六
条

(
3

2
3

III2
K

E

か
ら
独
立)

、
そ
の
他
の
義
務
に
つ
い
て
は
Ｒ
Ｅ
三
二
四
条

(
3

2
3

II1
K

E

条
か
ら
独
立)

で
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
な
お
解
除
要
件
の
統
一
性
は
三
二
三
条
一
項
で
保
持
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

不
能
は
、
Ｒ
Ｅ
三
二
三
条
の
後
の
Ｒ
Ｅ
三
二
六
条
に
、
一
般
規
定
で
あ
る
三
二
三
条
一
項
の
特
別
規
定
と
し
て
把
握
さ
れ
、
な
お
Ｒ

Ｅ
三
二
三
条
一
項
に
よ
る
解
除
可
能
性
も
否
定
さ
れ
な
い
。
Ｒ
Ｅ
三
二
六
条
一
項
三
文
は
、
ま
ず
追
完
が
不
能
の
場
合
の
不
適
合
給

付
の
場
合
も
解
除
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
Ｒ
Ｅ
三
二
三
条
に
則
っ
て
期
間
設
定
は
必
要
と
さ
れ
な
い
。

Ｒ
Ｅ
三
二
三
条
一
項
は
、
不
適
合
給
付
に
も
適
用
さ
れ
、
主
た
る
義
務
・
付
随
義
務
の
区
別
も
関
係
な
く
、
解
除
の
要
件
は
た
だ

債
権
者
が
設
定
し
た

N
ach

frist

の
相
当
期
間
の
徒
過
だ
け
に
依
存
す
る
。
ま
た
、
債
権
者
が
債
務
者
に
相
当
な
期
間
を
設
定
す
る

こ
と
が
要
件
と
さ
れ
る
が
、
現
行
法
と
は
異
な
り
、
拒
絶
警
告
は
必
要
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
Ｒ
Ｅ
二
八
一
条
一
項
一
文
と
同

様
、
債
権
者
に
と
っ
て
権
利
行
使
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
か
ら
と
説
明
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
解
除
へ
の
敷
居
が
低
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
の
疑
念
も
出
た
が
、
問
題
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

(

�)

Ｒ
Ｅ
三
二
三
条
四
項
一
文
は
一
部
給
付(

te
ilw

e
ise

�
���

����	


�

�

)

、
同
二
文
は
、
不
完
全
な
履
行(

S
ch

le
ch

tle
istu

n
g)

を
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扱
う
が
、
こ
の
場
合
は
履
行
が
全
く
な
さ
れ
な
い
の
で
は
な
く
契
約
に
適
合
し
な
い(�

���������
�
	
)

た
と
え
ば
給
付
目
的

物
に
瑕
疵
が
あ
り
売
主
が
追
完
を
し
な
い
よ
う
な
場
合
が
問
題
と
な
る
。
瑕
疵
が
履
行
全
体
に
及
ぶ
か
一
部
に
留
ま
る
か
に
よ
っ
て
、

各
々
、
債
務
法
委
員
会
草
案3

2
3

I1
K

E

に
よ
っ
て
全
体
の
契
約
に
つ
い
て

N
ach

frist

の
徒
過
後
に
解
除
が
可
能
に
な
る
場
合
と
、

草
案3

2
3

I3
K

E
に
よ
っ
て
一
部
の
瑕
疵
あ
る
履
行
の
た
め
債
権
者
が
も
は
や
何
の
利
益
も
有
し
な
い
と
き
に
解
除
で
き
る
こ
と
に

な
る
が
、
そ
れ
ら
は
大
抵
は
区
別
で
き
な
い
と
し
て
こ
の
立
場
に
は
な
ら
わ
な
か
っ
た
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
、
履
行
に
瑕
疵
が
存

在
す
る
と
き
に
は
債
権
者
が
契
約
に
部
分
的
に
引
留
め
て
お
く
こ
と
に
は
理
由
が
な
い
こ
と
か
ら
、
義
務
違
反
が
些
細
で
あ
る
時
と
、

債
権
者
の
履
行
に
対
す
る
利
益
が
妨
げ
ら
れ
な
い
と
き
に
だ
け
、
契
約
維
持
が
正
当
化
さ
れ
る
と
す
る
。
Ｒ
Ｅ
三
二
三
条
一
項
が
三

二
三
条
四
項
二
文
と
の
関
連
で
、
前
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
債
権
者
は
債
務
者
の
不
完
全
な
履
行
の
場
合
に
も
、N

ach
-

frist

が
徒
過
し
た
後
は
、
原
則
的
に
契
約
全
体
を
解
除
し
う
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
、
義
務
違
反
が
些
細
で
あ
る
場
合
は
別
で
、

些
細
な
義
務
違
反
の
場
合
は
、
債
権
者
は
契
約
全
体
も
一
部
も
解
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
一
項
四
文
に
あ
っ
た
規
定
を
、

一
部
履
行
と
瑕
疵
あ
る
給
付
の
規
定
を
一
緒
に
し
て
独
立
さ
せ
て
い
る
。

上
述
の
解
説
か
ら
は
、
不
完
全
な
履
行
の
場
合
は
、N

ach
frist

解
除
が
ま
ず
原
則
と
し
て
適
用
さ
れ
、
そ
の
場
合
に
は
些
細
か

否
か
で
判
断
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
時
の
瑕
疵
は
「
解
除
を
正
当
化
す
る
瑕
疵
」
と
「
解
除
を
正
当
化
し
な
い
些
細
な
瑕
疵
」
で
二
分

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
フ
ー
バ
ー
の
言
う
三
分
法

(

時
の
要
素
に
よ
る
明
示
的
な
瑕
疵
の
区
別)

は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。

(

�)

法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)

論

説

190

一
九
〇

Ⅰ



（
３
）N

ach
frist

の
解
除
要
件
と
し
て
の
正
当
化
と
機
能

一
、N

ach
frist

設
定
解
除
の
位
置
づ
け

上
述
の
よ
う
に
、「
契
約
か
ら
の
解
放
」
の
制
度
を
一
般
化
す
る
場
合
に
債
務
者
の
利
益
を
考
慮
す
る
方
法
と
し
て
、
先
に
述
べ

た
よ
う
に
二
つ
の
立
場
が
あ
り
、
不
履
行
が
特
に
重
大
な
場
合
の
み
解
放
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
立
場
と
、
債
権
者
は
自
ら
の
利
益

を
予
め
定
め
ら
れ
た
手
続
に
お
い
て
主
張
す
る
場
合
の
み
解
放
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
立
場
（
第
一
の
立
場
の
消
極
的
定
式
化：

｢

不
履
行
が
あ
ま
り
意
味
を
持
た
な
い
時
に
は
解
除
を
正
当
化
し
な
い
」
と
の
ル
ー
ル
を
た
て
、
そ
れ
に
加
え
て
、
多
く
は
債
権
者

の
手
続
的
措
置

期
間
設
定

に
よ
っ
て
解
放
を
認
め
る)

で
あ
る
。
前
者
は
、
重
大
な
契
約
違
反
か
ら
出
発
し
、
契
約
違
反

が
重
大
で
あ
れ
ば
即
時
の
解
除
が
認
め
ら
れ
る
が
、
履
行
や
治
癒
が
ま
だ
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
き
に
は
、
付
加
期
間
設
定
し

て
解
除
す
る
道
が
開
か
れ
て
お
り
、
後
者
は
、「
契
約
は
守
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い(

P
acta

su
n

t
se

rv
an

d
a)

」
と
の
原
則
が
大
き
な

重
要
性
を
持
ち
、
履
行
が
可
能
で
か
つ
あ
る
い
は
違
反
を
治
癒
す
る
可
能
性
の
あ
る
場
合
は
、
常
に
債
務
者
は
終
局
的
に
契
約
が
解

消
さ
れ
る
前
に
、
契
約
を
救
済
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に

N
ach

frist

を
設
定
し
、
そ
の
間
債

務
者
は
不
履
行
を
治
癒
す
る
こ
と
が
で
き
解
消
を
回
避
し
う
る
一
方
、
経
過
後
は
債
権
者
は
契
約
を
解
消
し
う
る
。

(

�)

後
者
が
、
上
述

の
よ
う
に
ド
イ
ツ
債
務
法
現
代
化
法
・
ス
イ
ス
債
務
法
の
と
る
立
場
で
あ
り
、N

ach
frist

要
件
か
ら
出
発
し
て
、
ま
ず
当
事
者
は

N
ach

frist

を
設
定
し
、
例
外
的
に
設
定
す
る
必
要
の
な
い
と
き
や
見
込
の
な
い
と
き
、
さ
ら
に
給
付
障
害
に
よ
っ
て
双
方
の
利
益

を
衡
量
し
た
結
果
、
即
時
の
解
消
を
認
め
る
べ
き
時
、
不
能
の
よ
う
に
既
に
重
大
な
契
約
違
反
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
は
期
間
設
定

は
不
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
立
場
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
法
技
術
的
意
味
し
か
持
た
ず
、
意
義
は
同
じ
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

こ
の
点
に
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つ
い
て
は
、
草
案
で

N
ach

frist

が
必
要
な
い
と
き(

K
E

3
2

3
II)

は
、
重
大
な
契
約
違
反
の
と
き
で
あ
り
、
解
除
権
が
排
除
さ
れ
る

と
き
は(

K
E

3
2

3
III)

、
重
大
な
契
約
違
反
が
認
め
ら
れ
な
い
と
き
と
な
り
、
実
際
の
帰
結
は
区
別
で
き
な
い
と
す
る
。

(

�)
二
、N

ach
frist

設
定
徒
過
の
解
除
要
件
と
し
て
の
正
当
化

新
法
が
制
定
さ
れ
た
数
年
後
に
、
カ
ナ
ー
リ
ス
は

N
ach

frist

徒
過
が
契
約
解
除
の
要
件
と
し
て
十
分
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
解

除
の
た
め
に
必
要
か
に
つ
い
て
の
法
的
根
拠
及
び
体
系
上
の
関
係
づ
け
は
、
ま
だ
十
分
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
す
る
。

そ
し
て
三
二
三
条
一
項
を
、
条
件
づ
け
ら
れ
た
双
務
関
係
の
現
れ(

A
u

sflu
ss

d
e

s
k

o
n

d
itio

n
e

lle
n

sy
n

allag
m

as)

及
び
契
約
上
の

交
換
的
正
義
の
具
体
化(

K
o

n
k

re
tisie

ru
n

g
d
e

r
v
e

rtrag
lich

e
n

A
u

stau
sch

g
e

re
ch

tig
k

e
it)

と
し
て
正
当
化
す
る
。N

ach
frist

徒

過
だ
け
で
解
除
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
重
大
な
義
務
違
反
に
比
し
て
広
す
ぎ
て
公
正
な
の
か
が
問
題
と
な
る
が
、
三
二
六
条
一
項
一

号
が
、
不
能
の
場
合
に

(

二
七
五
条
一
〜
三
項)

、
反
対
請
求
権
が
消
滅
す
る
（
双
務
契
約
に
お
い
て
他
方
の
履
行
の
受
領
の
た
め

に
、
一
方
の
履
行
が
約
束
さ
れ
、
双
方
の
履
行
義
務
は
存
続
に
お
い
て
相
互
に
依
存
し
て
お
り
、
こ
れ
は
交
換
的
正
義
の
現
れ
と
し

て
理
解
で
き
る
）
の
と
全
く
同
様
の
考
え
方
で
、
債
務
者
が

N
ach

frist

を
経
過
し
て
も
何
ら
調
達
し
な
い
と
き
、
債
権
者
か
ら
反

対
給
付
を
期
待
す
べ
き
で
な
い
し
、
債
権
者
に
と
っ
て
無
価
値
に
な
っ
た
契
約
を
維
持
し
、
反
対
給
付
の
た
め
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の

維
持
を
強
い
る
こ
と
も
期
待
す
べ
き
で
な
い
と
説
明
す
る
。
三
二
六
条
一
項
一
号
と
の
違
い
は
、
契
約
拘
束
力
の
時
的
な
次
元
が
中

心
と
し
て
問
題
に
な
る
こ
と
だ
と
す
る
。
又
、
三
二
三
条
は
不
能
の
場
合
と
異
な
り
、
未
だ
遅
れ
を
取
戻
せ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ

の
状
況
で
一
方
的
な
形
成
的
意
思
表
示
に
よ
っ
て
契
約
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
は
、「
契
約
は
守
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
の
原
則
、

私
的
自
治
と
の
矛
盾
が
生
じ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
こ
で
問
題
の
核
心
は
、
債
権
者
利
益
の
重
大
な
侵
害
が
債
権
者
の
解
放
を
導
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く
こ
と
に
求
め
ら
れ
、
こ
れ
を
実
質
的
規
準
と
し
て
構
成
す
る
の
が
「
重
大
な
違
反｣

、
手
続
上
の
手
段
と
し
て
構
成
す
る
の
が

N
ach

frist

で
あ
り
、
前
者
の
概
念
の
あ
い
ま
い
さ
、
さ
ら
な
る
具
体
化
を
必
要
と
す
る
短
所
を
後
者
は
補
う
と
す
る
。
す
な
わ
ち

履
行
期
に
も
、(

新
た
な
機
会
が
与
え
ら
れ
た
に
も
拘
ら
ず)

N
ach

frist

経
過
後
に
も
履
行
し
な
い
と
き
は
、
債
務
者
は
履
行
し
な

い
で
あ
ろ
う
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
説
得
力
あ
る
懸
念
の
根
拠
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
債
権
者
の
意
味
の

あ
る
履
行
利
益
の
危
険
が
発
生
し
契
約
の
解
消
が
正
当
化
さ
れ
る
。
ウ
ン
ベ
ラ
ス
も
同
様
に
、
履
行
利
益
が
十
分
危
険
に
さ
ら
さ
れ

る
と
き
は
、
契
約
の
拘
束
が
一
方
的
に
し
か
貫
徹
さ
れ
な
い
危
険
が
存
在
す
る
の
で
、
債
権
者
は
拘
束
か
ら
解
放
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
と
述
べ
る
。N

ach
frist

経
過
後
は
義
務
違
反
が
十
分
重
大
で
あ
る
と
仮
定
さ
れ
、
ま
た
契
約
解
除
の
正
当
化
の
考
え
方
は
三
一

四
条
一
項
で
継
続
的
契
約
の
解
除
の
場
面
で
モ
デ
ル
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
と
言
う
。
す
な
わ
ち
決
定
的
な
の
は
、
当
事
者
に
契
約
関

係
を
継
続
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
で
あ
り
、
当
事
者
の
履
行
利
益
が
危
胎
化
さ
れ
て
い
る
と
き
さ
ら
な
る
協
力
は
要

求
さ
れ
え
な
い
し
、
解
約
は
認
め
ら
れ
る
と
言
う
。

(

�
ａ)

こ
れ
に
対
し
て
メ
デ
ィ
ク
ス
は
、(

遅
滞
に
つ
い
て
の
言
及
で
あ
る
が
）N

ach
frist

の
設
定
・
徒
過
が
「
重
大
な
契
約
違
反
」
の

判
断
に
も
一
定
の
役
割
を
果
た
し
、
重
大
か
ど
う
か
の
判
断
に
は
「
契
約
信
義
障
碍(�

������
�
�������

	

)

」
の
要
素
も
含
ま
れ
、

N
ach

frist

を
徒
過
す
る
こ
と
は
債
務
者
の
将
来
の
契
約
信
義
（V

e
rtrag

stre
u

）
に
疑
い
を
抱
か
せ
る
こ
と
に
も
な
り
う
る
と
す

る
。

(

�)

単
に

N
ach

frist

を
徒
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
重
大
な
契
約
違
反
を
正
当
化
す
る
ほ
ど
に
、
当
事
者
間
の
信
義
を
損
な
う
の

か
ど
う
か
、
ど
の
よ
う
な
場
合
も
言
え
る
か
に
つ
い
て
は
、
異
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

(

�)

し
か
し
、
契
約
維
持
の
原
則
を
堅
持

し
、
再
度
チ
ャ
ン
ス
を
債
務
者
に
与
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
を
徒
過
し
た
場
合
に
は
、
単
発
の
契
約
で
あ
れ
ば
、
将
来
の
契
約

遵
守
は
期
待
で
き
な
い
と
言
っ
て
も
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
信
頼
関
係
が
基
礎
と
な
る
継
続
的
契
約
に
お
い
て
、
将
来
の
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契
約
義
務
の
履
行
を
疑
わ
せ
る
よ
う
な
事
情
が
解
除
の
要
件
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
も
共
通
す
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る

と
、
後
述
の
よ
う
に
重
大
な
契
約
違
反
の
概
念
の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
に
も
関
わ
っ
て
く
る
が
、N

ach
frist

の
設
定
徒

過
に
よ
る
解
除
も
、
契
約
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
原
則
か
ら
例
外
的
に
逸
脱
を
認
め
て
、
契
約
義
務
か
ら
当
事
者
を
解
放

す
る
た
め
に
、
重
大
な
契
約
違
反
と
同
じ
考
慮
の
も
と
で
、
同
様
の
結
果
に
至
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
、
期
間
設
定
に
よ
り
二
度

目
の
チ
ャ
ン
ス
も
与
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
履
行
が
な
さ
れ
な
い
場
合
も
、
ま
だ
将
来
の
契
約
義
務
の
履
行
に
信
頼
が
お
け
る
よ
う

な
場
合
に
は
、
今
度
は
で
き
る
手
段
は
尽
く
し
た
と
言
え
る
債
権
者
か
ら
で
は
な
く
、
債
務
者
の
方
か
ら
そ
の
旨
の
主
張
を
さ
せ
る

べ
き
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
た
オ
ー
デ
ィ
ー
の
、
付
加
期
間
設
定
さ
れ
て
も
ま
だ
不
履
行
が
続
い
て
い
る
場
合
は
、

証
明
責
任
を
転
換
さ
せ
る
と
の
考
え
方
に
も
共
通
す
る
。

(

�)

三
、N

ach
frist

設
定
要
件
の
機
能
と
解
除
要
件
の
原
則
と
し
て
挙
げ
る
理
由

フ
ー
バ
ー
の
鑑
定
意
見
の
中
で
、N

ach
frist

要
件
を
掲
げ
る
提
案
三
二
六
条
は
旧
Ｂ
Ｇ
Ｂ
と
は
違
っ
て
、
遅
滞
の
場
合
に
だ
け

適
用
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
責
め
に
帰
さ
な
い
給
付
障
碍
・
不
能
の
場
合
も
適
用
さ
れ
、
債
権
者
は
不
能
に
つ
い
て
何
も
知
る
必
要

な
し
に
、
有
効
に

N
ach

frist

を
設
定
で
き
る
と
す
る
。
ま
た
他
人
の
物
の
売
買
の
よ
う
な
主
観
的
不
能
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
、

債
務
者
が
な
お
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
テ
ス
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
さ
れ
る
。

(

�)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
メ
デ
ィ
ク
ス
も
、

債
権
者
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
た
だ
「
な
さ
れ
る
べ
き
給
付
が
な
さ
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
債
権
者
か
ら
は
通
常

不
能
か
遅
滞
か
は
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
り
、
債
権
者
に
た
だ
一
つ
の
確
実
な
方
法
を
開
く
こ
と
は
理
に
か
な
っ
た
こ
と
だ
と
す
る
。

(

�)

一
方
、
債
務
法
改
正
委
員
会
最
終
報
告
書
で
は
、N

ach
frist

要
件
を
「
二
度
目
の
提
供(

zw
e

ite
A

n
d

ie
n

u
n

g)

」
の
機
会
と
し
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て
、
解
除
の
原
則
に
挙
げ
る
利
点
と
し
て
、
上
述
の
よ
う
に
①
契
約
を
遵
守
し
維
持
さ
れ
る
べ
き
と
の
原
則
が
強
調
で
き(

な
お
こ

の
点
に
関
し
て
ウ
ン
ベ
ラ
ス
は
、N

ach
frist

の
目
的
を
、
当
事
者
が
協
力
に
よ
っ
て
給
付
障
害
を
除
去
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
す

る
。S

.
3

7
0)

、
②
債
務
者
に
な
お
一
度
の
義
務
適
合
的
履
行
の
チ
ャ
ン
ス
を
開
き
、
契
約
と
債
務
者
を
保
護
す
る
こ
と
に
な
る
と

述
べ
る
。
重
大
性
の
判
断
に
は
債
務
者
の
追
完
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
と
、
結
果
は
両
モ
デ
ル
で
変
わ
ら

な
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
反
対
に
契
約
違
反
が
重
大
か
否
か
不
明
確
な
場
合
に
は
、
か
え
っ
て

N
ach

frist

の
設
定
・
徒
過
に
よ
っ

て
、
解
除
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
解
除
し
や
す
い
と
さ
れ
て
い
る
。
カ
ナ
ー
リ
ス
は
、N

ach
frist

は
契
約
解
消
の
可
能
性
に
つ

い
て
は
債
権
者
、
契
約
保
持
に
つ
い
て
は
債
務
者
、
双
方
の
利
益
に
役
立
ち
二
重
の
機
能
を
有
し
、
こ
の
ま
さ
に
逆
方
向
の
機
能
が

当
事
者
の
公
平
な
均
衡
を
導
く
と
す
る
。
な
お
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
の
よ
う
に
、
唐
突
に
遅
延
の
場
合
だ
け

N
ach

frist

に
移
行
す
る
こ
と
で

は
満
足
な
結
果
が
得
ら
れ
ず
、
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
が
柔
軟
な
追
完
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
で
回
避
す
る
の
に
対
し
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
や
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ

は
追
完
の
機
会
を
拒
絶
し
て
い
る
と
批
判
す
る
。
ま
た
、
ウ
ン
ベ
ラ
ス
も
イ
ギ
リ
ス
法
の
解
除
権
を
契
約
解
釈
モ
デ
ル
と
呼
び
、
そ

こ
で
は
当
事
者
が
予
見
し
た
も
の
だ
け
が
解
除
に
至
る
と
す
る
が

(

後
述
参
照)

、
法
的
安
定
性
と
個
別
的
妥
当
性
の
バ
ラ
ン
ス
が

図
れ
ず
、N

ach
frist

モ
デ
ル
よ
り
優
位
に
位
置
す
る
訳
で
は
な
い
と
評
価
す
る
。
た
だ
イ
ギ
リ
ス
法
の
判
断
の
中
味
は
、N

ach
frist

が
不
要
の
場
合
の
例
外
に
参
考
に
な
る
と
述
べ
る
。

(

�
ａ)

四
、N

ach
frist

解
除
要
件
と
瑕
疵

上
述
の
フ
ー
バ
ー
の
説
明
か
ら
は
、「
本
質
的
で
な
い

(

些
細
な
）
瑕
疵
」
と
、
重
大
な
契
約
違
反
を
正
当
化
す
る
「
重
大
な
瑕

疵
」
の
間
に
は
、「
本
質
的
瑕
疵
」
で
は
あ
る
が
即
時
解
除
を
導
く
に
は
至
ら
な
い
「
重
大
で
な
い
瑕
疵
」
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
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る
。
こ
の
こ
と
は
、
現
行B

G
B

3
2

3
V

に
つ
い
て
、
義
務
違
反
が
軽
微
な
時
に
は

N
ach

frist

を
徒
過
し
て
も
解
除
で
き
な
い
と
規

定
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
未
確
定
の
ま
ま
残
り
、「
軽
微
で
あ
る
」
と
「
重
大
で
な
い
」
こ
と
は
同
一
視
で
き

な
い
（
瑕
疵
が
あ
っ
て
も
使
用
で
き
る
と
き
、
ま
た
は
損
害
賠
償
や
減
額
請
求
に
よ
っ
て
契
約
利
益
が
満
足
で
き
て
も
、
原
則
と
し

て
解
除
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
）
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

(

�)

中
間
的
な
判
断
の
難
し
い
部
分
が
残
る
の
か
問
題

と
な
る
。
し
か
し
他
方
フ
ー
バ
ー
は
、C

IS
G

A
rt.4

9

の
解
説
で
、「
重
大
な
契
約
違
反
」
の
評
価
に
つ
い
て
、
瑕
疵
自
体
の
重
大

性
と
、
時
の
経
過
の
重
大
性
の
二
つ
の
要
素
が
あ
る
と
分
析
し
、

(

�)

付
加
期
間
設
定
・
徒
過
に
よ
っ
て
、
時
に
関
す
る
重
大
性
が
明

ら
か
に
な
る
と
説
明
す
る
（
実
は
こ
の
説
明
は
後
の
版
で
は

｢

そ
の
他
の
義
務｣

で
説
明
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
従
っ
て
契
約
不
適

合
は
具
体
的
な
分
類
が
な
さ
れ
て
い
る
。）
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、「
重
大
な
瑕
疵
」
と
「
本
質
的
な
瑕
疵
」
の
違
い
は
、
瑕
疵
の
重

大
性
は
同
じ
で
も
、
期
限
の
遵
守
が
重
要
で
は
な
い
と
い
う
時
の
経
過
に
関
し
て
だ
け
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な
る

(

追
完
可
能
性
が

あ
り
、
現
在
の
ま
ま
で
は
直
ち
に
は
重
大
な
瑕
疵
と
は
言
い
切
れ
ず
、
債
権
者
も
追
完
を
受
け
入
れ
得
る
よ
う
な
場
合)

。
後
の
版

で
フ
ー
バ
ー
が
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
�
瑕
疵
が
客
観
的
に
重
大
で
、
性
質
上
瑕
疵
の
除
去
が
で
き
な
い
場
合
、
及
び

�
除
去
は
可
能
で
は
あ
る
が
①
引
渡
期
限
が
重
大
、
②
売
主
の
態
様
又
は
瑕
疵
の
種
類
に
よ
っ
て
契
約
の
信
頼
の
基
礎
を
侵
害
し
て

追
完
を
買
主
に
期
待
で
き
な
い
と
き
、
③
そ
の
他
追
完
が
買
主
に
期
待
し
え
な
い
不
利
益
を
与
え
、
④
又
は
売
主
が
終
局
的
に
追
完

を
拒
絶
し
て
い
る
と
き
に
重
大
な
違
反
に
よ
っ
て
即
時
解
除
が
認
め
ら
れ
る
と
し
、N

ach
frist

経
過
後
は
、
相
当
期
間
内
に
追
完

し
得
な
い
と
き
に
解
除
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に

N
ach

frist

を
設
定
し
た
と
き
不
履
行
の
程
度
を
判
断

す
る
際
に
問
題
と
な
る
の
は
、
時
間
の
要
素
だ
け
で
は
な
い
。N

ach
frist

の
設
定
に
よ
っ
て
、
買
主
に
ま
だ
追
完
す
る
た
め
の
時

間
的
な
余
裕
が
あ
る
か
ど
う
か
に
加
え
て
、
そ
の
間
に
売
主
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
追
完
が
な
さ
れ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
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売
主
が
し
た
か
も
、
不
履
行

(

重
大
性)

の
判
断
に
関
し
て
問
題
と
な
る
は
ず
で
あ
る

(

た
と
え
ば
、
コ
ピ
ー
機
の
売
買
で
た
び
た

び
故
障
が
お
こ
り
、
す
ぐ
に
修
理
す
れ
ば
直
る
よ
う
な
瑕
疵
が
あ
る
場
合
に
、
売
主
が
い
つ
も
な
か
な
か
修
理
に
来
ず
使
用
に
支
障

を
来
た
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
な
ど
。
同
様
の
こ
と
は
、
連
邦
最
高
裁
の
立
場
で
も
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る)

(

�
ａ)

。
又
、
瑕
疵
の
重
大

性
自
体
も
、
期
間
中
の
追
完
に
よ
っ
て

N
ach

frist

を
設
定
す
る
前
と
は
変
わ
っ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
前

述
の
フ
ー
バ
ー
の
言
う
よ
う
に
、
期
間
の
経
過
に
は
時
に
関
す
る
要
素
だ
け
で
は
な
く
客
観
的
瑕
疵
の
要
素

(

重
大
性)

等
も
問
題

と
な
り
、N

ach
frist

設
定
後
の
重
大
性
は
、
そ
の
期
間
中
の
あ
ら
た
な
事
実
を
加
味
し
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ

の
起
草
過
程
の
議
論
の
中
で
、「
些
細
な
瑕
疵
」
が
付
加
期
間
設
定
に
よ
っ
て
格
上
げ
さ
れ
る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
、N

ach
frist

設

定
に
よ
る
解
除
は
、
不
引
渡
の
場
合
だ
け
に
限
ら
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
は
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に

N
ach

frist

解

除
に
習
熟
し
て
い
な
い
国
が
危
惧
さ
れ
た
よ
う
な
運
用
を
す
る
恐
れ
が
説
か
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
期
間
の
経
過
だ
け
で
直
ち
に
解

除
に
至
る
訳
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
れ
ば
、
す
な
わ
ち

N
ach

frist

設
定
徒
過
で
時
的
次
元
の
問
題
を
明
ら
か
に
し
、
瑕
疵

の
程
度
、
債
務
者
の
そ
の
後
の
態
様
は
、
義
務
違
反
の
重
大
さ

(

＝
些
細
さ)

の
実
質
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
が
明
確
で
あ
れ
ば
、

不
適
合
給
付
の
場
合
に

N
ach

frist

設
定
を
前
提
と
す
る
こ
と
も
、
論
理
必
然
と
し
て
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
は
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
上
述
の
よ
う
に
、「
重
大
な
契
約
違
反
」
を
正
当
化
す
る
「
重
大
な
瑕
疵
」
と
、
い
わ
ゆ
る
解
除
を
正
当
化
し
な
い
と
考

え
ら
れ
る
「
些
細
な
瑕
疵
」
と
の
間
に
は
、
フ
ー
バ
ー
の
言
う
よ
う
に
解
除
を
正
当
化
し
う
る
可
能
性
は
あ
る
が
直
ち
に
は
重
大
な

契
約
違
反
に
は
至
ら
な
い
瑕
疵
の
部
分
（｢

本
質
的
な
瑕
疵
」
と
言
っ
て
も
良
い
）
が
あ
る
の
か
が
問
題
に
な
る
。
そ
も
そ
も
、
瑕

疵
が
重
大
な
契
約
違
反
を
正
当
化
す
る
ほ
ど
「
重
大
」
か
ど
う
か
を
、
判
断
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、

三
二
三
条
五
項
一
文
で
一
部
不
履
行
の
場
合
は
全
契
約
に
対
す
る
債
権
者
利
益
の
消
滅
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
履
行
が
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可
分
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
た
と
え
一
部
解
除
し
か
認
め
ら
れ
な
く
て
も
金
銭
的
調
整
に
よ
っ
て
後
に
債
権
者
に
不
都
合
は
残

ら
な
い
か
ら
だ
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
契
約
不
適
合
の
場
合
は
、
利
益
の
消
滅
ま
で
必
要
と
さ
れ
ず

u
n

e
rh

e
b

lich

で
な
い
こ
と
が
要
件
と
な
る

(

上
述
に
対
し
瑕
疵
あ
る
物
の
保
持
を
余
儀
な
く
さ
れ
る)

。
し
か
し
こ
れ
は
、
旧
四
五
八
条
一
項
よ

り
は
高
い
規
準
と
さ
れ

(

代
金
減
額
の
要
件
で
も
あ
っ
た)

、
具
体
的
に
は
判
例
の
分
析
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
の
、
こ
れ
を

重
大
な
義
務
違
反
の
規
準
と
異
な
っ
て
考
え
る
必
然
性
も
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

従
っ
て
、
政
府
草
案
で
は
、
上
述
の
よ
う
に
三
つ
に
分
類
す
る
の
で
は
な
し
に
、
軽
微
で
解
除
が
で
き
い
な
い
瑕
疵
と
、
そ
れ
以

外
で
分
類
し
、
客
観
的
な
瑕
疵
の
程
度
で
判
断
す
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。N

ach
frist

要
件
は
す
べ
て
の
義
務
違
反
に
適
用
が
あ

る
が
、
解
除
時
の
結
果
を
見
て
、
義
務
違
反
が
軽
微
か
否
か
で
判
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、U

n
b
e

rath

は
、
三
二
三

条
五
項
二
文
の
「
軽
微
」
の
規
準
よ
り
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
の｢

重
大
性
」
の
方
が
敷
居
は
高
く
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
で
重
大
で
な
い
場
合
で
も
、

三
二
三
条
で
「
軽
微
」
で
は
な
い
の
で
、
ド
イ
ツ
法
の
も
と
で
は
契
約
の
拘
束
を

N
ach

frist

後
に
は
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

述
べ
る
が
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
の
区
別
に
相
当
す
る
と
の
見
解
も
あ
る
。

(

�
ｂ)

な
お
、N

ach
frist

経
過
後
は
、
重
大
な
義
務
違
反
で
な
く
て
も
よ
い
と
す
る
と
、
第
二
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
た
に
も
拘
ら
ず
完

全
な
履
行
を
し
な
か
っ
た
こ
と
そ
の
こ
と
自
体
信
義
に
反
す
る
と
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
一
部
不
履
行
は
可
分
で
あ
る
こ
と
を
前

提
に
、
原
則
は
一
部
の
み
の
解
除
、
例
外
的
に
全
体
に
効
果
を
及
ぼ
す
場
合
の
要
件
と
し
て
利
益
の
消
滅
ま
で
必
要
と
さ
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
不
可
分
な
履
行
の
不
完
全
さ
が
ど
の
程
度
か
を
決
す
る
の
は
容
易
で
な
い
。u

n
e

rh
e

b
lich

の
規
準
は
、
そ

の
不
明
確
性
に
対
す
る
実
務
上
の
要
請
に
答
え
る
制
度

(

旧
法
か
ら
の
連
続
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い)

と
の
理
解
も
な
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。(

な
お
分
割
可
能
性
は
、
英
米
法
で
も
量
的
瑕
疵
で
規
準
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
考
え
方
は
継
続
的
契
約
な
ど
で
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も
見
ら
れ
、u

n
e

rh
e

b
lich

の
規
準
と
と
も
に
稿
を
改
め
て
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。)

五
、
期
間
の
相
当
性

解
除
の
要
件
と
し
て
、
独
立
し
て

N
ach

frist

設
定
徒
過
を
あ
げ
る
場
合
に
も
、
実
質
的
な
問
題
と
し
て
現
わ
れ
る
の
が
期
間
の

相
当
性
の
判
断
で
あ
る
。
相
当
性
の
判
断
は
、
一
部
履
行
、
契
約
不
適
合

(

三
二
三
条
五
項)

と
並
ん
で
、
な
ぜ
契
約
か
ら
の
解
放

が
認
め
ら
れ
る
か
の
規
準
に
立
戻
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
債
権
者
利
益
は
も
と
よ
り
、N

ach
frist

の
債
権
者
に
解
除
権
を
認
め

る
と
同
時
に
債
務
者
に
第
二
の
機
会
を
与
え
る
と
の
目
的
及
び
機
能
に
応
じ
て
、
期
間
の
相
当
性
に
つ
い
て
両
当
事
者
間
で
争
い
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
両
当
事
者
の
利
益
状
況
な
ど
に
鑑
み
て
客
観
的
に
判
断
さ
れ
、
債
権
者
の
事
情
も
考
慮
す
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
。

(

�
ａ)な

お
、
設
定
さ
れ
る
期
間
は
適
切
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
ス
イ
ス
で
は
、
債
務
者
の
期
間
が
短
か
す
ぎ
る
と
の
抗
弁
が
認
め

ら
れ
、
も
し
抗
弁
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
限
を
拘
束
的
な
も
の
と
し
て
債
務
者
は
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。

(

�)

又
、
こ

れ
を
契
約
の
補
充
な
い
し
改
訂
と
し
て
、
当
事
者
の
最
終
期
限
に
つ
い
て
の
新
た
な
合
意
が
な
さ
れ
た
と
考
え
る
と
、
な
ぜ
合
意
と

言
え
る
の
か
が
問
題
と
な
り
、
単
な
る
設
定
さ
れ
た
期
間
の
相
当
性
に
対
し
て
反
論
が
可
能
と
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
契
約
の
解
消
を
、

瑕
疵
担
保
責
任
に
お
い
て

W
an

d
e

lu
n

g

と
構
成
し
た
が

(

旧B
G

B
4

5
9

�)

、
そ
れ
は
債
権
者
に
相
手
方
が
同
意
す
る
ま
で
救
済
手

段
の
変
更
権
を
与
え
る
と
い
う
実
際
上
の
効
果
を
有
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
現
在
で
も
当
事
者
の
支
配
を
越
え
た
出
来
事
に
よ

る
契
約
の
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
に
、
こ
の
合
意
の
観
念
が
み
ら
れ
る
。

(

�)
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（
Ⅱ)

重
大
な
契
約
違
反
を
解
除
要
件
と
す
る
制
度

英
米
法

（
１
）
コ
モ
ン
ロ
ー
に
お
け
る
解
除
権
と
拒
絶
権

一
、
双
方
の
関
係

相
手
方
当
事
者
の
不
履
行
に
対
し
て
、
契
約
の
将
来
の
履
行
を
終
了
さ
せ
、
原
状
に
復
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
三
つ
の
異
な
っ

た
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
と
分
析
さ
れ
る
。

(

�)

①
不
履
行
の
相
手
方
が
自
ら
の
履
行
を
拒
絶
す
る
。
大
陸
法
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
も
含
ま

れ
る
。
一
時
的
に
中
断
す
る
の
で
は
な
し
に
、
全
体
的
・
終
局
的
に
義
務
か
ら
解
放
さ
れ
た
い
と
き
に
は
、
さ
ら
に
次
の
解
除
の
手

段
に
訴
え
る
必
要
が
あ
る
。
②
不
履
行
当
事
者
か
ら
将
来
の
履
行
の
受
領
を
拒
絶
す
る
。
拒
絶
以
前
の
過
去
の
履
行
に
つ
い
て
は
そ

の
ま
ま
の
状
態
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
定
の
期
間
、
双
務
的
な
義
務
の
履
行
を
必
要
と
す
る
契
約
に
、
共
通
す
る
手
段
で
あ
る
。
③
自

分
の
側
の
履
行
が
終
わ
っ
て
お
り
原
状
回
復
を
望
む
、
の
三
つ
で
あ
る
。
大
陸
法
で
は
、
ま
ず
多
く
は
解
除
へ
至
る
最
初
の
ス
テ
ッ

プ
と
な
る
、
①
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
含
ま
れ
る
同
時
履
行
の
抗
弁
を
主
張
す
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
コ
モ
ン
ロ
ー
で
は
抗
弁
の
性
質

を
持
つ
拒
絶
と
、
不
履
行
当
事
者
を
完
全
に
解
放
す
る
も
の
と
に
関
す
る
厳
密
な
学
理
上
の
区
別
は
さ
れ
ず
、
①
と
、
②
及
び
③
の

二
つ
の
プ
ロ
セ
ス
は
区
別
で
き
な
い
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
解
除
に
つ
い
て
何
ら
方
式
を
要
し
な
い
た
め
で
あ
る
と
分
析
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
三
つ
の
行
為
を
カ
バ
ー
す
る
「
解
消(

re
scin

d
in

g
,

re
scissio

n)

」
と
い
う
共
通
の
用
語
が
あ
り
、
区
別
せ

ず
に
言
及
さ
れ
る
。
同
じ
用
語
を
異
な
る
意
味
で
使
う
こ
と
は
批
判
さ
れ
て
き
た
が
、
な
お
根
強
く
裁
判
で
は
慣
行
と
し
て
使
用
さ

れ
続
け
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
動
産
売
買
法
は
、
売
主
の
瑕
疵
あ
る
履
行
に
対
す
る
買
主
の
商
品
の
拒
絶
・
拒
絶
さ
れ
た
も
の
と
契
約

を
扱
う
権
利(

rig
h

t
to

re
je

ct
th

e
g

o
o

d
s

an
d

to
tre

at
th

e
co

n
tracrt

as
re

p
u

d
iate

d)

と
、
不
払
い
に
対
す
る
売
主
の
解
消
権

(
rig

h
t

to
re

scin
d)

を
区
別
す
る
も
の
の
、
判
例
に
よ
っ
て
は
、
拒
絶
権
は
解
消
権
の
特
別
な
形
に
す
ぎ
な
い
と
述
べ
る
も
の
も
あ
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る
。
ア
メ
リ
カ
で
も
Ｕ
Ｃ
Ｃ
は

(

�
ａ)

、
解
消(

te
rm

in
atio

n)

、
解
除(

can
ce

llatio
n)

、
拒
絶(

re
je

ctio
n)

、
受
領
の
撤
回(

re
v

o
catio

n

o
f

acce
p

tan
ce)

の
用
語
の
区
別
を
す
る
が
、
そ
の
目
的
は
あ
い
ま
い
な
「
解
消(

re
scissio

n)

」
の
用
語
を
回
避
す
る
た
め
だ
と

さ
れ
る
が
、
裁
判
で
は
な
お
慣
例
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
区
別
は
あ
ま
り
効
果
は
な
い
が
、
他
方
、
裁
判
所

で
は
一
部
の
不
履
行
の
場
合
に
解
消
を
許
す
こ
と
を
躊
躇
す
る
傾
向
が
増
え
て
お
り
、
②
③
の
二
つ
よ
り
最
初
①
の
方
法
が
好
ま
れ

て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
区
別
は
単
に
程
度
の
問
題
と
し
て
だ
け
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
第
一
の
方
法
が
好
ま
れ
て
も
、
不
当

な
利
得
を
認
め
な
か
っ
た
り
、
取
引
リ
ス
ク
の
再
分
配
を
許
さ
な
い
こ
と
な
ど
、
他
の
手
段
に
よ
っ
て
バ
ラ
ン
ス
は
図
ら
れ
う
る
と

さ
れ
て
い
る
。

(

�)

ま
た
上
述
の
う
ち
最
も
効
果
的
な
救
済
手
段
の
一
つ
が
、
た
だ
単
に
自
分
の
契
約
の
履
行
を
拒
絶
す
る
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、

そ
れ
は
、
こ
れ
が
一
種
の
自
助
手
段
で
何
ら
法
的
手
続
き
に
頼
る
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
手
段
は
、
時
に
解
除
手
続
き
へ

の
一
ス
テ
ッ
プ
あ
る
い
は
一
部
で
あ
り
え
、
少
な
く
と
も
不
履
行
が
続
く
限
り
、
不
履
行
当
事
者
の
相
手
方
に
履
行
拒
絶
と
い
う
そ

れ
ほ
ど
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
な
い
効
果
を
与
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
救
済
手
段
の
比
較
法
的
な
検
討
は
、
普
通
、
手
に
お
え
な
い
程

の
困
難
さ
を
有
し
、
そ
れ
は
用
語
の
要
素
に
起
因
す
る
と
さ
れ
る
。
ま
ず
、
救
済
手
段
は
契
約
の
様
々
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
へ
の
分
類
に

依
拠
す
る
が
、
コ
モ
ン
ロ
ー
と
大
陸
法
で
は
、
分
類
に
大
き
く
隔
た
っ
た
用
語
を
用
い
て
お
り
、
二
つ
目
に
、
不
履
行
の
分
類
の
要

素
が
あ
る
。
コ
モ
ン
ロ
ー
で
は
、
上
述
の
目
的
の
た
め
に
「co

n
d

itio
n

」
と
い
う
表
現
を
使
う
が
、
非
常
に
多
く
の
意
味
で
使
用
す

る
。
さ
ら
に
、
大
陸
法
で
は
同
時
履
行
の
抗
弁
権
と
解
除
を
厳
格
に
区
別
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
コ
モ
ン
ロ
ー
で
は
そ
れ
が
あ
い
ま

い
に
さ
れ
、
多
く
の
同
じ
ル
ー
ル
が
両
方
の
救
済
手
段
に
使
わ
れ
、
こ
の
点
は
用
語
の
使
い
方
に
も
反
映
し
て
お
り
、
上
述
の
よ
う

に
た
び
た
び
両
方
の
救
済
手
段
を
「re

scissio
n

」
と
し
て
言
及
す
る
。
こ
の
表
現
の
使
用
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
批
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判
さ
れ
て
お
り
、
現
在
減
っ
て
き
て
は
い
る
と
さ
れ
る
。

(

�)

二
、
拒
絶
権

履
行
の
拒
絶(

re
fu

sal
to

p
e

rfo
rm
)

の
救
済
手
段
は
、co

n
d

itio
n

の
発
生
・
履
行
の
観
点
か
ら
分
析
さ
れ
る
が
、
こ
の
用
語
は

「
カ
メ
レ
オ
ン
の
よ
う
な
、
状
況
に
よ
っ
て
意
味
を
変
え
る
用
語
」
と
言
わ
れ
て
き
た
。
即
ち
、
①
将
来
の
一
定
の
不
確
実
な
出
来

事
（
契
約
上
の
義
務
の
効
果
発
生
が
そ
れ
に
依
拠
す
る)

、
②
契
約
上
の
条
項
、
さ
ら
に
③
こ
れ
ら
二
つ
を
融
合
さ
せ
た
特
別
な
条

項
、
す
な
わ
ち
一
つ
の
不
確
実
な
出
来
事

相
手
方
の
な
す
適
合
的
な
履
行

に
当
事
者
の
義
務
を
依
拠
さ
せ
る

意
味
で

使
わ
れ
る
。
な
お
、
大
陸
法
で
も
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
一
一
六
八
条
、
ド
イ
ツ
民
法
典
の
一
五
八
条
に
条
件
の
概
念
が
あ
る
。

(

�)

義
務
を
条
件
づ
け
る
条
項
は
、
明
示
的
あ
る
い
は
黙
示
的
で
あ
り
得
る
が
、
当
事
者
の
義
務
の
内
容
だ
け
で
な
し
に
そ
の
不
履
行

の
結
果
も
決
め
る
。
後
者
の
意
味
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
「
黙
示
的
条
件(

im
p

lie
d

co
n

d
itio

n)

」
の
用
語
が
、
履
行
の
拒
絶

の
救
済
手
段
と
の
関
係
で
使
わ
れ
る
。
契
約
で
は
普
通
「
Ａ
は
Ｂ
の
義
務
が
な
さ
れ
る
前
に
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
は
述

べ
な
い
が
、
Ｂ
は
Ａ
の
不
履
行
を
自
ら
の
履
行
拒
絶
を
正
当
化
す
る
も
の
と
し
て
依
拠
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
Ａ
の
履
行

義
務
を
課
す
条
項
を
、
Ｂ
の
責
任
の
黙
示
的
条
件
と
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
こ
の
表
現
は
主

観
的
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、「
黙
示
的
条
件
」
は
当
事
者
の
意
図
に
関
す
る
推
定
に
基
づ
か
れ
る
べ
き
だ
と
言

わ
れ
、
他
方
、
実
際
は
し
ば
し
ば
客
観
的
に
確
定
さ
れ
る
当
事
者
の
意
思
と
は
無
関
係
に
、
明
示
的
で
な
い
条
件
は
裁
判
所
の
政
策

の
問
題
と
し
て
契
約
に
読
み
込
ま
れ
付
随
さ
せ
ら
れ
た
。「
擬
制
的
条
件(

co
n

stru
ctiv

e
co

n
d

itio
n

s)

」
の
用
語
が
ア
メ
リ
カ
で
流

行
し
だ
し
た
こ
と
に
関
す
る
、
裁
判
所
の
創
造
的
な
役
割
が
強
調
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

(

�)
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当
事
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
履
行
を
示
す
明
示
的
な
条
項
は
、
条
件(

co
n

d
itio

n)

ま
た
は
約
款(

p
ro

m
ise

/co
v
e

n
an

t)

、

ま
た
は
双
方
の
特
性
を
兼
ね
備
え
た
も
の
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
コ
モ
ン
ロ
ー
に
言
う
片
務
契
約
の
場
合
、
被
約
束
者
に
よ
っ
て
履

行
さ
れ
る
べ
き
作
為
・
不
作
為
を
課
す
条
項
は
、
約
束
者
の
義
務
の
条
件
を
述
べ
る
に
す
ぎ
ず
、
規
定
さ
れ
た
履
行
が
な
さ
れ
な
い

と
被
約
束
者
は
損
害
賠
償
責
任
は
な
い
が
、
約
束
者
の
約
束
を
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
る
。
同
様
の
こ
と
が
双
務
契
約

で
も
い
え
る
。
例
え
ば
、
Ａ
が
仕
事
中
に
は
煙
草
を
吸
わ
な
い
と
い
う
約
束
を
し
た
場
合
と
、
Ａ
が
仕
事
を
す
る
約
束
を
し
、
Ｂ
が

そ
れ
に
対
し
て
報
酬
を
支
払
う
が
、
支
払
い
は
仕
事
中
に
煙
草
を
吸
わ
な
か
っ
た
場
合
に
限
る
と
の
約
束
を
し
た
場
合
を
比
較
し
て
、

Ａ
が
煙
草
を
仕
事
中
に
吸
っ
た
場
合
は
、
前
者
は
Ｂ
に
支
払
い
義
務
が
あ
る
一
方
、
後
者
で
は
支
払
義
務
は
な
い
と
の
結
論
を
正
当

化
す
る
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
前
者
の
事
例
の
場
合
に
は
、
煙
草
を
吸
わ
な
い
と
の
条
項
は｢

先
行
条
件(

co
n

d
itio

n
p

re
ce

d
e

n
t)｣

で
は
な
く
、「
独
立
の
約
款(

in
d
e

p
e

n
d
e

n
t

co
v
e

n
an

t)

」
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
後
者
の
条
項
の
履
行
は
明
示

的
条
件
で
は
な
し
に
「
擬
制
的
条
件(

co
n

stru
ctiv

e
co

n
d

itio
n)

」
だ
と
説
明
す
る
。
異
な
る
用
語
を
用
い
る
が
、
双
方
、
禁
煙
条

項
の
不
履
行
の
結
果
が
、
深
刻
な
損
害
を
Ｂ
に
生
じ
さ
せ
る
場
合
に
だ
け
、
Ｂ
の
支
払
い
の
拒
絶
を
正
当
化
す
る
と
い
う
重
要
な
点

に
つ
い
て
は
一
致
す
る
。
大
陸
法
に
は
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
は
な
く
、
た
だ
解
除
に
関
連
し
て
用
い
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
も
っ

と
も
近
い
の
は
、
条
件
関
係
と
双
務
関
係
の
区
別
で
あ
る
が
、
同
時
に
約
款
で
あ
り
先
行
条
件(

co
n

d
itio

n
p

re
ce

d
e

n
t)

で
あ
る

よ
う
な
条
項
の
規
定
は
な
く
、
あ
る
の
は
停
止
条
件(

co
n

tin
g
e

n
t

co
n

d
itio

n)

だ
け
で
あ
る
。

(

�)

ま
た
、
例
え
ば
仕
事
を
し
た
ら
報
酬
を
支
払
う
と
い
う
よ
う
な
「
約
束
的
条
件(

p
ro

m
isso

ry
co

n
d

itio
n)

」
と
天
気
が
晴
れ
た

ら
仕
事
を
す
る
と
い
う
「
偶
発
的
条
件(

co
n

tin
g
e

n
t

co
n

d
itio

n)

」
の
区
別
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
Ａ
の
不
履
行
が
Ｂ
の
履
行
拒

絶
を
正
当
化
す
る
時
は
、
常
に
約
束
的
条
件
を
言
う
の
が
一
般
的
で
、
実
際
す
べ
て
の
「
擬
制
的
条
件(

co
n

stru
ctiv

e
co

n
d

itio
n)

」

法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)
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は
「
約
束
的
先
行
条
件(

p
ro

m
isso

ry
co

n
d

itio
n

s
p

re
ce

d
e

n
t)

」
と
言
い
う
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
現
在
、
先
行
条
件
は
履
行
の
順

番
の
問
題
に
限
定
し
て
使
わ
れ
る
も
の
の
、
履
行
に
瑕
疵
が
あ
る
場
合
に
は
「
条
件
」
は
約
束
的
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
一
方
当
事

者
の
不
履
行
が
相
手
方
の
履
行
拒
絶
を
正
当
化
す
る
の
は
、
不
履
行
が
十
分
深
刻
な
場
合
で
あ
る
と
の
一
般
ル
ー
ル
が
あ
る
が
、
こ

れ
は
ア
メ
リ
カ
の
「
実
質
的
違
反
」(

後
述
参
照
）
が
相
手
方
の
履
行
拒
絶
を
正
当
化
す
る
と
の
「
擬
制
的
条
件
」
法
理
の
も
と
で

の
ル
ー
ル
に
匹
敵
し
う
る
。
な
お
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
２
ｄ
に
よ
る
と
、
一
方
当
事
者
が
予
期
し
た
履
行
を
受
領
で
き
な
い
と
き
、

訴
訟
よ
り
む
し
ろ
履
行
を
求
め
て
交
渉
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
可
能
な
限
り
不
履
行
の
相
手
方
に
は
自
ら
の
義
務
を
留

保
し

(
th

e
rig

h
t

to
su

sp
e

n
d

h
is

o
w

n
p

e
rfo

rm
an

ce)

、
最
終
的
に
は
拒
絶
す
る
権
利
を
与
え
る
こ
と
が
よ
り
公
平
に
適
う
と
さ

れ
、
二
三
七
条
・
二
三
八
条
の
も
と
で
相
手
方
の
履
行

(

な
い
し
そ
の
提
供)

を
被
害
当
事
者
の
契
約
上
の
残
り
の
義
務
の

｢

条

件｣

と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
二
三
七
条
で
は
先
履
行
の
当
事
者
の
実
質
的
不
履
行
の
な
い
こ
と
が
各
当
事
者
の
残
り
の

義
務
の
条
件
と
な
る
と
定
め
ら
れ
、
実
質
的
不
履
行
を
条
件
の
不
発
生
と
し
て
交
換
の
観
点
か
ら
相
手
方
の
義
務
が
履
行
期
に
な
る

の
を
一
時
的
に
妨
げ
、
履
行
が
な
さ
れ
う
る
相
当
の
期
間
追
完
さ
れ
な
け
れ
ば

(

条
件
が
も
は
や
起
こ
ら
な
い
と)

義
務
か
ら
解

放
す
る
。
こ
の
種
の
条
件
の
発
生
は
、
当
事
者
の
合
意
の
結
果
と
し
て
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
公
平
の
観
念(

a
se

n
ce

o
f

fairn
e

ss)

か
ら
必
要
と
さ
れ
る

(

擬
制
的
条
件)

と
説
明
さ
れ
る
。

(

�)
な
お
こ
の
ル
ー
ル
に
は
様
々
な
例
外
が
存
在
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
法
で
は
、

「
条
件(

co
n

d
itio

n)

」
の
用
語
は
、(

混
乱
さ
せ
る
が
）
こ
の
種
の
条
件
を
述
べ
る
の
に
使
わ
れ
、w

arran
ty

の
表
現

(

損
害
賠
償

だ
け
で
、
拒
絶
権
を
正
当
化
し
な
い
）
と
対
比
さ
れ
る
。co

n
d

itio
n

の
条
項
の
厳
格
な
履
行
が
、
同
時
に
相
手
方
当
事
者
の
責
任

に
対
す
る
「
先
行
条
件
」
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
の
で
、
条
項
自
体
が

(
用
語
の
変
遷
に
よ
っ
て
）｢

co
n

d
itio

n

」
と
し
て
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
こ
の
用
語
が
イ
ギ
リ
ス
動
産
売
買
法
に
規
定
さ
れ
、
こ
のco

n
d

itio
n

/w
arran

ty

の
二
分
法(

の
ち
にin

te
m

e
d

iate
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te
rm

s

が
加
わ
る)

が
コ
モ
ン
ロ
ー
も
し
く
は
法
律
に
よ
っ
て
そ
れ
以
外
の
契
約
に
も
適
用
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に

w
arran

ty

が

ア
メ
リ
カ
統
一
売
買
法
で

｢
im

p
lie

d
w

arratie
s

」
と
し
て
、co

n
d

itio
n

の
意
味
で
用
い
ら
れ
、
こ
の
違
反
の
救
済
手
段
は
損
害
賠

償
に
は
限
ら
れ
ず
、
ま
た
Ｕ
Ｃ
Ｃ
の
い
わ
ゆ
る
完
全
履
行
原
則(

p
e

rfe
ct

te
n

d
e

r
ru

le)

の
も
と
で
、
そ
れ
は
拒
絶
権
を
正
当
化
す

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
大
陸
法
は｢

co
n

d
itio

n

」
を
約
束
的
な
意
味
で
は
用
い
ず
、
Ａ
の
仕
事
を
す
る
義
務
は
Ｂ
の
報
酬
支
払
義
務

の
「
先
行
条
件
」
で
あ
る
と
は
言
わ
ず
、
単
に
Ａ
の
義
務
は
先
行
し
て
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
。
同
様
に
、
コ
モ
ン
ロ

ー
で
は
引
渡
と
支
払
い
は
「
同
時
条
件
」
も
し
く
は
お
互
い
「
条
件
」
で
あ
る
と
表
現
す
る
が
、
大
陸
法
で
は
単
に
履
行
は
同
時

に
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
表
現
す
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
に
つ
き
、
コ
モ
ン
ロ
ー
の
偶
発
的
条
件
と
約
束
的
条
件
の
両
方
に
、co

n
-

d
itio

n

の
言
葉
を
用
い
る
こ
と
は
混
乱
を
も
た
ら
し
、
明
確
性
の
た
め
に
約
束
的
条
件
の
概
念
は
放
棄
さ
れ
う
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

る
と
言
及
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

（
２
）｢

重
大
な
契
約
違
反
」
要
件
の
内
容

一
、
重
大
な
契
約
違
反

最
も
重
要
な
一
つ
の
原
則
は
、
解
除
権
は
不
履
行
が
深
刻
さ
の
最
小
限
に
至
っ
た
と
き
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
だ
と
言
わ
れ
る
が
、

こ
の
原
則
は
す
べ
て
の
法
シ
ス
テ
ム
で
様
々
な
形
で
存
在
し
、
普
通
、
非
常
に
曖
昧
な
一
般
的
な
用
語
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
分
析

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
必
要
と
さ
れ
る
デ
リ
ケ
ー
ト
な
利
益
衡
量
は
、
裁
判
所
の
際
立
っ
た
裁
量
問
題
で
あ
り
、
固
定
ル
ー
ル
で
予

め
定
め
ら
れ
う
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
不
明
確
性
の
源
と
な
り
、
当
事
者
に
解
除
権
を
生
じ
さ
せ
る
か
否
か
を
予
想
す
る
こ
と

を
困
難
に
す
る
と
言
わ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
一
連
の
ケ
ー
ス
が
こ
の
危
険
を
認
識
し
て
、
商
事
に
お
け
る
確
実
性
の
重
要
性
を
強
調
し

法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)

解
除
に
お
け
る
「
重
大
な
契
約
違
反
」
と｢

付
加
期
間
設
定
」
要
件
の
関
係

205

二
〇
五

Ⅰ



て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
曖
昧
で
開
か
れ
た
構
造
の
原
則
は
深
刻
な
不
正
義
を
不
履
行
者
に
も
た
ら
す
危
険
を
有
し
、
裁
判
所
の
裁
量

を
導
く
原
則
を
一
般
的
に
決
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

(

�)

こ
の
原
則
に
対
し
て
、
不
履
行
が
深
刻
な
程
度
で
な
い
に
も
拘

わ
ら
ず
解
除
が
認
め
ら
れ
る
例
外
が
あ
る
と
さ
れ
、
①
契
約
自
由
の
原
則
に
基
づ
く
場
合
（
明
示
的
に
、
あ
る
不
履
行
が
当
事
者
に

解
除
権
を
与
え
る
と
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
目
的
は
深
刻
さ
の
困
難
な
証
明
の
軽
減)

、
②
商
事
に
関
し
て
確
実
性
の
必
要
に
基

づ
く
場
合
、
③
不
履
行
当
事
者
の
態
様
に
基
づ
く
場
合
で
あ
る
。
し
か
し
①
の
場
合
で
も
明
ら
か
に
不
履
行
者
が
困
難
に
陥
る
と
き

に
は
、
そ
れ
を
軽
減
す
る
た
め
か
か
る
条
項
に
関
し
て
、
条
項
適
用
の
厳
格
な
解
釈
・
信
義
則
に
よ
る
条
項
の
効
力
の
制
限
・
債
権

者
に
不
履
行
の
治
癒
を
求
め
解
除
す
る
旨
の
通
知
を
要
求
す
る
。

(

�)

従
っ
て
イ
ギ
リ
ス
法
で
は
、
解
除
権
は
違
反
の
結
果
よ
り
む
し
ろ
、
違
反
さ
れ
た
条
項
の
性
質
に
依
拠
す
る
と
さ
れ
る
が
、「
中

間
条
項(

in
te

rm
id

e
ate

stip
u

latio
n)
」
違
反
の
テ
ス
ト
は
、C

IS
G

A
rt.2

5

の
「
重
大
な
契
約
違
反
」
の
定
義
と
類
似
す
る(

H
o

n
g

K
o

n
g

F
ir

S
h

ip
p

in
g

C
o
.

L
td

.
v
.

K
aw

asak
i

K
ise

n
K

aish
a

L
td

.[
1

9
6

2]
2

Q
B

2
6
(

C
A
)

事
件
、
不
履
行
の
結
果
が
債
権
者
か
ら

契
約
を
締
結
し
た
実
質
を
奪
う
場
合
に
解
除
が
認
め
ら
れ
る
）
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
テ
ス
ト
を
必
要
と
し
な
い
効
果
を
持
つ｢

条

件(
co

n
d

itio
n)

」
の
違
反
を
除
い
た
残
り
の
部
分
の
テ
ス
ト
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
満
足
し
が
た
い
も
の
と
評
価
さ
れ
、
買

主
の
履
行
請
求
権
や
売
主
の
追
完
権
の
行
使
に
も
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
の
定
義
の
方
が
、
よ
り
一
般
的
な
概
念

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

先
に
述
べ
た
よ
う
な
契
約
条
項
の
分
類
は
、
一
定
の
条
項
違
反
の
結
果
が
、
他
の
条
項
の
不
履
行
よ
り
も
深
刻
で
あ
ろ
う
と
い
う

仮
定
に
基
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
分
類
が
硬
直
性
の
要
素
を
導
入
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ず
、
個
々
の
場
合
に
お
い
て
不
履
行
の

結
果
か
ら
注
意
を
逸
ら
し
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
最
も
明
白
な
例
が
、
イ
ギ
リ
ス
の

co
n

d
itio

n
s

と

w
arran

tie
s

の

法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)
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区
別
で
あ
る
。
動
産
売
買
契
約
や
、
商
品
の
供
給
の
た
め
の
他
の
契
約
に
関
連
し
て
導
入
さ
れ
て
い
る
。
区
別
の
基
礎
は
、
不
履
行

が
解
除
権
を
生
じ
さ
せ
る
ほ
ど
「
本
質
」
的
か
ど
う
か
の
原
則
で
あ
る
が
、
た
と
え
違
反
に
よ
っ
て
何
ら
損
害
を
与
え
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
条
項
は
条
件
と
な
り
う
る
。
そ
の
理
由
は
、
条
件
か
ど
う
か
は
解
釈
の
一
つ
で
あ
り
、
当
事
者
に
契
約
中
に
明
示
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
条
件
に
す
る
か
ど
う
か
が
開
か
れ
て
お
り
、
ま
た
あ
る
種
の
契
約
で
は
、
立
法
ま
た
は
判
例
に
よ
っ
て
条
件
と
分
類
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
条
件
に
こ
の
よ
う
な
効
果
を
与
え
る
正
当
化
の
根
拠
は
、
一
つ
は
取
引
上
の
便
宜
で
あ
る
。
転
売
し
サ
ブ

バ
イ
ヤ
ー
か
ら
解
除
の
主
張
が
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
仮
定
的
な
困
難(

h
ard

sh
ip)

は
実
際
に
は
な
い

か
も
し
れ
ず
、
相
場
の
変
動
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
過
度
に
テ
ク
ニ
カ
ル
だ
と
批
判
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
状

況
の
中
で
裁
判
所
は
、
上
述
の
い
わ
ゆ
る
中
間
条
項
の
第
三
の
範
疇(

重
大
な
結
果
が
生
じ
た
と
き
の
み
解
除
の
効
果
が
発
生
す
る
）

を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
濫
用
を
回
避
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
範
疇
に
よ
っ
て
、
正
義
が
促
進
さ
れ
る
反
面
、
確
実
性
を
代
償

に
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
確
実
性
に
第
一
の
重
要
性
を
お
く
、
と
り
わ
け
商
事
契
約
に
お
け
る
履
行
期
に
関
し
て
は
、
裁
判

所
は
条
件
と
分
類
し
続
け
た
と
さ
れ
る
。

(

�)

な
お
イ
ギ
リ
ス
に
は
、co

n
d

itio
n

と
免
責
条
項
の
解
釈
に
関
連
す
る

fu
n

d
am

e
n

tal

te
rm

s

の
間
に
さ
ら
な
る
区
別
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
こ
の
分
類
の
厳
密

な
対
応
物
は
な
く
、w

arran
ty

が
一
般
に

co
n

d
itio

n

の
意
味
で
用
い
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
は

w
arran

tie
s

と

co
v
e

n
an

ts

の
区
別

が
、
イ
ギ
リ
ス
のco

n
d

itio
n

s

とin
te

rm
e

d
iate

te
rm

s

（w
arran

tie
s

と
言
う
よ
り
）
の
区
別
に
対
応
す
る
と
さ
れ
る
。

(

�)

こ
の
よ
う
に
条
件(

co
n

d
itio

n)

や
基
本
条
項
（fu

n
d

am
e

n
ral

te
rm
)

の
違
反
に
よ
る
解
除
権
は
、
少
な
く
と
も
部
分
的
に
は
、

仮
定
的
困
難(

h
y

p
o

th
e

tical
h

ard
sh

ip)

の
議
論
を
基
礎
と
す
る
が
、
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
法
の
動
産
売
買
契
約
に
お
け
る
量
的
瑕
疵

（
ど
の
よ
う
な
量
的
瑕
疵
も
解
除
を
正
当
化
す
る
と
さ
れ
る
）
に
は
言
え
な
い
と
さ
れ
る

(

但
し
不
動
産
売
買
に
は
適
用
は
な
い)

。
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こ
の
よ
う
な
動
産
売
買
に
お
け
る
量
的
瑕
疵
と
質
的
瑕
疵
の
区
別
は
、co

n
d

itio
n

s

と

w
arran

tie
s

の
区
別
と
同
様
、
原
則
的
に
支

持
さ
れ
得
ず
、
こ
れ
ら
の
区
別
は
解
除
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
不
履
行
が
重
大
で
あ
る
べ
き
と
の
基
本
原
則
を
見
失
う
傾
向
に
あ

る
と
さ
れ
る
。

(

�)

Ｕ
Ｃ
Ｃ
は
こ
の
区
別
を
採
用
せ
ず(

�
2

�60
1)

、
い
わ
ゆ
る
完
全
履
行
原
則
（p

e
rfe

ct
te

n
d
e

r
ru

le)

に
よ
っ
て
ど

の
よ
う
な
契
約
不
適
合
も
解
除
権
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
実
際
は
本
条
と
と
も
に
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
連
の
他

の
規
定
に
よ
っ
て
重
大
性
の
要
件
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
買
主
が
一
旦
商
品
を
「
受
領

(
acce

p
t)

」
し
た
ら
不
適
合
が

「
実
質
的
に(

su
b

stan
tially)

」
価
値
を
損
な
う
場
合
に
だ
け
解
除

(｢

受
領
の
撤
回
」re

v
o

k
e

h
is

acce
p

tan
ce)

が
認
め
ら
れ
る

(
�

2

�60
8
(

1))

。

(

�)

本
条
は
、
買
主
の
契
約
価
値
だ
け
を
問
題
に
し
て
お
り
、
売
主
の
契
約
価
値
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。「
実
質
的

侵
害(

su
b

statial
im

p
airm

e
n

t)
」
は
、�

2

�

6
1

0
(

不
安
の
抗
弁
権

an
ticip

ato
ry

b
re

ach)

で
も
重
要
で

(

こ
こ
で
は
双
方
の
価
値

に
言
及
す
る)

、�
2

�

6
1

2
(

逓
次
供
給
契
約

in
stallm

e
n

t
co

n
tracts

と
違
反
）
で
は
と
り
わ
け
�
項
で
契
約
全
体
に
か
か
わ
る
場
合

の
定
義
と
類
似
す
る
。
こ
の
点
、｢

重
大
な
契
約
違
反｣

の
概
念
は

U
C

C
A

rticle
II

の
様
々
な
規
定
に
使
わ
れ
て
い
る
「
実
質
的

侵
害(

su
b

statial
im

p
airm

e
n

st)

」
に
非
常
に
似
て
い
る
が
、
履
行
を
中
断
す
る
権
利
が
与
え
ら
れ
る
要
件
な
の
で
、
解
除
を
導
く

条
約
の
規
準
よ
り
も
程
度
の
少
な
い
も
の
と
分
析
す
る
も
の
も
あ
る
。

(

�)

実
際
は
、
裁
判
所
は
「
実
質
的
侵
害(

su
b

stan
tial

im
p

air

m
e

n
t)

」
の
場
合
に
解
除
権
を
制
限
す
る
た
め
に
、
む
し
ろ
買
主
が
「
受
領
し
た
」
と
進
ん
で
判
決
す
る
よ
う
で
あ
る(

自
分
で
車

を
運
転
し
て
帰
っ
た
買
主
は
、
簡
単
に
治
癒
可
能
な
瑕
疵
の
た
め
に
車
の
受
領
を
撤
回
す
る
権
利
は
な
い
と
さ
れ
る)

。
さ
ら
に
売

主
が
不
適
合
を
治
癒
で
き
、
そ
の
旨
の
適
切
な
通
知
を
す
る
と
き
に
は
、
解
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い(�

2

�

5
0

8
(

1))
(

�)

。
ま
た�

2

�

6
0

9
(

1)

で
は
両
当
事
者
の
期
待
に
言
及
し
「
売
買
契
約
は
、
相
手
方
当
事
者
の
履
行
を
受
領
す
る
期
待
は
損
わ
な
い
、
と
い
う
義

務
を
課
す
」
と
規
定
す
る
。
売
主
の
救
済
手
段
を
一
般
的
に
規
定
す
る
の
は�

2
�

7
0

3

で
あ
り
、
解
除(

can
ce

l
th

e
co

n
tract

）
が
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�
号
で
、
買
主
が
不
当
に
受
領
を
拒
絶
又
は
撤
回
し
た
り
、
履
行
期
に
支
払
わ
な
い
、
あ
る
い
は
一
部
ま
た
は
全
体
に
関
し
て
履
行

を
拒
絶
す
る
場
合
に
で
き
る
。
買
主
の
救
済
手
段
一
般
に
つ
い
て
の
規
定
は
、�

2

�

7
1

1

に
あ
る
。「
違
反
」
と
い
う
言
葉
は
使
わ
な

い
が
、
売
主
が
引
渡
を
し
な
い
か
履
行
を
拒
絶
し
た
場
合
、
又
は
買
主
が
受
領
を
適
法
に
拒
絶
す
る
か
正
当
に
撤
回
し
た
場
合
の
解

除
権
を
定
め
る
。

二
、
重
大
性
の
判
断

な
お
、
コ
モ
ン
ロ
ー
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
不
履
行
の
重
大
性
の
要
件
の
あ
い
ま
い
な
一
般
的
定
式
か
ら
生
じ
う
る
危
険
や
不
便
を

減
ず
る
た
め
の
試
み
が
、
判
断
に
影
響
す
る
多
く
の
要
素
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
と
述
べ
ら
れ
る
。

(

�)

こ
れ

は
固
定
し
た
ル
ー
ル
の
定
式
化
に
導
く
も
の
で
は
な
し
に
、
事
情(

circu
m

stan
ce

s,
n

o
t

ru
le

s)

と
し
て
述
べ
ら
れ
て
き
た
要
素

(
facto

rs)

で
あ
る
。
①
損
害
賠
償
の
代
替
的
救
済
手
段
と
の
比
較
か
ら
、
損
害
賠
償
で
十
分
な
救
済
で
あ
れ
ば
解
除
は
許
さ
れ
な

い
。
②
解
除
の
結
果
、
不
履
行
の
相
手
方
の
不
当
利
得
に
至
る
場
合
は
、
裁
判
所
は
解
除
を
正
当
化
す
る
ほ
ど
不
履
行
が
深
刻
で
あ

る
と
判
断
す
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
。
③
救
済
手
段
が
不
正
な
動
機
で
追
及
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
き
、
裁
判
所
は
や
は
り
違
反
が

解
除
を
正
当
化
す
る
ほ
ど
重
大
と
判
断
す
る
こ
と
を
躊
躇
す
る
。
④
不
履
行
当
事
者
が
契
約
の
残
り
を
履
行
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
の
不
明
確
性
・
将
来
の
履
行
に
対
す
る
不
確
実
性(

R
e

state
m

e
n

t
2

n
d

は
二
四
一
条
、
二
四
二
条
で
不
履
行
が
実
質
的
か
、
い

つ
被
害
当
事
者
を
残
り
の
義
務
か
ら
解
放
す
る
か
を
定
め
る
が
、
多
く
は
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
・
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
議
論
と
重
な
る
。
二
四
一
条
�

号
で
不
履
行
の
相
手
方
の
利
益
の
喪
失
、
�
号
で
履
行
の
交
換
の
期
待
を
確
保
す
る
手
段
と
し
て
実
質
的
不
履
行
の
場
合
に
履
行
を

留
保
す
る
権
利
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
不
履
行
当
事
者
の
不
履
行
を
治
癒
す
る
可
能
性
の
要
素
を
挙
げ
る)

、
⑤
不
履
行
の
量
的
割
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合
、
⑥
不
履
行
の
態
様
（
不
履
行
の
際
の
不
注
意
は
将
来
の
履
行
に
対
す
る
不
確
実
性
を
増
加
さ
せ
る
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
解

除
す
る
の
に
十
分
な
不
履
行
に
関
連
す
る
要
素
と
し
て
独
立
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
は
網
羅
的
な
分
析
を
拒
み
、
解

除
権
が
依
拠
す
る
利
益
の
衡
量
の
観
点
か
ら
、
説
明
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
こ
の
よ
う
な
説
明
を
敷
衍

で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
特
に
ド
ラ
マ
ッ
テ
ィ
ク
な
ケ
ー
ス
で
裁
判
所
に
「
重
大
」
と
印
象
づ
け
た
、
ア
メ
リ

カ
の
病
院
な
ど
の
公
的
機
関
へ
の
牛
乳
の
供
給
契
約
に
関
し
て
、
最
初
の
一
四
日
の
う
ち
三
日
に
ミ
ル
ク
の
中
に
ハ
エ
の
死
骸
な
ど

が
混
入
し
て
い
た
事
例
、
イ
ギ
リ
ス
の
九
か
月
に
わ
た
る
広
告
契
約
に
お
い
て
、
一
度
の
広
告
で
多
く
の
聴
衆
に
深
刻
な
程
度
に
不

快
感
を
与
え
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
が
減
少
す
る
傾
向
に
陥
っ
た
例
を
挙
げ
る
。
解
除
を
認
め
た
裁
判
所
の
直
観
的
な
判
断
は
正
し

い
が
、
そ
の
判
断
方
法
は
、
危
険

少
な
く
と
も
重
大
性
要
件
の
判
断
に
一
般
的
に
影
響
す
る
要
素
を
分
析
す
る
試
み
に
よ
っ
て

減
少
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
る
が

を
有
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

(

�)

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
動
産
売
買
法
三
一
条
�
項
で
は
、
違
反
が
明

ら
か
に
契
約
の
残
り
の
義
務
を
履
行
し
な
い
意
思
を
示
す
と
き
に
は
、
故
意
で
な
く
と
も
履
行
期
前
の
履
行
拒
絶
と
な
り
う
る
。

（
３
）
通
知
に
よ
る
解
除
シ
ス
テ
ム

一
、「
契
約
解
除
の
た
め
の
期
間
設
定
」
と
「
追
完
の
た
め
の
不
履
行
の
通
知
」

基
本
的
に
英
米
法
で
は
、
解
除
す
る
た
め
に
は
何
ら
形
式

裁
判
やN

ach
frist

は
必
要
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、
相
手
方
に
対

す
る
意
思
表
示
だ
け
で
解
除
し
う
る
。
さ
ら
に
、
特
定
時
期
ま
で
に
履
行
す
る
こ
と
を
求
め
る
通
知
に
応
じ
な
い
こ
と
は
、
契
約
拒

絶
の
意
思
が
あ
る
と
の
証
拠
に
は
な
り
、
そ
の
限
り
で
解
除
を
正
当
化
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
歴
史
的
な
理

由
か
ら
遅
延
に
対
す
る
特
別
な
扱
い
が
、
土
地
の
権
利
売
買(

sale
o

f
in

te
re

st
o

f
lan

d)

に
も
と
も
と
は
適
用
さ
れ
た
履
行
時
期
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に
関
す
る
条
項
（
本
質
的
か
否
か

g
o

to
th

e
e

sse
n

ce)

に
関
し
て
な
さ
れ
て
い
る
。
本
質
的
か
否
か
は
契
約
条
項
や
契
約
目
的
物

の
性
質
に
よ
る
が
、
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
支
払
時
期
や
不
動
産
売
買
の
履
行
期
の
条
項
は
本
質
的
で
は
な
く
、
動
産
売
買
は
本

質
的
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
不
動
産
売
買
な
ど
本
質
的
で
な
い
場
合
も
、
履
行
の
た
め
の
相
当
な
期
間
を
設
定
す
れ
ば
相
手
方
へ
の

一
定
の
時
期
ま
で
の
履
行
を
求
め
る
通
知
に
よ
っ
て
、
後
の
期
日
の
履
行
そ
れ
自
体
を
当
事
者
の
義
務
の
条
件
、
す
な
わ
ち
遡
及
的

に
「
期
限
を
本
質
的
な
も
の
」
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。

(

�)

フ
ァ
ー
ン
ズ
ワ
ー
ス
に
よ
る
と
、
広
義
の
い
わ
ゆ
る

｢

自
助

(
se

lf-h
e

lp)｣

に
は
、
契
約
の
継
続
履
行
を
期
待
し
て
な
さ
れ
る

｢

履
行
関
連(

p
e

rfo
rm

an
ce

-re
late

d)｣

の
段
階

(

例
、
履
行
中

断)

と
、
紛
争
の
解
決
を
期
待
し
て
な
さ
れ
る

｢

紛
争
関
連(

d
isp

u
te

-re
late

d)｣

の
段
階

(

例
、
契
約
解
除)

が
あ
る
。
前
者
の

理
論
的
根
拠
は
擬
制
的
交
換
条
件
の
考
え
方
を
前
提
に
し
、
契
約
で
定
め
ら
れ
た
順
番
で
相
手
方
が
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
を
被
害

当
事
者
の
履
行
の
擬
制
的
条
件
と
す
る
こ
と
に
あ
る
と
す
る
が
、N

ach
frist

は
履
行
関
連
の
自
助
手
段
で
は
あ
る
も
の
の
そ
の
例

外
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
な
お
中
断
し
た
被
不
履
行
当
事
者
が
い
つ
解
除
で
き
る
か
は
、
履
行
期
が
本
質
的
か
否
か
に
よ
る
が
、
こ

こ
で

N
ach

frist

の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。
相
当
期
間
を
履
行
の
た
め
に
設
定
し
た
時
、
そ
の
間
履
行
の
中
断
が
で
き
期
間
経
過
後

解
除
で
き
る

N
ach

frist

は
、
遅
延
が
解
除
を
正
当
化
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
不
確
実
性
を
除
去
し
相
手
方
に
不
履
行
が
請
求
さ

れ
る
こ
と
を
気
づ
か
せ
る
利
点
を
有
す
る
。
コ
モ
ン
ロ
ー
に
は
か
か
る
概
念
は
な
い
が
、
遅
延
の
場
合
に
通
知
に
よ
っ
て
最
終
期
限

を
有
効
に
設
定
で
き
る
判
例
を
指
摘
す
る

(

�
ａ)

(｢

契
約
に
よ
っ
て
期
限
を
定
め
て
い
な
く
て
も
相
当
期
間
が
経
過
し
た
ら
義
務
か
ら
の

解
放
を
求
め
る
通
知
に
よ
っ
て
、
時
を
本
質
的
な
も
の
に
で
き
る
。｣)
な
お
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に
解
除
の
要
件
の
機
能
を

有
す
る

N
ach

frist

は
、
後
者
の

｢

自
助｣

に
も
関
わ
り
、
完
全
に
擬
制
的
条
件
の
例
外
に
も
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

一
方
当
事
者
だ
け
で
契
約
条
項
を

｢

条
件｣

に
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
設
定
さ
れ
た
期
限
が
相
当
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
履
行
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期
が
本
質
的
で
な
く
て
も
不
合
理
な
遅
延
は
拒
絶(

re
p

u
d

iatio
n)

に
匹
敵
す
る
と
い
う
意
味
で
解
除
を
正
当
化
す
る
と
の
説
明
も

な
さ
れ
て
い
る
。

(

�
ｂ)

な
お
こ
の
準
則
の
射
程
に
関
し
て
は
疑
問
が
残
る
と
さ
れ
、
伝
統
的
な
見
解
に
よ
る
と
不
動
産
・
動
産
売
買
な
ど

の
一
定
の
領
域
に
限
ら
れ
る
。
し
か
し
あ
る
ケ
ー
ス(

U
n

ited
S

cien
tific

H
old

in
gs

L
td

v.
B

u
rn

ley
B

orou
gh

C
ou

n
cil[

1
9

7
8]

A
.

C
.

9
0

4
;

B
u

n
ge

C
orp

.
v.

T
ra

d
a

x
S

A
[

1
9

8
1]

1
W

.
L

.
R

.
7

7
1)

で
、
合
理
的
な
通
知
を
不
履
行
当
事
者
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

期
限
を
本
質
的
な
も
の
と
で
き
る
こ
と
を
一
般
ル
ー
ル
と
し
て
述
べ
る
引
用
を
承
認
す
る
と
指
摘
さ
れ
、
こ
れ
は

P
E

C
L

8
:

1
0

6

(
3)

の
構
想
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ
だ
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

期
限
徒
過
す
る
と
不
履
行
の
相
手
方
に
は
履
行
を
求
め
る
か
解
除
す

る
か
の
選
択
権
が
与
え
ら
れ
る
が
、
一
旦
か
か
る
通
知
が
な
さ
れ
た
ら
期
間
ま
で
に
ど
ち
ら
か
ら
の
履
行
も
な
け
れ
ば
、
不
履
行
当

事
者
か
ら
も
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
英
米
法
は
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
ほ
ど
債
務
者
保
護
に
関
心
を
示
さ
ず
、
債

権
者
に
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
便
利
な
救
済
手
段
を
与
え
る
傾
向
が
あ
り
、N

ach
frist

の
よ
う
な
通
知
を
与
え
る
ケ
ー
ス
は
幾
分

例
外
と
し
て
扱
わ
れ
る
と
分
析
す
る
も
の
も
あ
る
。

(

�)

イ
ギ
リ
ス
法
で
は
、
引
渡
時
期
や
引
渡
に
関
連
す
る
義
務
は
、
商
事
取
引
上
、
特
に
国
際
取
引
で
は
「
本
質
的
」
で
あ
る
と
さ
れ
、

「
期
限
を
本
質
的
に
す
る
こ
と(

m
ak

in
g

tim
e

o
f

th
e

e
sse

n
ce)

」
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ

Ｇ
の
規
定
に
は
「
約
束
的
条
件(

p
ro

m
isso

ry
co

n
d

itio
n)

」
が
な
い
の
で
、
当
事
者
が
相
手
方
の
履
行
の
遅
延
に
直
面
し
た
と
き
、

事
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
装
置
が
必
要
に
な
る
。
こ
れ
が

N
ach

frist

の
制
度
と
言
わ
れ
、
履
行
の
た
め
に
付
加
期
間
を
設
定
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
イ
ギ
リ
ス
で
最
も
頻
繁
に
問
題
に
な
る
の
は
、
上
述
の
よ
う
に
不
動
産
売
買
契
約
の
場
合

で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
伝
統
的
な
ル
ー
ル
は
、
履
行
期
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
と
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
分
け
、
前
者
は
、

相
手
方
が
履
行
の
た
め
の
合
理
的
な
期
間
を
設
定
す
る
通
知
が
な
さ
れ
る
前
に
も
、
不
合
理
な
遅
延
で
あ
れ
ば
責
任
を
お
わ
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
遅
延
者
に
二
重
に
遅
延
を
算
入
さ
れ
る
点
が
批
判
さ
れ
て
い
る
が
、
も
し
履
行
期
が
定
め
ら
れ
て
い
れ
ば
、

不
履
行
後
直
ち
に
履
行
を
求
め
る
通
知
は
な
さ
れ
う
る
。「
期
限
を
本
質
的
な
も
の
に
す
る
通
知
」
の
効
力
は
、
前
述
の
よ
う
に
期

日
ま
で
の
履
行
を
「
条
件(

co
n

d
itio

n)

」
に
す
る
と
い
う
こ
と
だ
と

D
ip

lo
ck

卿
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
す

る
適
切
な
反
論
は
、
期
限
を
本
質
的
な
も
の
と
す
る
通
知
は
何
ら
契
約
の
基
礎
を
変
更
し
え
な
い
、
す
な
わ
ち
通
知
に
よ
っ
て
期
限

は
も
と
も
と
合
意
さ
れ
た
も
の
よ
り
重
要
な
も
の
と
は
な
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。S

im
o

n

卿
は
、
期
限
を
本
質
的
に
す
る
通
知
は
、

受
約
者
が
い
つ
ま
で
に
契
約
上
の
義
務
が
履
行
さ
れ
る
の
が
合
理
的
と
現
在
考
え
て
い
る
か
の
証
拠
と
な
る
と
指
摘
さ
れ
る
。

(

�)

な
お
、
時
計
は
逆
に
は
戻
せ
な
い
の
で
、
遅
延
が
治
癒
さ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
遅
延
が
既
に
重
大
な
契
約
違
反
と

な
っ
て
い
る
と
、
そ
れ
に
対
し
て
売
主
が
元
に
戻
す
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
が
、

買
主
が
期
限
を
本
質
的
な
も
の
と
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
売
主
が
そ
の
間
に
履
行
し
な
か
っ
た
場
合
に
も
言
え
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
は

引
渡
期
限
を
越
え
て
な
さ
れ
た
売
主
の
追
完
に
も
関
連
す
る
。C

IS
G

A
rt.

4
8

は
、
売
主
に
不
合
理
な
遅
滞
を
生
じ
な
い
範
囲
で
の

追
完
を
要
求
す
る
が
、
売
主
の
追
完
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
遅
れ
が
重
大
な
契
約
違
反
と
な
る
ほ
ど
深
刻
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
問
題
と
な
る
が
、
代
案
を
推
測
す
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
と
い
う
理
由
で
、
こ
れ
が
裁
判
所
や
仲
裁
に
お
い
て
方
針
に
な
る

の
は
、
き
わ
め
て
あ
り
う
る
こ
と
だ
と
さ
れ
る
。

(

�)

こ
の
よ
う
に
、N

ach
frist

の
要
件
と
英
米
法
上
明
ら
か
に
比
較
し
う
る
も
の
は
、
上
述
の
履
行
時
期
に
関
す
る
条
項
の
効
果
を

判
断
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
の
他
、
契
約
解
除
の
明
示
的
な
条
項
に
対
し
て
瑕
疵
を
治
癒
す
る
こ
と
に
関
し
て
不
履
行
当
事
者
に
猶
予

を
与
え
る
ル
ー
ル
で
あ
る
。
猶
予
を
与
え
ら
れ
た
不
履
行
当
事
者
は
追
完
す
る
自
由
を
有
し
、
そ
れ
は

N
ach

frist

に
類
似
す
る
通

知
、
即
ち
不
履
行
当
事
者
か
ら
の
申
し
出
に
依
存
す
る
。
こ
れ
は
追
完
義
務
と
は
区
別
さ
れ
、
英
米
法
に
は
そ
の
よ
う
な
義
務
は
存
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在
し
な
い
。
追
完
の
可
能
性
は
、
不
履
行
の
重
大
性
に
影
響
す
る
。

Ｕ
Ｃ
Ｃ
は
、�

2

�50
8

で
追
完
権(

rig
h

t
to

cu
re)

を
定
め
、
ア
メ
リ
カ
に
は
治
癒
の
自
由
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
一
見
し
て
重

大
な
瑕
疵
で
あ
っ
て
も
履
行
の
中
断
だ
け
を
正
当
化
し
、
解
除
権
は
違
反
が
治
癒
で
き
な
い
場
合
に
だ
け
行
使
で
き
る(

R
e

state
-

m
e

n
t

2
n

d
�

2
3

7
C

o
m

m
e

n
t

a.)

。
設
定
さ
れ
た
期
限
の
徒
過
後
で
あ
っ
て
も
、
も
し
履
行
期
が
本
質
的
で
は
な
く
、
遅
延
も
そ
れ
自

体
重
大
な
違
反
と
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
一
般
に
追
完
は
な
お
許
さ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
も
治
癒
の
自
由
の
原
則
は
あ
り
、
瑕
疵
あ

る
提
供
を
し
た
当
事
者
は
、
提
供
が
拒
絶
さ
れ
た
場
合
に
は
第
二
の
提
供
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
治
癒
す
る
権
利
が
与
え
ら
れ
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
契
約
に
適
合
す
れ
ば
、
一
般
ル
ー
ル
と
し
て
受
領
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(

�)

な
お
追
完
の
第
一
の
目
的
も
、
契
約
を
重

大
な
契
約
違
反
に
よ
る
解
除
か
ら
救
い
、
維
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
で
は
三
七
、
四
八
条
で
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ギ

リ
ス
法
に
は
こ
れ
に
ち
ょ
う
ど
匹
敵
す
る
も
の
は
な
い
と
の
指
摘
も
あ
り
、
買
主
が
商
品
を
拒
絶
し
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
を
妨
げ

る
そ
の
よ
う
な
権
利
は
、
判
例
法
で
、
売
主
が
一
定
の
場
合
に
不
適
合
の
提
供
や
履
行
を
是
正
し
う
る
こ
と
が
み
ら
れ
る
の
み
と
さ

れ
る
。
法
律
委
員
会
が
こ
の
点
を
調
査
し
、
鑑
定
意
見
の
中
で
、
追
完
権
は
消
費
者
で
あ
る
買
主
に
対
し
て
売
主
を
有
利
な
立
場
に

置
き
、
商
事
契
約
に
も
不
明
確
性
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
る
と
最
終
報
告
書
で
結
論
付
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

(

�)

ア
メ
リ
カ
法
で
は
、
Ｕ
Ｃ
Ｃ
に
は
付
加
期
間
の
設
定
を
認
め
る
規
定
は
な
い
が
、U

C
C
�

2

�60
9

に
、
履
行
の
た
め
の
十
分
な
保

障
に
関
し
て
、
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
何
ら
か
の
保
障
を
求
め
る
通
知
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
除
権
を
与
え
る
規
定
が
あ
る
。
こ
れ

は
遅
延
だ
け
で
は
な
く
あ
ら
ゆ
る
義
務
の
不
履
行
に
適
用
さ
れ
る
。
ま
た
、�

2

�71
9

で
はU

C
C

A
rt.2

に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
付

加
的
な
い
し
補
完
的
救
済
手
段
を
合
意
す
る
こ
と
は
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
不
確
実
性
を
削
減
す
る
た
め
に
、
当
事
者
は
予
期
で
き

な
い
こ
と
を
避
け
、
通
知
を
し
て
可
能
な
限
り
常
に
交
渉
す
る
べ
き
で
あ
る
。
信
義
則
に
よ
っ
て
、
当
事
者
が
不
履
行
に
対
し
て
請
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求
す
る
際
に
は
、
合
理
的
な
通
知
を
す
る
べ
き
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
。
さ
ら
に
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
と
同
じ
よ
う
に

U
C

C
�

2

�50
8
(

2)

は
、

売
主
に
、
代
品
提
供
す
る
意
思
の
合
理
的
な
通
知
を
必
要
と
す
る
。

ま
た
、
Ｕ
Ｃ
Ｃ
の
も
と
で
は
、
買
主
は
引
渡
の
際
に
商
品
を
拒
絶
す
る
こ
と
も
、
後
に
受
領
を
撤
回
す
る
こ
と
も
で
き
る
。U

C
C

�
2

�

6
0

1

は
、
物
品
が
契
約
に
適
合
し
な
い
と
き
、
買
主
が
商
品
の
拒
絶
が
で
き
る
と
の
基
本
原
則
を
定
め
、
そ
れ
は
引
渡
か
ら
合

理
的
期
間
内
に
拒
絶
の
原
因
で
あ
る
瑕
疵
を
特
定
し
て
、
売
主
に
拒
絶
の
合
理
的
な
通
知
を
す
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
。�

2

�60
2

に
よ
る
有
効
な
拒
絶
を
し
な
い
と
、
買
主
は
物
品
を
受
領
し
た
と
み
な
さ
れ
る
。
い
っ
た
ん�

2

�60
6

の
も
と
商
品
を
受
領
す
る
と
、

上
述
の
よ
う
に
買
主
は
不
適
合
が
実
質
的
に
物
品
の
価
値
を
損
な
う
場
合
に
だ
け
受
領
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

�)

こ
の
よ
う
に
コ
モ
ン
ロ
ー
に
は
、
相
手
方
が
履
行
し
な
い
場
合
に
、
自
ら
の
履
行
を
留
保
す
る
権
利(

rig
h

t
to

w
ith

h
o

ld
p

e
rfo

r

m
an

ce)

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
当
該
契
約
条
項
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
場
合
や
、
相
手
方
の
不
履
行
に
よ
り
当
事
者
の
契
約
を
し

た
実
質

(

目
的)

を
奪
う
結
果
と
な
る
場
合
に
認
め
ら
れ
、
解
除
と
同
じ
よ
う
な
規
準
で
判
断
さ
れ
る
。

(

�)

（
３
）
小

括

英
米
法
で
は
、
履
行
の
拒
絶
・
受
領
撤
回
は
解
除
権
へ
の
一
ス
テ
ッ
プ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
厳
密
に
は
区
別
さ
れ
な
い
。
大
陸
法
で
同

時
履
行
の
抗
弁
と
さ
れ
る
も
の
と
解
除
権
と
の
区
別
も
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
解
除
の
要
件
と
し
て
英
米
法
を
モ
デ
ル

に
「
重
大
な
契
約
違
反
」
を
要
件
と
し
て
構
成
す
る
場
合
に
、
問
題
と
な
ら
な
い
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
英
米
法
で
は
、
拒

絶
権
も
解
除
権
も
、co

n
d

itio
n

の
観
点
か
ら
説
明
さ
れ
、
相
手
方
の
履
行
が
黙
示
的
な
条
件
と
な
り
、
一
方
の
履
行
が
な
さ
れ
な

け
れ
ば
、
不
履
行
の
救
済
手
段
の
側
面
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
契
約
の
い
わ
ゆ
る
双
務
関
係
か
ら
認
め
ら
れ
る
一
連
の
効
果
と
し
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て
、
義
務
か
ら
の
解
放
の
要
件
が
構
成
さ
れ
て
い
る

(

従
っ
て
、
一
連
の
効
果
を
連
続
し
て
捉
え
る
こ
と
は
、
な
ぜ
契
約

(

義
務)

か
ら
の
解
放
が
認
め
ら
れ
る
の
か
の
本
質
が
見
え
て
く
る
利
点
を
有
す)

。
も
っ
と
も
、
終
局
的
な
解
放
を
意
味
す
る
か
、
中
断
か

は
効
果
と
し
て
は
異
な
り
、
こ
の
点
は
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
段
階
的
な
程
度
の
問
題
と
し
て
、
本
質
的
に
は
同
じ
考
慮
で

構
成
す
る
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。

解
除
の
要
件
と
し
て
、
不
履
行
の
重
大
性
を
要
求
す
る
こ
と
は

ア
メ
リ
カ
法
で
は
「
実
質
的(

m
ate

rial)

」
と
い
う
言
葉
を

用
い
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
「
本
質
的(

e
sse

n
tial)

」
と
い
う
用
語
を
用
い
る
が
、
履
行
の
実
質
的
部
分
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
、
契
約

の
本
質
に
か
か
わ
る
履
行
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
を
示
す

、
英
米
法
で
も
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
が
、
そ

の
不
明
確
性
に
は
問
題
が
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
お
り
、
何
が
解
除
を
正
当
化
す
る
ほ
ど
の
重
大
性
に
あ
た
る
か
を
様
々
な
フ
ァ

ク
タ
ー
を
抽
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
原
則
の
例
外
を
、
当
事
者
の
合
意

(

契
約
で
解
除
の
条
件
を
定
め

る)

・
商
事
取
引
に
お
け
る
確
実
性

(

条
項
を
条
件
と
裁
判
所
は
認
定)

・
債
務
者
の
行
為
態
様
の
観
点
か
ら
認
め
る
が
、
イ
ギ
リ
ス

で
は
、
取
引
上
の
便
宜
や
確
実
性
か
ら
、
解
除
は
違
反
さ
れ
た
条
項
の
性
質(

co
n

d
itio

n

）
に
依
拠
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
Ｕ
Ｃ
Ｃ
で

は
、
商
品
を
受
領
す
る
ま
で
は
完
全
履
行
原
則
を
採
用
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
受
領
の
拒
絶
を
認
め
る
が
、
実
際
に
は
商
品
を
一
旦

受
領
す
れ
ば

(

原
状
回
復
が
必
要
に
な
る)

、
受
領
の
撤
回
は
価
値
を
実
質
的
に
損
な
う
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
効
果

は
、
解
除
と
は
厳
密
に
は
区
別
さ
れ
な
い
と
言
わ
れ
る
も
の
の
、
履
行
を
中
断
す
る
権
利
の
要
件
で
あ
り
、
程
度
が
軽
い
と
分
析
さ

れ
る
一
方
で
、
こ
れ
は
原
状
回
復
の
要
否
か
ら
も
説
明
で
き
、
解
除
が
債
務
者
に
大
き
な
損
失
を
与
え
る
の
は
多
く
は
引
渡
後
で
あ

る
こ
と
か
ら
も
、
受
領
前
後
で
分
類
す
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
英
米
法
に
は

N
ach

frist

の
制
度
は
な
い
が
、
履
行
期
の
条
項
は
、
動
産
売
買
で
は
本
質
的
で
あ
り
、
経
過
後
直
ち
に
解
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除
が
認
め
ら
れ
、
本
質
的
で
な
い
場
合
に
も
、
相
当
な
期
間
を
定
め
た
相
手
方
へ
の
履
行
を
求
め
る
通
知
に
よ
っ
て
「
期
限
を
本
質

的
な
も
の｣

、
つ
ま
り
期
日
ま
で
の
履
行
を
自
ら
の
義
務
の
「
条
件
」
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
、
等
価
交
換
契
約
に
お
い

て
は
あ
る
意
味
、
時
は
常
に
本
質
的
で
あ
り
、
合
意
さ
れ
た
等
価
物
の
反
対
約
束
の
履
行
を
強
制
す
る
に
は
履
行
は
常
に
必
要
で
あ

る
と
言
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

(

�)

牽
連
関
係
に
考
え
方
の
基
礎
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
実
質
的
判
断
は
、
期
間
の
相
当
性
に

求
め
ら
れ
、R

e
state

m
e

n
t

2
d
�

2
4

2

に
よ
る
と
、
不
履
行
の
実
質
性
を
判
断
す
る
フ
ァ
ク
タ
ー

(

相
手
方
の
期
待
利
益
喪
失
の
程

度
が
重
要)

に
加
え
て
遅
延
に
よ
っ
て
相
手
方
が
代
替
手
段
を
妨
げ
る
程
度
、
合
意
の
内
容
の
要
素
が
考
慮
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
よ

う
な
通
知
は
、
い
つ
ま
で
に
履
行
さ
れ
る
の
が
必
要
か
の
証
拠
に
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
英
米
法
で
は
、「
約
束
的

条
件(

p
ro

m
isso

ry
co

n
d

itio
n)

」
に
よ
っ
て
予
め
期
限
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
る
。

な
お
以
上
か
ら
は
、
不
履
行
の
対
応
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
遅
延
と
不
適
合
を
区
別
し
つ
つ
も
、
パ
ラ
レ
ル
に
考
え
る
こ
と
も

で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
。
遅
延
の
た
め
の

N
ach

frist

の
手
続
き
と
パ
ラ
レ
ル
に
、
追
完
の
た
め
に
不
履
行
当
事
者
に
治
癒
の
機
会

が
与
え
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
は
不
履
行
当
事
者
に
追
完
権
が
定
め
ら
れ
、
追
完
が
で
き
る
限
り
、
そ
れ
ぞ
れ
不
履
行
者
に
第
二
の
機

会
な
い
し
治
癒
の
可
能
性
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
の
は
同
じ
で
あ
り
、N

ach
frist

を
設
定
す
る
催
告
、
及
び
追
完
を
求
め
る
通
知

を
し
て
、
期
限
が
徒
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
除
権
が
発
生
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
同
じ
考
慮
に
基
づ
い
て
構
成
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

(

�)

ド
イ
ツ
債
務
法
改
正
の
新
し
い
構
成
は
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

（
Ⅲ)

両
者
を
解
除
要
件
と
し
て
併
記
す
る
制
度

C
IS

G
,

P
E

C
L

,
P

IC
C

,
D

C
F

R

イ
ギ
リ
ス
法
に
範
を
得
た
「
重
大
な
契
約
違
反
」
が
要
件
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
如
何
に
定
義
す
る
か
は
別
と
し
て
、
Ｃ
Ｉ
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Ｓ
Ｇ
の
起
草
過
程
に
お
い
て
も
議
論
の
当
初
か
ら
異
論
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
ド
イ
ツ
法
を
範
と
す
る
「
付
加
期
間
設
定
に
よ
る
解

除
」
も
、
ほ
ぼ
異
論
な
く
解
除
の
要
件
と
し
て
認
め
ら
れ
、
こ
の
法
的
手
段
の
基
本
的
な
有
用
性
は
、
起
草
過
程
に
お
い
て
も
問
題

に
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
予
め
通
知
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
両
当
事
者
間
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
機
会
は
、
国
際
的
に
広
く
支
持
を
受

け
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

(

�)

そ
の
理
由
は
、
重
大
な
契
約
違
反
の
概
念
の
不
確
定
性
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
こ
れ
ら
二
つ
の
解
除
要
件
の
制
度
は
、
本
来
は
別
々
の
制
度
で
、
個
々
に
発
展
を
し
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

(

�)

従

っ
て
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
別
の
制
度
で
あ
り
、
解
除
要
件
と
し
て
一
つ
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
こ
の
別
々
の
制
度
の
要
件
を
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
が
一
つ
の
制
度
に
統
合
さ
せ
大
成
功
を
収
め
た
こ
と
は
上
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

(

�)

こ
の
構
成
は
、
そ
の
後

P
E

C
L

,
P

IC
C

,
D

C
F

R

に
も
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
二
つ
の
制
度
か
ら
の
二
つ
の
要
件
を
、
ど
の

よ
う
に
理
論
的
に
整
合
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
併
存
す
る
シ
ス
テ
ム
の
中
で
の

N
ach

frist

の
機
能
を
明
ら
か
に
し

た
上
で
、
重
大
な
契
約
違
反
と
の
関
係
を
検
討
す
る
。

（
１
）
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
に
お
け
る
二
つ
の
要
件
の
関
係

一
、
通
知
解
除
の
根
拠
と
機
能

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
で
は
、
付
加
期
間
を
設
定
し
て
そ
の
徒
過
に
よ
っ
て
解
除
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
引
渡
の
な
い
場
合
・
支
払
い
の
な
い

場
合
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
旧
ド
イ
ツ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
が
条
文
上

N
ach

frist

に
よ
る
解
除
を
遅
滞
の
場
合
に
限
っ
て
い
た
こ
と
、
ま

た
新
改
正
債
務
法
で
は
明
文
で
遅
滞
の
場
合
だ
け
で
は
な
く
不
適
合
の
場
合
に
も
、N

ach
frist

の
手
続
き
に
よ
る
解
除
が
認
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
と
は
異
な
る
。

(

�)
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ホ
ノ
ル
ド
に
よ
る
と
、
設
定
さ
れ
る
付
加
期
間
の
「
相
当
性(

re
aso

n
ab

le
n

e
ss)

」
に
つ
い
て
、
柔
軟
性
の
あ
る
こ
の
基
準
に
対

し
て
、
選
択
は
何
ら
落
ち
度
の
な
い
不
履
行
の
相
手
方(

th
e

in
n

o
ce

n
t

p
arty)

に
あ
る
と
す
る
。
実
際
、
通
知
解
除
の
手
続
き

(
n

o
tice

-av
o

id
an

ce
p

ro
ce

d
u

re)

が
、
契
約
解
除
権
に
関
す
る
不
明
確
性
を
減
じ
る
と
い
う
目
的
に
仕
え
る
べ
き
限
り
、「
相
当
な
」

期
間
を
設
定
す
る
際
の
不
履
行
の
相
手
方
の
裁
量
が
尊
重
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
、
相
手
方
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た

期
間
が
「
相
当
」
か
否
か
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
支
配
的
な
考
慮
要
素(

d
o

m
in

an
t

co
n

sid
e

rratio
n)

は
、
こ
れ
以
上
遅
れ
る
こ
と

な
く
商
品
の
引
渡
を
受
け
る
「
相
手
方
の
必
要
性
」
で
あ
る
と
す
る
。
他
方
、
期
間
の
徒
過
に
よ
っ
て
解
除
権
が
発
生
す
る
こ
と
に

鑑
み
る
と
、
相
当
性
は
ま
た
、
契
約
は
重
大
で
な
い
理
由
に
よ
っ
て
は
解
除
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
基
本
原
則
に
照
ら
し
て
決

定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

(
�)

さ
ら
に
四
八
条
に
関
し
て
、
不
適
合
が
治
癒
可
能
と
期
待
さ
れ
る
場
合
、
買
主
は
売
主
が
不
適
合
を
治
癒
す
る
か
否
か
に
つ
い
て

の
確
証
を
得
る
ま
で
、
違
反
が
「
重
大
」
で
あ
る
と
結
論
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
る
。
も
し
、
治
癒
の
問
合
せ
に
対
し
て

売
主
か
ら
の
返
事
が

Y
e

s

で
な
け
れ
ば
、
買
主
は
契
約
解
除
を
遅
ら
せ
る
必
要
は
な
い
。
例
え
ば
、
機
械
の
売
買
で
、
買
主
か
ら

「
パ
ー
ツ
Ｘ
の
不
具
合
で
機
械
が
作
動
し
な
い
が
、
修
理
し
て
く
れ
る
か
？

六
月
二
〇
日
ま
で
に
機
械
を
稼
働
さ
せ
ね
ば
な
ら
ず
、

さ
も
な
け
れ
ば
解
除
し
て
他
か
ら
調
達
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
六
月
一
〇
日
ま
で
に
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
到
着
と
修
理
の
予
定
に
つ
い
て

知
ら
せ
て
ほ
し
い
」
旨
の
問
い
合
わ
せ
を
し
た
場
合
、
こ
の
通
知
は
、
当
事
者
間
の
普
通
の
取
引
関
係
を
維
持
す
る
商
的
利
益
に
答

え
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
加
え
て
、
買
主
の
法
的
権
利
を
保
護
す
る
基
礎
に
な
る
と
す
る
。
一
つ
は
三
九
条
の
不
適
合
の
通
知
義
務

を
果
た
し
た
こ
と
に
な
り
、
二
つ
目
に
こ
の
通
知
が
、
合
理
的
な
履
行
の
た
め
の
付
加
期
間
を
設
定
す
る
四
七
条
に
お
け
る

N
ach

frist

通
知
を
構
成
し
、
さ
ら
に
三
つ
目
に
、
買
主
が
不
適
合
物
品
を
所
持
し
て
い
る
と
い
う
、
当
事
者
間
の
関
係
の
こ
の
進
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ん
だ
状
況
に
あ
り
、
買
主
の
売
主
の
治
癒
の
予
定
に
関
す
る
問
合
せ
に
対
し
て
、
売
主
は
速
や
か
な
通
知
を
す
る
「
義
務
」
を
お
う

こ
と
に
な
る
。
な
お
こ
の
義
務
は
、
七
条
二
項
の
法
の
一
般
原
則
（
相
手
方
か
ら
必
要
と
さ
れ
た
情
報
を
提
供
す
べ
き
で
あ
る
と
の
、

た
と
え
ば
一
九
条
二
項
、
二
一
条
二
項
、
二
六
条
、
三
九
条
一
項
に
由
来
す
る
）
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
と
す
る
。
こ
の
仮
定
で
は
、

速
や
か
に
（
六
月
一
〇
日
）
売
主
の
予
定
を
知
ら
せ
る
こ
と
に
対
す
る
要
請
は
、
四
七
条
や
四
九
条
一
項
ｂ
号
の
通
知
解
除
の
規
定

に
よ
っ
て
も
支
持
さ
れ
う
る
と
す
る
。

(

�)

こ
の
よ
う
に
、
売
主
の
義
務
違
反
が
あ
っ
て
、
買
主
か
ら
の

N
ach

frist

と
認
め
ら
れ
る
通

知
に
よ
っ
て
当
該
違
反
の
状
況
、
追
完
の
必
要
性
や
重
要
性
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
追
完
が
求
め
ら
れ
る
と
、
相
手
方
に
新
た
に
返

答
義
務
が
生
じ
、
買
主
か
ら
の
通
知
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
ま
ま
そ
の
期
間
を
徒
過
す
れ
ば
、
債
務
者
に
は
履
行
の
意
思

は
な
い
と
認
め
ら
れ
、
解
除
権
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
場
合
、
も
し
期
間
の
相
当
性
に
つ
い
て
売
主
に
疑
義
が
あ
れ
ば
、
そ
の
相
当
性
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
短
か
す
ぎ
る
な
ど
の

反
論
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
相
当
性
に
つ
い
て
争
い
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
客
観
的
に
双
方
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
し
か
し

上
述
の
よ
う
に
期
間
徒
過
に
よ
っ
て
解
除
権
が
発
生
す
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
不
履
行
の
相
手
方
の
利
益
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
従
っ
て
、
一
方
の
義
務
違
反
に
よ
っ
て
新
し
い
局
面
に
進
ん
だ
と
は
言
っ
て
も
、
追
完
が
可
能
で
期
待
で
き
る
場
合
に
も
、

不
履
行
の
相
手
方
の
利
益
が
優
先
す
る
こ
と
に
な
る
。

(

�)
先
述
の
例
で
、
六
月
二
〇
日
の
期
限
が
ま
さ
に
買
主
の
利
益
を
左
右
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に

N
ach

frist

の
機
能
は
、
不
履
行
当
事
者
の
義
務
違
反
に
よ
っ
て
生
じ
た
不
履
行
に
関
す
る
状
況
が
解
除
権
発
生
に

十
分
か
否
か
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
具
体
的
な
新
た
な
義
務
が
発
生
し
、
設
定
期
限
徒
過
に
よ
っ
て
、
解
除
権
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
だ
け
に
限
ら
ず
、
上
述
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
Ｕ
Ｃ
Ｃ
に
明
示
的
に
は

N
ach

frist

に
匹
敵
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す
る
付
加
期
間
の
設
定
手
続
き
は
な
い
も
の
の
、U

C
C
�

2

�30
9

の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
コ
メ
ン
ト
に

(

�)

は
、
当
事
者
間
の
関
係
に
明
確
性

を
付
与
す
る
か
か
る
通
知
の
利
用
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、N

ach
frist

の
手
続
き
を
持
た
な
い
ア
メ
リ
カ
の
理
解

と
し
て
も
、
予
め
通
知
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
事
者
間
の
関
係
を
明
確
に
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
解
除
に
関
す
る
不
明
確
性
を
減

じ
る
こ
と
に
、
こ
の
制
度
に
対
す
る
高
い
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

(

�)

さ
ら
に
、
こ
れ
に
関
し
て
日
本
で
も
「
い
き
な
り
解

除
し
た
こ
と
を
理
由
に
訴
え
た
と
こ
ろ
追
完
補
修
可
能
と
い
う
こ
と
で
解
除
権
が
否
定
さ
れ
て
も
困
る
か
ら
、
買
主
は
追
完
・
修
補

の
請
求
を
あ
ら
か
じ
め
す
る
の
が
無
難
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
実
質
的
に
は
催
告
を
要
す
る
の
と
同
じ
結
果
に
な
ろ
う
」
と
の
指
摘
が

あ
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
上
述
の
、
当
事
者
間
の
状
況
を
明
確
に
す
る
と
の
相
当
期
間
設
定
の
機
能
を
同
様
に
解
す
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

(

�)

ち
な
み
に
、
上
述
の
よ
う
に
、
ど
の
段
階
か
ら
契
約
の
拘
束
を
解
消
し
て
、
相
手
方
の
契
約
の
存
続
の
利
益
を
後
退
さ
せ
る
こ
と

が
正
当
化
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
、
当
事
者
の
対
抗
す
る
利
益
（
債
権
者
の
あ
ま
り
に
長
い
間
不
確
か
な
契
約
に
拘
束
さ
れ
な
い
利
益

と
、
債
務
者
の
義
務
を
履
行
し
て
反
対
給
付
を
得
る
利
益
）
を
調
整
す
る
仕
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、N

ach
frist

設
定
解
除
の
シ

ス
テ
ム
が
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
重
大
な
契
約
違
反
と
の
関
係
に
は
二
つ
の
道
が
あ
り
、
重
大
な
契
約
違
反
の
と
き
原

則
と
し
て
解
除
を
常
に
認
め
る
立
場(

C
IS

G
,

P
E

C
L

,
P

IC
C

の
立
場
）
に
よ
る
と
、
付
加
期
間
設
定
が
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
違

反
の
重
大
性
に
関
す
る
判
断
が
明
ら
か
に
疑
わ
し
い
た
め
で
あ
り
、
重
大
性
の
不
明
確
な
場
合
に
付
加
期
間
を
設
定
し
、
徒
過
し
た

場
合
に
重
大
な
契
約
違
反
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
フ
レ
ス
ナ
ー
も
、N

ach
frist

に
よ
っ
て
給
付
の
遅
延
が
重
大
な
契
約
違
反
か
ど

う
か
、
債
権
者
の
解
放
を
正
当
化
す
る
ほ
ど
の
重
み
が
あ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
審
査
を
省
く
こ
と
が
で
き
る
と
理
解
す
る
。
す
な

わ
ち
、
そ
れ
以
上
の
遅
延
が
、
重
大
な
契
約
違
反
と
判
断
さ
れ
る
べ
き
時
期
を
確
定
し
、
半
面
、
債
務
者
に
こ
の
時
期
ま
で
は
遅
延
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が
重
大
と
は
さ
れ
な
い
と
い
う
確
実
性
を
与
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
遅
延
は
す
べ
て
重
大
な
も
の
に
「
切
り
上
げ
」
ら
れ
う
る
と
す

る
。

(
�)

し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
物
の
瑕
疵
の
場
合
は
、
遅
滞
と
は
違
っ
て
、
最
終
期
限
の
設
定
に
よ
っ
て
の
み
重
大
な
契
約
違
反
と
な

り
う
る
も
の
で
は
な
い
。
個
別
の
状
況
に
よ
り
、
典
型
的
場
合
を
挙
げ
る
の
も
容
易
で
は
な
く
、
結
局
瑕
疵
に
も
か
か
わ
ら
ず
債
権

者
に
契
約
を

(
損
害
賠
償
で
）
維
持
す
る
こ
と
を
要
求
で
き
る
か
ど
う
か
に
帰
着
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
、
上
述
の
よ
う
に
、

同
様
の
説
明
は
ホ
ノ
ル
ド
に
も
み
ら
れ
る
が
、N

ach
frist

の
通
知
を
す
れ
ば
、
通
知
に
設
定
さ
れ
た
付
加
期
間
の
経
過
に
よ
っ
て

重
大
な
契
約
違
反
を
構
成
す
る
か
ど
う
か
の
証
明
せ
ず
に
、
解
除
の
根
拠
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
。

(

�)

二
、「
重
大
な
契
約
違
反
」
の
要
件
と
通
知

と
こ
ろ
で
、
ド
イ
ツ
債
務
法
改
正
案
に
つ
い
て
の
上
述
の
フ
ー
バ
ー
の
説
明
か
ら
は
、
瑕
疵
は
、
①
重
大
な
契
約
違
反
を
構
成
し

即
時
解
除
の
認
め
ら
れ
る
「
重
大
な
瑕
疵｣
、
②
追
完
可
能
性
が
あ
る
な
ど
に
よ
り
即
時
解
除
は
認
め
ら
れ
な
い
が

N
ach

frist

後

追
完
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
解
除
を
正
当
化
す
る
「
本
質
的
瑕
疵｣

、
③
そ
も
そ
も
解
除
が
認
め
ら
れ
な
い
「
本
質
的
で
な
い
些
細
な

瑕
疵
」
に
区
別
さ
れ
る
。
し
か
し
フ
ー
バ
ー
は
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
四
九
条
の
解
説
で

(

�)

は
、
い
わ
ゆ
る
「
本
質
的
で
な
い
瑕
疵
」
と
さ
れ
る
修

補
義
務
や
組
立
義
務
の
不
履
行
も
、
時
の
経
過
の
要
素

(
追
完
な
ど
）
に
よ
り
重
大
な
契
約
違
反
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
す
る
こ
と

か
ら
、
い
わ
ゆ
る
些
細
な
瑕
疵
で
も
、
瑕
疵
自
体
の
重
大
性
の
他

(
時
の
経
過
等
）
の
要
素
に
よ
っ
て
重
大
な
契
約
違
反
に
至
る
こ

と
を
認
め
て
い
た
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、「
本
質
的
」
と
さ
れ
る
瑕
疵
の
中
に
も
、
追
完
さ
れ
ず

N
ach

frist

経
過
に
よ

り

N
ach

frist

徒
過
の
要
件
を
充
足
し
問
題
な
し
に
解
除
が
認
め
ら
れ
る
場
合
と
、
完
全
な
追
完
が
な
さ
れ
る
と
解
除
は
問
題
と
な

ら
な
い
場
合
を
除
い
て
、
そ
の
間
に
追
完
は
多
少
な
さ
れ
た
も
の
の
な
お
瑕
疵
が
残
存
す
る
場
合
が
残
り
、
こ
の
場
合
に
先
の
「
本
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質
的
で
な
い
些
細
な
瑕
疵
」
で
も
問
題
に
な
っ
た
よ
う
に
、N

ach
frist

要
件
に
よ
っ
て
解
除
が
認
め
ら
れ
る
か
は
問
題
と
な
ろ
う
。

こ
の
点
、
ド
イ
ツ
債
務
法
現
代
化
法
で
は
、�

3
2

3
V

に
よ
っ
て
義
務
違
反
が
些
細
な
場
合
に
は
解
除
権
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
を
明
記

し
こ
こ
で
判
断
さ
れ
る
が
、
も
っ
と
も
疑
わ
し
い
場
合
は
、
相
当
期
間
が
経
過
す
れ
ば
一
律
に
解
除
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。

(

�)

こ
れ

に
対
し
て
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
で
は

N
ach

frist

設
定
に
よ
る
解
除
要
件
は
引
渡
の
な
い
場
合
だ
け
に
限
ら
れ
る
の
で
、
目
的
物
に
瑕
疵
が

あ
る
と
き
に
は
重
大
な
契
約
違
反
の
要
件
が
問
題
に
な
る
が
（
但
、
瑕
疵
の
治
癒
の
た
め
に
付
加
期
間
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
る)

、

瑕
疵
の
重
大
さ
と
付
加
期
間
徒
過
に
よ
り
履
行
期
の
重
大
さ
、
さ
ら
に
は
債
務
者
の
態
様
な
ど
を
総
合
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。
付

加
期
間
の
設
定
に
よ
り
追
完
の
要
素
が
加
味
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
修
理
・
交
換
等
に
よ
っ
て
瑕
疵
の
重
大
性
自
体
も
変
化
し
、

こ
れ
に
さ
ら
に
時
の
要
素
、
な
い
し
債
権
者
の
適
時
履
行
に
対
す
る
利
益
と
追
完
途
中
の
債
務
者
の
態
様
が
判
断
に
加
わ
っ
て
く
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
期
間
の
徒
過
に
よ
っ
て
重
大
な
契
約
違
反
に
な
る
も
の
と
、
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。

な
お
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
で
は
売
主
の
追
完
権
に
つ
い
て
は
、
四
八
条
に
お
い
て
、
引
渡
期
日
後
買
主
が
解
除
し
な
い
限
り
認
め
ら
れ
て

い
る
。
治
癒
が
不
履
行
の
相
手
方
に
不
都
合
を
生
じ
さ
せ
ず
、
前
払
い
費
用
の
償
還
に
つ
い
て
不
安
を
生
ぜ
し
め
な
い
限
り
に
お
い

て
可
能
で
あ
る
。

(

�)

（
２
）
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ

8
:

1
0

3

条
が
重
大
な
契
約
違
反
の
定
義
を
定
め
、
�
号
は
債
務
の
厳
格
な
遵
守
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
の
不
履
行
、
�
号
は
実
質

的
な
期
待
の
喪
失
、
�
号
は
故
意
に
よ
る
不
履
行
の
結
果
、
将
来
の
履
行
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
、
を
重
大
な
契
約
違
反
と
す
る
。

こ
れ
ら
は
イ
ギ
リ
ス
法
と
非
常
に
近
似
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
契
約
条
項
が
条
件
で
あ
っ
た
場
合
・H

o
n

k
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K
o

n
g

F
ir

S
ch

ip
p

in
g

C
o

L
td

.
v
.

K
aw

asak
i

K
ise

n
K

aish
a

L
td

.
[

1
9

6
7]

2
Q

.
B

.
2

6
(

C
.

A
.)

・
契
約
の
残
り
を
履
行
す
る
意
思

が
な
い
こ
と
が
違
反
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
場
合
（
動
産
売
買
法
三
一
条
二
項
）
と
パ
ラ
レ
ル
で
あ
り
、
最
後
の
定
義
が
故
意
に
よ
る

違
反
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
が
違
う
と
指
摘
さ
れ
る
。

不
履
行
当
事
者
の
追
完
権
は
、
履
行
が
不
履
行
を
理
由
に
受
領
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
、
履
行
期
が
未
到
来
、
ま
た
は
遅
延
が
重

大
で
な
け
れ
ば
、
契
約
に
適
合
し
た
提
供
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
る
（A

rt.8
:

1
0

4)

。
履
行
の
遅
延
が
重
大
か
否
か
は
、

履
行
期
が
契
約
の
重
要
な
要
素
か
ど
う
か
、A

rt.8
:

1
0

6

に
基
づ
く
通
知
（
付
加
期
間
の
設
定
）
が
な
さ
れ
期
間
経
過
に
よ
っ
て
履

行
期
が
契
約
の
本
質
的
要
素
に
な
っ
た
か
ど
う
か
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
な
お
、
重
大
な
違
反
が
あ
れ
ば
追
完
権
は
認
め
ら
れ
な
い
。

売
主
の
追
完
権
を
一
般
的
な
形
で
定
め
て
い
る
の
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
で
あ
り
（U

C
C

2

�50
8

条
や

B
o

rro
w

m
an

P
h

illip
s

&
C

o
.

v
.

F
re

e
&

H
o

llis
(

1
8

7
8)

4
Q

.
B

.
D

.
5

0
0
(

C
.

A
.))

、
デ
ン
マ
ー
ク
動
産
売
買
法
四
九
条
な
ど
の
北
欧
法
や
オ
ラ
ン
ダ
法
に
も
あ
る

と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

A
rt8

:
1

0
6

は
、
付
加
期
間
設
定
通
知
を
定
め
る
。
重
大
で
な
い
遅
延
の
場
合
に
、
合
理
的
長
さ
の
期
間
を
設
定
し
徒
過
す
れ
ば

契
約
を
解
除
で
き
る
。
本
条
は
、
不
適
合
な
履
行
の
場
合
も
適
用
が
あ
る
が
、
解
除
の
効
果
は
生
じ
な
い
。
し
か
し
こ
の
場
合
も
、

不
履
行
の
相
手
方
が
な
お
適
切
な
履
行
を
希
望
し
、
不
履
行
当
事
者
に
最
後
の
機
会
を
与
え
る
と
い
う
機
能
を
有
す
る
と
す
る
。
こ

れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
付
遅
滞
・
ド
イ
ツ
の
催
告
と
同
じ
機
能
と
説
明
さ
れ
る
。
な
お
期
間
の
相
当
性
は
様
々
な
要
素
が
考
慮
さ
れ
、
例

え
ば
不
履
行
の
相
手
方
の
必
要
性
・
履
行
目
的
の
性
質
・
元
の
契
約
の
履
行
期
の
長
さ
・
遅
延
の
原
因
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
通
知

の
中
で
、
期
間
が
徒
過
す
れ
ば
自
動
的
に
契
約
が
解
消
す
る
旨
を
定
め
る
こ
と
も
で
き
る
と
さ
れ
る
。
な
お
、
本
条
は
ド
イ
ツ
の

N
ach

frist

に
示
唆
を
得
た
も
の
で
あ
る
が
、
コ
モ
ン
ロ
ー
で
も
、
合
理
的
な
通
知
を
不
履
行
当
事
者
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
期
限
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を
本
質
的
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
一
般
的
ル
ー
ル
の
引
用
が
、
比
較
的
最
近
の
判
例
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
さ

れ
る
。
し
か
し
合
理
的
な
通
知
の
後
に
重
大
で
な
い
遅
延
に
対
し
て
解
除
が
で
き
る
と
の
考
え
方
は
、
す
べ
て
の
シ
ス
テ
ム
で
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
に
は
か
か
る
制
度
は
な
く
、
付
遅
滞
の
制
度
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
不
履
行

当
事
者
が
履
行
を
請
求
す
る
通
知
を
受
け
取
っ
た
場
合
に
だ
け
、
不
履
行
の
救
済
手
段
が
与
え
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
設
定
さ
れ

る
期
間
の
相
当
性
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
で
は
短
け
れ
ば
自
動
的
に
延
長
さ
れ
相
当
期
間
経
過
後
に
解
除
で
き
る
が
、
コ
モ
ン
ロ
ー
で

は
、
相
当
で
な
い
通
知
は
お
そ
ら
く
効
力
を
有
せ
ず
、
新
た
な
通
知
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
期
間

経
過
後
の
効
果
に
つ
い
て
も
、
か
つ
て
ド
イ
ツ
法
で
は
規
定
に
よ
り
、
期
間
が
経
過
す
れ
ば
も
は
や
履
行
請
求
権
を
失
う
と
さ
れ
た

が
、
コ
モ
ン
ロ
ー
で
は
選
択
が
認
め
ら
れ
、
再
度
新
し
く
期
間
設
定
が
で
き
る
。

(

�)

な
お
、
こ
の
最
後
の
二
点
の
違
い
は
、
当
事
者
の
意
思
を
起
点
と
す
る
か
、
客
観
的
な
状
況
か
ら
当
然
に
効
力
を
生
じ
る
も
の
と

捉
え
る
か
の
違
い
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
契
約
解
消
の
要
件
自
体
、
例
え
ば
一
方
の
履
行
が
不
能
に
な
っ
た
場
合
な
ど
で
も
、
こ
の

考
え
方
に
よ
る
違
い
が
生
じ
る
。
合
理
的
な
再
度
の
履
行
を
求
め
る
通
知
を
す
れ
ば
、
そ
の
経
過
後
に
契
約
を
解
除
す
る
権
利
が
相

手
方
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
の
根
拠
も
、
当
事
者
の
意
思
か
ら
解
除
の
効
果
が
生
じ
る
と
考
え
る
か
、
客
観
的
な
状
況
か
ら
当
然
に
効

力
が
生
じ
る
か
の
違
い
が
出
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
不
能
と
の
関
係
を
含
め
て
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
を
予

定
し
て
い
る
。

解
除
の
要
件
は
、A

rt.9
:

3
0

1

に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
�
号
で
重
大
な
契
約
違
反
、
�
号
で

A
rt.8

:
1

0
6

III

（
通
知
）
に
よ
る
解

除
を
挙
げ
る
。
ま
た
、P

E
C

L
9
:

3
0

1(
1)

及
び8

:
1

0
3

と
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
類
似
す
る
が
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
は
重
大
な
契
約
違
反
を
定
義
づ

け
る
規
定
と
な
っ
て
お
り
、
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
�
号
を
含
ま
ず
、
故
意
フ
ァ
ク
タ
ー
の
代
わ
り
に
信
頼
関
係
喪
失
の
要
素
を
加
味
す
る
。
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（
３
）
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ

一
、
概

要

Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
も
国
際
的
な
傾
向
と
軌
を
一
に
し
、
解
除
の
範
囲
を
狭
く
限
定
し
て
最
後
の
手
段
と
し
て
扱
う
。
解
除
で
き
る
範
囲
を

制
限
す
る
た
め
に
、
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
重
大
な
契
約
違
反
（A

rt.7
.3

.1(
1))

と

N
ach

frist

シ
ス
テ
ム
（A

rt.7
.

3
.1
(

3))

、
さ
ら
に
不
履

行
者
の
追
完
権
（A

rt.7
.1

.4)

と
い
う
三
つ
の
装
置
を
結
合
さ
せ
る
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。
重
大
な
契
約
違
反
法
理
が
基
本
ル
ー
ル

で
あ
り
、
不
履
行
の
重
大
さ
を
問
題
に
す
る
が
、
こ
れ
は

C
IS

G
,

P
E

C
L

の
指
導
原
則
と
な
っ
て
い
る
他
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
売

買
法
や
英
米
法
・
エ
ス
ト
ニ
ア
債
務
法
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。N

ach
frist

シ
ス
テ
ム
で
は
、
付
加
期
間
が
適
切
な

履
行
な
し
に
徒
過
す
る
場
合
に
だ
け
解
除
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
不
履
行
当
事
者
に
有
効
な
追
完
の
機
会
、
即
ち
第
二
の
履
行

の
チ
ャ
ン
ス
を
解
除
す
る
前
に
与
え
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
が
、
こ
れ
は
解
除
権
者
か
ら
す
る
と
、
解
除
が
認
め
ら
れ
な
い
単
な
る

不
履
行
を
、
付
加
期
間
設
定
徒
過
に
よ
り
昇
格
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
を
持
つ
こ
と
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
又
、
三
つ
目
の
追
完

権
に
よ
っ
て
、
合
理
的
期
間
内
に
適
切
に
履
行
す
れ
ば
、
解
除
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。N

ach
frist

と
違
い
不
履
行
者
か
ら

働
き
か
け
る
装
置
で
、
契
約
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
を
欲
す
る
不
履
行
当
事
者
に
よ
る
追
完
権
は
、
解
除
の
通
知
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ

ず
、
有
効
な
追
完
の
通
知
は
、
解
除
権
者
が
履
行
と
は
一
貫
し
な
い
手
段

(

例
え
ば
解
除
）
を
と
る
こ
と
を
留
保
さ
せ
る
と
明
記
す

る
。
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、P

E
C

L
A

rt.8
:

1
0

4

に
も
規
定
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
（U

C
C
�

2

�50
8

(
2)

）
も
の
と
説
明
さ
れ
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
の
も
と
で
も
議
論
の
末
、
現
在
で
は
広
く
受
容
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、N

ach
frist

手
続
き

は
遅
延
の
場
合
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、A

rt.7
.3

.1

と

A
rt.7

.1
.4

の
組
合
せ
に
よ
っ
て
解
除
権
は
二
つ
の
場
合
に
だ
け

違
反
が

重
大
でA

rt.7
.1

.4

に
従
っ
て
追
完
さ
れ
え
な
い
場
合
と
、
遅
滞
の
場
合
に
付
加
期
間
徒
過
に
よ
る
場
合

認
め
ら
れ
る
。
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こ
れ
ら
の
基
本
的
構
造
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
や
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
の
シ
ス
テ
ム
と
非
常
に
似
て
い
る
が
、
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
追
完
権
の
よ
り
詳
細
で

直
接
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
、
問
題
を
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
の
よ
う
に
重
大
な
契
約
違
反
法
理
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
代
わ
り
に
、
追
完
権
に
つ
い
て

解
除
権
を
留
保
さ
せ
る
も
の
と
し
て
規
定
す
る
と
さ
れ
る
。

(

�)

二
、
解
除
の
要
件
規
定

A
rt.7

.3
.1
(

1)
P

IC
C

で
は
、
不
履
行
が
重
大
な
と
き
に
解
除
権
が
利
用
可
能
と
の
基
本
ル
ー
ル
を
定
め
、A

rt.7
.3

.1
(

2)

で
は
、

不
履
行
が
重
大
と
な
る
か
否
か
の
判
断
の
際
の
基
準
を
挙
げ
、A

rt.7
.3

.1
(

3)

で
は
、
遅
延
の
場
合
に
（
付
加
期
間
設
定
に
よ
る
解

除
を
履
行
遅
滞
に
限
る
と
す
る
の
は
旧
ド
イ
ツ
民
法
典
と
同
様
の
立
場
、
但
し
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
で
は
追
完
権
に
よ
っ
て
瑕
疵
の
治
癒
の
問

題
は
処
理
さ
れ
る
こ
と
か
ら
機
能
分
担
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
後
述
参
照)

、
解
除
権
がA

rt.7
.1

.5

に
よ
り
定
め
ら
れ
る

履
行
の
た
め
の
付
加
期
間
徒
過
に
よ
っ
て
発
生
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
。

A
rt.7

.3
.1

は
、
様
々
な
考
慮
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
こ
と
に
基
づ
い
て
お
り
、
す
な
わ
ち
一
方
で
は
債
務
不
履
行
の
相
手
方
に
契

約
解
除
を
認
め
、
他
方
で
、
解
除
に
よ
っ
て
不
履
行
当
事
者
に
準
備
や
履
行
の
費
用
に
お
い
て
深
刻
な
損
失
を
与
え
得
る
こ
と
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
図
る
。
無
駄
に
な
る
費
用
と
い
う
リ
ス
ク
の
結
果
、
解
除
権
を
制
限
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。
国
際
的
傾
向
に
基
づ
い

て
、
本
条
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
一
般
原
則
「
契
約
は
守
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
の
原
則

即
ち
契
約
維
持
の
原
則

と
、

経
済
的
考
慮
即
ち
「
経
済
的
損
失
最
小
の
原
則(

m
in

im
izin

g
e

co
n

o
m

ic
w

aste)

」
に
基
づ
い
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
し
て

A
rt.

7
.3

.1

は
、
重
大
な
契
約
違
反
の
定
義
を
置
く
の
で
は
な
し
に

(

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
コ
メ
ン
ト
で
は
、
定
義
を
「
実
質
的
で(

m
ate

-

rial)

単
に
軽
微
な
重
要
性
で
は
な
い(

n
o

t
m

e
re

ly
o

f
m

in
o

r
im

p
o

rtan
ce)

」
と
の
み
述
べ
る)

、
重
大
か
否
か
の
判
断
は
、
個
々
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の
ケ
ー
ス
に
特
有
な
事
情
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
又
異
な
る
基
準
を
比
較
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
答
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
の
仮
定
に
基
づ
い
て
、
二
項
は
「
と
り
わ
け
」
考
慮
す
べ
き
要
因
を
挙
げ
る
に
と
ど
ま
り
、
こ
れ
で
尽
き
る
リ
ス
ト(

an

e
x

au
stiv

e
list)

で
は
な
い
。
�
号
か
ら
�
号
ま
で
の
要
素
は
、
主
に
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ほ
か
の
基
準
も
考
慮

す
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
る
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
し
か
し
こ
れ
ら
の
フ
ァ
ク
タ
ー
は
広
く
カ
バ
ー
し
、
他
の
要
素
が
関
係
す
る
ケ
ー

ス
は
多
い
と
は
思
わ
れ
な
い
と
さ
れ
る
。

�
号
の
「
実
質
的
損
失(

su
b

statial
d
e

p
riv

atio
n)

」
は
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
二
五
条
の
定
義
の
要
約
版
で
あ
る
。
主
に
不
履
行
の
不
履
行

当
事
者
の
相
手
方
へ
の

(
消
極
的)

結
果
に
、
焦
点
を
当
て
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
の

d
e

trim
e

n
t

の
文
言
か
ら
の
変
更
に
よ
っ
て
、「
損

害
の
程
度
」
で
は
な
し
に
、
契
約
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
不
履
行
の
相
手
方
の
「
適
法
な
利
益
」
が
強
調
さ
れ
る
。

(

�)

「
契
約
の
も
と

で
」
の
文
言
に
よ
り
、
契
約
上
の
合
意
に
重
要
性
を
置
き
、
�
号
と
き
わ
め
て
リ
ン
ク
し
て
い
る
が
、「
正
当
に
期
待
で
き
る
も
の
」

と
の
文
言
か
ら
主
観
的
な
期
待
で
は
な
い
。
ま
た
、
追
完
権
は
専
らA

rt.7
.1

.4

で
考
慮
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
問
題
と
な
ら
な

い
。
規
定
に
よ
る
と
、
追
完
権
に
よ
り
解
除
権
は
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
さ
れ
る
。

�
号
は
、「
厳
密
な
遵
守(

strict
co

m
p

lian
ce)

」
フ
ァ
ク
タ
ー
で
、
契
約
上
の
義
務
の
性
質
を
強
調
す
る
。
�
�
号
は
イ
ギ
リ

ス
契
約
法
と
極
め
て
パ
ラ
レ
ル
で
、w

arran
tie

s

と

co
n

d
itio

n
s

の
区
別
は
�
号
、
契
約
条
項
の
区
別
で
は
な
し
に
違
反
の
結
果
に

依
拠
す
べ
き
と
述
べ
るH

o
n

g
K

o
n

g
F

ir

ケ
ー
ス
は
�
号
と
パ
ラ
レ
ル
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
「
実
質
的
違
反(

m
ate

rial

b
re

ach

・to
tal

b
re

ach)

」(

契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

2
d
�

2
3

6
�

2
4

5)

と
も
類
似
す
る
が
、
た
だ
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
概
念

は
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
と
は
異
な
っ
た
法
理
の
基
礎
の
上
で
作
用
す
る
。

(

�
ａ)

�
号
は
、「
故
意(

in
te

n
tio

n)

」
フ
ァ
ク
タ
ー
で
、
不
履
行
当
事
者
だ
け
（
い
か
に
ひ
ど
い
態
様
か
の
問
題
）
に
着
目
す
る
。
重
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過
失
ま
た
は
故
意
に
よ
る
不
履
行
は
、
不
履
行
当
事
者
へ
の
信
頼
を
喪
失
し
う
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
一
般
的
に
過
失

要
件
に
大
き
な
意
義
を
置
い
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
フ
ァ
ク
タ
ー
は
制
限
的
な
解
釈
が
さ
れ
る
べ
き
と
の
議
論
が
あ
る
。

�
号
は
、「
信
頼
喪
失(

lo
ss

o
f

re
lian

ce)

」
フ
ァ
ク
タ
ー
で
、
不
履
行
当
事
者
が
将
来
の
履
行
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
状
況

に
言
及
す
る
。
本
条
で
は
、
不
履
行
当
事
者
の
相
手
方
が
、
逓
次
供
給
契
約
や
継
続
的
契
約
な
ど
の
不
履
行
当
事
者
の
将
来
の
履
行

を
信
頼
で
き
な
い
と
信
ず
る
理
由
が
あ
る
か
ど
う
か
を
考
慮
す
る
。
不
履
行
が
ま
だ
起
こ
っ
て
い
な
い
と
き
は
、
本
条
は
適
用
さ
れ

な
い

(

将
来
の
不
履
行
の
危
険
が
あ
る
と
き
は

an
ticip

ato
ry

b
re

ach)

。
本
条
は
、
全
体
の
契
約
の
解
除
原
因
と
し
て
、
特
定
の
不

履
行
を
ど
の
よ
う
な
状
況
に
基
づ
い
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
は

「
も
は
や
相
手
方
の
将
来
の
履
行
を
当
て
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
信
ず
る
に
値
す
る
理
由
が
あ
る
と
き
」
と
い
う
客
観
的
な
要

件
と
さ
れ
る
。
主
観
的
に
そ
う
信
ず
る
だ
け
で
は
足
り
な
い
。
継
続
的
契
約
は
、
全
体
の
契
約
に
つ
き
重
大
な
不
履
行
に
基
づ
い
て

(
A

rt.7
.3

.1
(

2)
(

d))

、
不
履
行
の
相
手
方
は
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
、
原
則
と
し
て
、
将
来
の
義
務
か
ら
両
当
事
者
を
解
放
す
る

(
A

rt.
7
.3

.5

�6)

。
全
体
の
契
約
解
除
は
、
全
体
の
契
約
に
関
し
て
遅
滞
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、N

ach
frist

手
続
き
に
基
づ
い
て

は
で
き
な
い(

A
rt.

7
.3

.1
(

3)
,

7
.1

.5)

。
な
お
こ
の
点
は
、
た
と
え
付
加
期
間
設
定
解
除
を
遅
滞
の
場
合
に
限
ら
な
く
て
も
、
過
去

の
不
履
行
を
も
っ
て
将
来
の
契
約
を
解
除
す
る
場
合
に
は
、
付
加
期
間
を
設
定
し
て
徒
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
な
ぜ
将
来
の
契
約

か
ら
の
解
放
に
至
る
か
は
不
明
で
、
重
大
な
不
履
行
の
考
え
方
で
し
か
説
明
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

�
号
は
「
不
相
当
な
損
失(

d
isp

ro
p

o
rtio

n
ate

lo
ss)

」
の
要
素
で
、
不
履
行
当
事
者
の
、
履
行
準
備
が
無
駄
に
な
る
こ
と
に
よ

る
不
利
益
を
考
慮
す
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
要
素
は
必
ず
し
も
区
別
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
時
に
重
複
し
、
個
々
の
状
況
を
検
討
す
る
際
に
衡
量
さ
れ
う
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る
フ
ァ
ク
タ
ー
の
一
覧
表
と
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

A
rt.

7
.3

.1
(

3)

は
、
不
履
行
当
事
者
に
、
付
加
期
間
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
履
行
の
第
二
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
反
面
、

買
主
は
解
除
を
正
当
化
す
る
不
履
行
に
格
上
げ
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
要
件
は
、
解
除
を
制
限
す

る
と
い
う
一
般
原
則
に
適
う
。
本
条
は
遅
滞
の
場
合
に
限
ら
れ
、
不
適
合
な
ど
他
の
ケ
ー
ス
に
は
適
用
が
な
い
の
で
、
他
の
ケ
ー
ス

に
付
加
期
間
を
設
定
し
て
も
、
本
条
に
よ
り
自
動
的
に
解
除
に
至
る
こ
と
は
な
く
、
解
除
は
重
大
な
不
履
行
の
も
と
で
の
み
可
能
と

な
る
。
し
か
しA

rt.
7
.1

.5

は
、
す
べ
て
の
不
履
行
に
適
用
可
能
な
の
で
、
重
大
な
契
約
違
反
の
も
と
で
解
除
に
役
立
ち
う
る
。
す

な
わ
ち
、
付
加
期
間
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
履
行
当
事
者
が
追
完
す
る
つ
も
り
が
あ
る
か
ど
う
か
の
状
況
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
役
立
ち(

A
rt.

7
.1

.4)
、
さ
ら
に
不
履
行
当
事
者
が
付
加
期
間
内
に
履
行
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
（A

rt
7
.1

.5)

、
故

意
の
フ
ァ
ク
タ
ー(

in
te

n
tio

n
facto

r)
や
信
頼
喪
失
の
フ
ァ
ク
タ
ー(

lo
ss

o
f

re
lian

ce
facto

r)

に
関
係
し
う
る
。
従
っ
て

N
ach

frist

の
手
続
き
に
よ
っ
て
、
不
履
行
当
事
者
の
相
手
方
は
、
不
履
行
が
重
大
で
あ
る
こ
と
を
示
す
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
る

こ
と
が
で
き
る
と
説
明
さ
れ
る
。

(

�)

三
、
履
行
の
た
め
の
付
加
期
間

A
rt.

7
.1

.5

は
、
ド
イ
ツ
の
概
念

N
ach

frist

に
示
唆
を
得
て
い
る
が
、
履
行
の
遅
延(

in
case

o
f

d
e

lay)

は
、
他
の
不
適
合
な

履
行
と
は
次
の
点
で
き
わ
め
て
異
な
る
と
す
る
。
ま
ず
、
①
債
権
者
は
履
行
が
全
く
な
い
よ
り
は
履
行
が
遅
れ
て
も
あ
る
方
が
ず
っ

と
好
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
②
履
行
期
に
当
事
者
が
履
行
し
な
い
時
点
で
、
ど
の
く
ら
い
遅
れ
て
も
実
際
に
良
い
の

か
は
し
ば
し
ば
不
明
確
で
あ
り
、
履
行
を
受
領
す
る
当
事
者
の
商
的
利
益
に
つ
い
て
も
、
遅
れ
て
も
合
理
的
速
や
か
に
履
行
が
な
さ
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れ
れ
ば
、
長
期
の
遅
延
で
な
い
限
り
受
領
可
能
で
あ
る
。
付
加
期
間
に
よ
っ
て
、
他
の
救
済
手
段
を
損
な
う
こ
と
な
し
に
、
履
行
当

事
者
に
第
二
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
付
加
期
間
経
過
後
の
状
況
は
、
遅
延
が
す
で
に
期
間
の
延
長
が
認
め
ら

れ
た
時
に
重
大
か
否
か
に
よ
る
。
重
大
で
あ
れ
ば
、
契
約
が
期
間
中
に
完
全
に
履
行
さ
れ
な
い
場
合
、
重
大
な
不
履
行
の
た
め
に
、

期
間
経
過
と
と
も
に
解
除
権
は
単
純
に
生
き
返
る
。
他
方
、
遅
延
が
ま
だ
重
大
で
な
か
っ
た
場
合
は
、
期
間
が
相
当
な
長
さ
で
あ
れ

ば
、
付
加
期
間
に
よ
っ
て
延
長
さ
れ
た
期
間
の
終
わ
り
に
、
解
除
は
可
能
と
な
る
と
さ
れ
る
。

(

�)

な
お
、A

rt.7
.1

.5
(

1)

と

A
rt.

7
.3

.1
(

3)

に
よ
っ
て
付
加
期
間
設
定
に
よ
り
解
除
で
き
る
の
は
、
相
手
方
が
未
だ
履
行
し
て
い
な
い
場
合
に
限
定
さ
れ
、
履
行
さ

れ
る
と
そ
れ
が
遅
れ
て
い
て
も
本
条
に
よ
る
解
除
の
可
能
性
は
な
い
。
こ
こ
で
、
付
加
期
間
設
定
の
機
能
と
し
て
、
不
履
行
に
お
け

る
「
履
行
の
遅
延
」
の
特
徴

遅
れ
て
も
当
事
者
の
利
益
は
な
お
存
続
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
い
つ
ま
で
可
能
か
は
不
明
確
で
あ

る
こ
と

か
ら
、
第
二
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
こ
と
が
、
債
務
者
の
利
益
、
ひ
い
て
は
債
権
者
の
利
益
か
ら
も
不
明
確
性
を
除
去

す
る
こ
と
か
ら
、
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
。
付
加
期
間
の
機
能
は
、
第
二
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
契
約
を
当
事
者
の

意
図
に
従
っ
て
で
き
る
だ
け
維
持
す
る
こ
と
を
目
指
し
な
が
ら
、
そ
の
不
明
確
性
を
除
去
し
て
解
除
の
理
由
を
与
え
る
こ
と
と
理
解

し
う
る
。

な
お
四
項
で
、
履
行
さ
れ
な
い
義
務
が
不
履
行
当
事
者
の
契
約
上
の
義
務
の
些
細
な
部
分(

o
n

ly
a

m
in

o
r

p
art)

に
す
ぎ
な
い

場
合
は
、
解
除
の
効
果
は
生
じ
な
い
と
規
定
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
規
定
の
厳
密
な
意
味
・
射
程
は
明
ら
か
で
な
い
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
遅
れ
て
な
さ
れ
た
履
行
が
不
完
全
で
あ
る
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
と
説
明
さ
れ
る
。

(

�
ａ)

本
条
は
、
履
行
さ
れ
な
い
義
務
が
あ
ら

ゆ
る
義
務
を
含
む
こ
と
を
前
提
と
し
、
売
主
の
引
渡
義
務
の
遅
延
だ
け
に
本
条
の
適
用
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
う
す
る
と
い
わ
ゆ

る
不
完
全
履
行
と
の
区
別
が
難
し
く
な
り

(

類
推
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る)
、
実
質
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
本
条
は
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
の
よ
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う
に
売
主
の
義
務
の
う
ち
引
渡
の
な
い
場
合
だ
け
に
付
加
期
間
設
定
解
除
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
現
ド
イ
ツ
法
は
、
こ
の
手

続
き
を
す
べ
て
の
義
務
違
反
に
適
用
す
る
が
、
同
様
の
規
定
を
有
す
る
。
相
当
期
間
設
定
後
、
履
行
さ
れ
な
い
義
務
が
遅
延
に
し
ろ

不
完
全
履
行
に
し
ろ
、
義
務
違
反
が
契
約
の
些
細
な
部
分
で
な
け
れ
ば
解
除
で
き
る
と
す
る
と
、
重
大
な
不
履
行
と
の
関
係
が
問
題

と
な
る
。

四
、
追
完
権

A
rt.

7
.1

.4

は
一
項
で
、
不
履
行
当
事
者
は
一
定
の
条
件
の
も
と
で
、
不
履
行
を
治
癒
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
る
。
従
っ
て

要
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
、
契
約
や
状
況
に
よ
っ
て
適
時
の
履
行
が
必
要
と
さ
れ
な
い
限
り
に
お
い
て
、
不
履
行
当
事
者
は
履
行
期
を

若
干
延
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
規
定
は
契
約
維
持
に
適
う
も
の
で
あ
り
、
経
済
的
損
失
縮
減
の
ポ
リ
シ
ー(

th
e

p
o

licy
o

f

m
in

im
isin

g
e

co
n

o
m

ic
w

aste
:

A
rt.

7
.4

.8)
や
信
義
則(

A
rt.

1
.7)

の
基
本
原
則
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。C

IS
G

A
rts.

3
7
,

4
8

の
追
完
規
定
と
関
連
す
る
。

不
履
行
当
事
者
が
追
完
の
通
知
を
し
た
後
に
の
み
、
追
完
は
有
効
と
な
り
、
通
知
は
合
理
的
な
時
期
・
方
法
で
、
遅
滞
な
く
、
追

完
の
方
法
と
時
期
に
つ
い
て
で
き
る
限
り
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
追
完
が
適
切
か
ど
う
か
は
契
約
に
よ
っ
て
さ
ら
に
履
行
を
認

め
る
の
が
合
理
的
か
否
か
に
従
っ
て
判
断
さ
れ
る
が
、
不
履
行
が
重
大
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
、
追
完
は
排
除
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
と
さ
れ
る
。

治
癒
の
適
切
性
を
判
断
す
る
際
の
考
慮
要
素
に
は
、
提
案
さ
れ
た
治
癒
が
問
題
の
解
決
へ
と
導
く
も
の
か
、
治
癒
を
す
る
の
に
必

要
な
遅
れ
が
不
合
理
で
、
遅
延
そ
の
も
の
が
重
大
な
不
履
行
と
な
ら
な
い
か
が
含
ま
れ
る
。
さ
ら
に
一
度
有
効
な
治
癒
の
通
知
が
な
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さ
れ
た
ら
、
不
履
行
の
相
手
方
の
解
除
を
す
る
な
ど
状
況
を
変
更
す
る
権
利
は
留
保
さ
れ
る
。
但
し
、
解
除
権
者
が
治
癒
を
拒
絶
す

る
適
法
な
利
益
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
不
履
行
者
は
治
癒
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
不
履
行
者
が
人
や
財
産

へ
の
損
害

(

い
わ
ゆ
る
完
全
性
利
益
）
を
与
え
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
、
適
法
な
利
益
が
あ
る
と
言
え
る
。

ま
た
治
癒
は
、
通
知
後
速
や
か
に
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
治
癒
権
を
行
使
す
る
た
め
の
期
限
は
本
質
的
で
あ
る
と
さ
れ
る(

T
im

e

is
o

f
th

e
e

sse
n

ce)
。
不
履
行
者
は
相
手
方
を
、
延
長
さ
れ
た
期
間
後
も
待
機
さ
せ
た
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
相

手
方
に
不
利
益
が
生
じ
な
く
て
も
、
不
履
行
当
事
者
が
治
癒
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
正
当
化
さ
れ
な
い
。
追
完
に
は
修
理
・
代
品
交
換

・
そ
の
他
の
不
履
行
を
治
癒
す
る
所
為
や
契
約
上
期
待
す
る
こ
と
が
正
当
な
も
の
を
含
む
が
、
不
履
行
当
事
者
が
試
み
る
こ
と
が
で

き
る
治
癒
の
回
数
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
の
決
定
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
「
治
癒
権
を
行
使
す
る
期
限
」
に
つ
い
て
、
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
コ
メ
ン
ト
で
は
時
期
が
本
質
的
で
あ
る
こ
と
の
意
味
は
、
不
適
合
な
履
行
の
治
癒
の
た
め
の
期
限
に
対
し
て
、
履
行
の

遅
延
の
場
合
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
付
加
期
間
」
と
パ
ラ
レ
ル
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
不
履
行
に
も
か
か
わ
ら
ず
さ
ら

に
不
履
行
当
事
者
に
与
え
ら
れ
た
期
限
（
期
間
）
と
い
う
点
で
は
共
通
し
、
も
う
一
度
相
手
方
を
待
た
せ
る
こ
と
は
、
正
当
化
さ
れ

な
い
こ
と
か
ら
、
時
期
が
本
質
的
と
な
り
、
解
除
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
の
趣
旨
と
理
解
で
き
る
。

解
除
の
効
果
に
関
し
て
、
有
効
に
追
完
の
通
知
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
た
と
え
適
切
に
解
除
権
者
がA

rt.
7
.3

.1
(

1)
,

7
.3

.2
(

1)

に
よ
っ
て
契
約
を
解
除
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
中
断
さ
れ
る
。
不
履
行
が
治
癒
さ
れ
た
ら
、
解
除
は
効
力
を
有
し
な
い
が
、
治
癒

の
た
め
の
期
間
が
経
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
何
ら
重
大
な
不
履
行
が
治
癒
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
解
除
権
は
効
力
を
生
じ
る
。
ま

た
、
治
癒
権
に
関
す
る
本
条
を
援
用
す
る
か
ど
う
か
の
決
定
は
、
不
履
行
当
事
者
に
委
ね
ら
れ
、
一
度
不
履
行
の
相
手
方
が
有
効
な

治
癒
の
通
知
を
受
領
し
た
な
ら
ば
、
治
癒
を
許
可
し
相
手
方
に
協
力
す
る
義
務
が
生
じ
る(

A
rt.

5
.3

.1)

。
も
し
相
手
方
が
治
癒
を
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許
可
す
べ
き
と
き
に
も
か
か
ら
ず
拒
絶
す
る
な
ら
ば
、
解
除
の
通
知
は
無
効
で
、
治
癒
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
不
履
行
に
対
し
て
救

済
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

(

�)
な
お
、
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
コ
メ
ン
ト
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
「
重
大
な
」
不
履
行
の
概
念
に
つ
い
て
、
履
行
遅
延
に
関

し
て
使
わ
れ
て
い
る
と
き
は
、「
遅
延
」
の
重
大
性
を
指
し
、「
追
完
権
」
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
と
き
は
、
不
履
行
（
瑕
疵
）
の
客

観
的
な
「
重
大
性
」
を
指
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
で
は
フ
ー
バ
ー
の
説
明
の
中
で
、「
重
大
性
」

の
中
に
は
時
の
経
過
の
要
素
が
含
ま
れ
、
瑕
疵
の
重
大
性
に
時
の
経
過
の
重
大
性
が
加
わ
っ
て
初
め
て
「
重
大
な
契
約
違
反
」
と
な

る
と
の
使
わ
れ
方
が
な
さ
れ
て
い
た
の
と
は
異
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
重
大
性
と
追
完
と
の
関
係
に
お
け
る
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
と
の
違
い
に

起
因
す
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
で
は
、
契
約
違
反
が
重
大
か
否
か
を
判
断
す
る
際
に
、
追
完
可
能
性
を
考
慮
し
て
、
追
完
の
余
地
が
あ
れ
ば

「
重
大
」
と
は
言
え
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
で
は
、
追
完
権
が
合
理
的
か
否
か
の
判
断
の
中
で
時
の
要
素
、
す
な
わ
ち

不
当
な
遅
延
を
生
ぜ
し
め
な
い
こ
と
が
追
完
権
の
要
件
と
な
っ
て
い
る(

A
rt.

7
.1

.4
(

1)
(

a))

こ
と
か
ら
、
時
の
要
素
は
、「
重
大

性
」
の
概
念
か
ら
「
追
完
権
」
へ
移
り
そ
の
中
で
考
慮
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
場
合
に
は
「
重
大
性
」
の
判
断
の

中
に
は
、
時
の
経
過
の
要
素
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
総
合
し
て
み
る
と
、
考
慮
さ
れ
て
い
る
要
素
は
結
果
的
に
は
違
い
は
な

い
も
の
の
、
ど
ち
ら
で
考
慮
さ
れ
る
か
に
よ
っ
て
重
点
が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
結
果
に
違
い
が
生
じ
る
可
能
性
も
出
て
く
る
。

（
４
）
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ

(

�)

解
除
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
の
条
文
及
び
コ
メ
ン
ト
と
内
容
は
実
質
的
に
ほ
ぼ
等
し
く
、
修
正
さ
れ
て
い
る
点
は
限
ら

れ
て
い
る
。A

rt.
III

�

3
:

5
0

1

で
は
、「
射
程
及
び
定
義
」
と
し
て
、
解
除(

te
rm

in
atio

n)

の
用
語
は
、
契
約
で
は
な
し
に
、
契
約
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関
係
の
終
了(

co
n

tractu
al

re
latio

n
sh

ip)

を
意
味
す
る
と
定
め
、
即
ち
、
例
え
ば
訴
訟
行
為
が
な
さ
れ
る
と
、
解
消
さ
れ
る
の
は

契
約
で
は
な
し
に
当
事
者
間
の
契
約
上
の
関
係
と
さ
れ
る
。

(

�)

A
rt.

3
:

5
0

2

で
、
重
大
な
不
履
行
に
よ
る
解
除(

T
e

rm
in

atio
n

fo
r

fu
n

d
am

e
n

tal
n

o
n
-p

e
rfo

rm
an

ce)

と
し
て
、
�
項
で
、
契

約
上
の
義
務
の
不
履
行
が
重
大
な
場
合
に
は
債
権
者
は
解
除
で
き
、
�
項
で
、
重
大
な
不
履
行
に
な
る
場
合
と
し
て
、「
�
債
権
者

が
契
約
に
お
い
て
正
当
に
認
め
ら
れ
た
期
待
を
実
質
的
に
奪
わ
れ
た
と
き
、
契
約
締
結
時
、
債
務
者
が
そ
の
結
果
を
予
見
し
な
か
っ

た
か
、
予
見
す
る
こ
と
を
合
理
的
に
期
待
さ
れ
え
な
か
っ
た
と
き
を
除
い
て
、
履
行
の
全
体
ま
た
は
当
該
部
分
に
適
用
さ
れ
る
。
も

し
く
は
、
�
故
意(

in
te

n
tio

n
al)

も
し
く
は
不
注
意(

re
ck

le
ss)

で
、
か
つ
債
権
者
に
債
務
者
の
将
来
の
履
行
を
当
て
に
で
き
な

い
と
信
じ
さ
せ
る
に
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
き
」
と
規
定
す
る
。
重
大
な
契
約
違
反
と
な
る
場
合
に
つ
い
て
は
、P

E
C

L
A

rt.
8
:

1
0

3

で
は
、
�
号
で
義
務
の
厳
格
な
遵
守
が
契
約
の
「
本
質(

o
f

th
e

e
sse

n
ce)

」
で
あ
る
と
き
、
と
定
め
ら
れ
て
い
た
が
削
除
さ

れ
た
。
こ
れ
は
、
義
務
が
「
本
質
的
」
か
否
か
を
裁
判
所
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
か
ら
、
た
と
え
不
履
行
が
な
ん
ら
重
大
な
結
果
を
相
手

方
に
与
え
な
く
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
義
務
の
不
履
行
に
よ
っ
て
契
約
関
係
を
解
消
さ
せ
る
権
利
を
相
手
方
に
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
こ

と
が
理
由
に
さ
れ
て
い
る
。
但
し
当
事
者
が
契
約
の
中
で
そ
の
よ
う
な
効
果
を
定
め
る
の
は
自
由
で
あ
り
、
ま
た
一
定
の
取
引
に
お

い
て
は
慣
例
と
し
て
存
在
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
も
う
一
つ
の
修
正
点
と
し
て
は
、
コ
メ
ン
ト
に
追
完
権
と
の
関
係
が
入
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
当
事
者
の
義
務
に
は
二
重
の
側
面
が
あ
り
、
定
め
ら
れ
て
い
た
履
行
時
期
ま
で
は
不
履
行
は
あ
り
得
な
い
こ
と
が
、

履
行
期
前
に
不
履
行
に
対
す
る
追
完
が
な
さ
れ
う
る
場
合
に
債
務
者
が
追
完
権
を
持
つ
理
由
で
あ
る
、
と
説
明
さ
れ
る
。
債
務
者
は

履
行
を
全
く
試
み
ら
れ
な
か
っ
た
よ
り
も
悪
い
状
況
に
お
か
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
な
ぜ
な
ら
も
し
適
切
に
履
行
期
ま
で
に
履
行
で

き
れ
ば
、
契
約
に
適
合
し
た
履
行
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
た
と
え
履
行
期
後
で
あ
っ
て
も
、
債
務
者
は
遅
延
が
重
大
で
な
い
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限
り
追
完
権
を
持
つ(

A
rt.

III

�3:
2

0
3)

。
従
っ
て
解
除
は
、
遅
延
が
重
大
な
場
合
か
、
付
加
期
間
内
に
履
行
が
な
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
に
可
能
と
な
る
。
債
務
者
に
「
第
二
の
チ
ャ
ン
ス
」
を
与
え
る
こ
と
が
債
権
者
に
不
便
を
も
た
ら
す
か
も
し
れ
な
い
と
き
に
は
、

A
rt.

III
�3:

5
0

2

で
限
定
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
債
権
者
の
解
除
権
は
実
際
は
債
務
者
の
追
完
権
に
影
響
さ
れ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
遅

延
の
意
味
も
含
め
た
重
大
な
契
約
違
反
の
場
合
は
、
債
権
者
が
直
ち
に
解
除
す
る
権
利
を
有
す
る
の
で
、
追
完
権
は
認
め
ら
れ
な

い
。

(

�)

ま
た
、A

rt.
III

�3:
5

0
3

が
、
履
行
の
た
め
の
付
加
期
間
設
定
通
知
後
の
解
除
を
規
定
し
、
�
項
で
、
そ
れ
自
体
契
約
上
の
義
務

の
履
行
遅
延
が
重
大
で
な
い
場
合
に
、
債
権
者
は
履
行
の
た
め
の
合
理
的
長
さ
の
付
加
期
間
を
設
定
す
る
通
知
を
与
え
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
期
間
内
に
債
務
者
が
履
行
し
な
か
っ
た
場
合
の
解
除
と
、
�
項
で
、
そ
の
期
間
が
不
合
理
に
短
い
場
合
に
債
権
者
は
通
知

か
ら
合
理
的
期
間
後
に
の
み
解
除
で
き
る
こ
と
を
定
め
る
。
こ
の
規
定
は
、P

E
C

L
A

rt.
8
:

1
0

6
(

3)

を
、
解
除
の
規
定
と
し
て
独

立
さ
せ
た
も
の
で
、
内
容
は
変
わ
ら
な
い
。

(
�)

重
大
な
契
約
違
反
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
不
履
行
の
結
果
が
基
準
と
な
る
と
い
う
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
と
同
じ
方
向
へ
修
正
さ
れ
、
追
完
権

に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
が
追
加
さ
れ
つ
つ
も
、
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
よ
う
な
解
除
権
に
よ
っ
て
追
完
権
の
行
使
が
妨
げ
ら
れ
な
い
と
の
規
定

は
な
さ
れ
ず
、
内
容
的
に
は
従
前
と
変
わ
っ
て
い
な
い
と
言
え
る
。

な
お
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
と
は
異
な
り
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
や
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
は
、
立
法
の
目
的
が
異
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

(

�)

比
較
法

を
す
る
場
合
、
立
法
目
的
は
と
り
わ
け
後
者
の
よ
う
な
も
の
を
参
照
す
る
と
き
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
の
リ
ス
テ

イ
ト
メ
ン
ト
に
も
共
通
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
目
的
は

to
o

l
b

o
x

な
の
か

so
ft

law

な
の
か
は
さ
て
お
き
、
拘
束
力
の
あ
る
立
法
と

は
異
な
る
。
現
在
な
さ
れ
て
い
る
日
本
の
立
法
提
案
で
も
こ
れ
ら
を
参
照
し
、
こ
れ
ら
の
立
法
形
式
に
近
い
と
言
わ
れ
る
が
、
今
後

法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)
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解
釈
の
指
針
と
な
る
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
民
法
の
目
的

将
来
の
社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
ら
れ
う
る
法
の
運
用
、
裁
判
官
に
自
由

な
裁
量
を
認
め
る
と
い
う
目
的

を
留
意
し
て
、
運
用
の
幅
を
考
慮
し
た
も
の
を
規
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指

摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

(

�)
T

re
ite

l,
R

e
m

e
d

ie
s

fo
r

B
re

ach
o

f
C

o
n

tract,
in

v
o

n
M

e
h

re
n
,

In
te

rn
atio

n
al

E
n

cy
clo

p
e

d
ia

o
f

C
o

m
p

arativ
e

L
aw

,
v

o
l.

V
III,

2
0

0
8
(

1
9

7
6

C
h
.

1
6)

N
o
.

1
5

8

�16
1
;

こ
の
指
摘
は
多
く
の
文
献
で
参
照
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ばB

ase
d

o
w

,
D

ie
R

e
fo

rm
d

e
s

d
e

u
tch

e
n

K
au

fre
ch

ts
(

1
9

8
8)

,
S
.

3
6
;

B
u

n
d
e

sm
in

iste
r

d
e

r
Ju

ritz
a.

a.
O

.
(

A
n

m
4)

S
.

1
6

4
ff.;

S
ch

le
ch

trie
m

,
T

e
rm

in
atio

n
o

f
C

o
n

tracts

u
n

d
e

r
th

e
P

rin
cip

le
s

o
f

In
te

rn
atio

n
al

C
o

m
m

e
rcial

C
o

n
tracts,

in
B

o
n

e
ll/B

o
n

e
lli(���)

,
C

o
n

tratti
co

m
m

e
rciali

in
te

rn
azio

n
alie

P
rin

cip
i

U
n

id
ro

it
(

1
9

9
7)

at
2

5
0
.

(

�)
Z

im
m

e
rm

an
n
,

T
h

e
N

e
w

G
e

rm
an

L
aw

o
f

O
b

lig
atio

n
s,

2
0

0
5
,

at
6

7
;

S
ch

le
ch

trie
m

,
su

p
ra

n
o

te
5
,

at
2

5
4
.

(

�)
Z

im
m

e
rm

an
n
,

K
o

n
tu

re
n

e
in

e
s
�
�
���

	
���

�

V
e

rtrag
sre

ch
ts
(

1
9

9
5)

Ju
riste

n
ze

itu
n

g
S
.

4
8

3

�48
4
.

(

�)
Z

im
m

e
rm

an
n
,

a.
a.

O
.(

A
n

m
7)

,
S
.

4
8

4
.

ロ
ー
マ
法
で
は
、
個
々
の
事
例
に
お
い
て
当
事
者
に
契
約
解
除
権
を
与
え
て
も
、
契
約

違
反
に
対
す
る
一
般
的
な
解
除
権
は
認
め
な
か
っ
た
。

(

�)
F

le
ssn

e
r,

a.
a.

O
.(

A
n

m
3)

,
S
.

2
6

4
.

(

�)
Z

im
m

e
rm

an
n
,

a.
a.

O
.(

A
n

m
7)

,
S
.

4
8

4
;

S
ch

le
ch

trie
m

,
su

p
ra

n
o

te
5
,

at
2

4
9
.

(

�)
F

le
ssn

e
r,

a.
a.

O
.(

A
n

m
3)

,
S
.

2
6

0

�26
3
.

(

	)
F

le
ssn

e
r,

a.
a.

O
.(

A
n

m
3)

,
S
.

2
6

4
.

(


)
F

le
ssn

e
r,

a.
a.

O
.(

A
n

m
3)

,
S
.

2
7

1
.

(

�)
L

an
d

o
/B

e
ale

,
P

rin
cip

le
s

o
f

E
u

ro
p

e
an

C
o

n
tract

L
aw

,
P

A
R

T
I

an
d

II(
2

0
0

0)
at

3
7

7
;

T
re

ite
l,

su
p

ra
n

o
te

5
,
�

2
4

5
;

B
u

n
d

e
s-

m
in

iste
r

d
e

r
Ju

ritz,
a.

a.
O

.(
A

n
m

4)
,

S
.

1
6

4
,

1
6

7
.

(

�)

要
を
得
た
概
要
に
つ
い
て
は
、
潮
見
佳
男
「
ド
イ
ツ
債
務
法
の
現
代
化
と
日
本
債
権
法
学
の
課
題


�
」
民
商
一
二
四
巻
三
号
三
〇
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九－

三
五
八
頁

(

二
〇
〇
一
年)

を
参
照
。

(
�)

S
ch

le
ch

trie
m

,
su

p
ra

n
o

te
5
,

at
2

5
0
.

(
�)
提
案
三
二
六
条[

N
ach

frist

後
の
解
除
権]

「
�
双
務
契
約
の
場
合
、
債
務
者
が
定
め
ら
れ
た
時
期
に
履
行
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、

債
権
者
は
履
行
の
た
め
に

N
ach

frist

を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
履
行
が
、N

ach
frist

の
経
過
ま
で
に
な
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
債
権

者
は
契
約
解
除
権
が
与
え
ら
れ
る
。
�N

ach
frist

の
経
過
後
履
行
が
な
さ
れ
、
そ
れ
が
債
権
者
の
解
除
の
意
思
表
示
の
前
で
あ
れ
ば
、

債
権
者
は
遅
滞
な
く
解
除
の
意
思
表
示
を
し
な
い
場
合
、
解
除
権
は
消
滅
す
る
。
�
債
権
者
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た

N
ach

frist

の
期
間

が
相
当
で
な
い
場
合
、
債
権
者
は
履
行
が
相
当
の
期
間
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
解
除
権
が
認
め
ら
れ
る｣

。
三
二
六
ａ
条
�[

重
大
な
契
約
違

反
の
場
合
の
即
時
の
解
除
権]

、
�[

重
大
な
契
約
違
反
の
定
義]

、
�[

適
時
履
行
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
が
重
大
な
契
約
違
反
の
と
き]

。

三
二
六
ｂ
条

[

不
能
・
履
行
拒
絶
の
場
合
の
即
時
の
解
除
権]

。
三
二
六
ｃ
条
�[

付
随
義
務
違
反
が
重
大
な
契
約
違
反
の
と
き]

。

(

�)

以
上
に
つ
き
、U

.
H

u
b
e

r,
�
�
����

�
�
���	
�

�
�
�
�
�

in
:

B
u

n
d
e

sm
in

iste
r

d
e

r
Ju

stiz,
G

ru
tach

te
n

u
n

d
�


���

�
����

zu
r
�
��
�

�
��
���

�
�

d
e

s
S

ch
ld

re
ch

ts
B

an
d

1
(

1
9

8
1)

,
S
.

7
0

3
f,

7
0

5
ff.

(

�)
B

u
n

d
e

sm
in

iste
r
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r
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ritz,
a.a.O

.(
A

n
m

4)
,

S
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ff.

(

�)
A

rt.
3

2
3

B
G

B
-K

E

�
債
務
者
が
双
務
契
約
上
の
義
務
に
違
反
し
、N

ach
frist

が
設
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
解
除
を
覚
悟
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
き
、
債
権
者
は
設
定
し
た
相
当
期
間
の
徒
過
後
、
契
約
を
解
除
で
き
る
。
義
務
違
反
に
よ
っ
て
期
間
設
定
が
問
題
に
な

ら
な
い
場
合
は
催
告
が
そ
れ
に
代
わ
る
。
義
務
違
反
が
履
行
の
一
部
に
限
定
さ
れ
る
と
き
、
債
権
者
は
そ
の
一
部
履
行
の
た
め
に
何
ら
利

益
を
有
さ
な
い
と
き
全
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
�
次
の
場
合
に
は
、
期
間
の
設
定
又
は
催
告
は
必
要
と
な
ら
な
い
。
1.
そ
れ

ら
が
何
ら
効
果
を
有
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
と
き
、
2.
債
権
者
が
契
約
に
対
す
る
利
益
の
存
続
を
、
適
時
の
履
行
に
結
び
付
け
た
場
合
、

契
約
で
定
め
ら
れ
た
期
限
あ
る
い
は
期
間
内
に
履
行
が
な
さ
れ
な
い
と
き
、
3.
双
方
の
利
益
を
考
慮
し
て
、
特
別
の
事
情
か
ら
即
時
の
解

除
が
正
当
化
さ
れ
る
と
き
、
�
解
除
は
次
の
場
合
、
排
除
さ
れ
る
。
1.
義
務
違
反
が
些
細(

u
n

e
rh

e
b

lich)

な
と
き
、
2.2

4
1

IIB
G

B
-K

E

(

相
手
方
の
法
益
へ
の
配
慮
義
務)

の
意
味
に
お
け
る
義
務
が
違
反
さ
れ
、
義
務
違
反
に
も
か
か
わ
ら
ず
債
権
者
を
契
約
に
引
き
留
め
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
き
、
3.
債
権
者
が
、
義
務
違
反
に
専
ら
ま
た
は
主
に
責
任
を
負
う
べ
き
と
き
、
4.
債
務
者
が
既
に
有
し
又
は
解
除
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後
遅
滞
な
く
有
す
る

2
7

5
B

G
B

-K
E

の
抗
弁
が
、
解
除
権
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
と
き
、
�
解
除
の
要
件
が
発
生
す
る
こ
と
が
明
白
で
あ

る
と
き
、
債
権
者
は
履
行
期
前
で
も
解
除
権
を
有
す
る
。
�
債
権
者
は
、
解
除
権
行
使
の
た
め
の
相
当
な
期
間
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

債
権
者
は
そ
の
期
間
内
は
解
除
権
を
行
使
で
き
ず
、
相
当
期
間
の
徒
過
後
初
め
て
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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0
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.

1
7

5
ff.
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a.
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.
(

A
n

m
2

1)
,

S
.

3
4
.

A
rt.

3
2

3
B

G
B

-R
E
[

義
務
違
反
の
際
の
解
除
権]

�
債
務
者
が
双
務
契
約
上
の

義
務
に
違
反
し
た
と
き
、
債
権
者
は
期
間
を
設
定
し
て
契
約
の
履
行
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
徒
過
後
解
除
で
き
る
。
期
間
が
設
定

さ
れ
な
い
か
、
又
は
設
定
さ
れ
た
期
間
が
不
相
当
に
短
い
と
き
、
相
当
期
間
が
設
定
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
義
務
違
反
の
態
様
に

よ
っ
て
、
期
間
設
定
が
問
題
に
な
ら
な
い
な
ら
ば
、
催
告
が
そ
れ
に
代
わ
る
。
義
務
違
反
が
履
行
の
一
部
分
に
限
定
さ
れ
る
と
き
は
、
債

権
者
が
全
契
約
を
解
除
で
き
る
の
は
、
一
部
の
履
行
で
は
債
権
者
に
何
ら
利
益
と
な
ら
な
い
と
き
だ
け
で
あ
る
。
�
一
〜
三
同
前
、
4.

A
rt.

2
8

3
III

に
従
っ
た
期
間
が
徒
過
し
た
と
き
に
は
催
告
が
な
く
て
も
よ
く
、
又
は

N
ach

frist

の
経
過
の
途
中
で
そ
う
な
っ
た
場
合
は
、

債
権
者
は
即
時
に
解
除
が
で
き
る
。
�
一~

二
同
前
、
3.(

追
加)

又
は
債
務
者
の
責
に
帰
さ
な
い
義
務
違
反
が
、
債
権
者
の
受
領
遅
滞

中
に
生
じ
た
と
き
。
�
債
務
者
が
給
付
の
一
部
を
実
現
し
た
場
合
に
お
い
て
、
債
権
者
は
一
部
給
付
に
つ
き
利
益
が
な
い
と
き
に
の
み
、

契
約
全
体
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
債
務
者
が
給
付
を
契
約
適
合
的
に
実
現
し
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
義
務
違
反
が
軽
微

で
あ
る
と
き
に
は
、
債
権
者
は
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。A

rt.
3

2
4

B
G

B
-R

E

�[

そ
の
他
の
義
務
違
反]

双
務
契
約
に
お

い
て
、
債
務
者
が
そ
の
他
の
義
務
に
違
反
し
た
場
合
に
、
債
権
者
は
そ
の
義
務
違
反
が
重
大
で
あ
り
、
か
つ
債
権
者
に
と
っ
て
契
約
を
維

持
す
る
こ
と
が
も
は
や
期
待
で
き
な
い
と
き
に
、
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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潮
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・
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頁－
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頁－
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(

�)
Z
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m

e
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an
n
,

a.
a.

O
.(

A
n

m
7)

,
S
.

4
8

5
,

ド
イ
ツ
債
務
法
草
案
も
、
比
較
法
調
査
の
結
果
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
で
一
般
的
に
認
め
ら
れ
た

原
則
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
た
だ
規
定
は
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
と
は
逆
の
言
い
方
を
し
て
お
り
、N

ach
frist

を
原
則
と
し
て
、
一
定
の
重
大
な
契

約
違
反
の
場
合
の
例
外
を
設
け
て
い
る
も
の
の
、
実
際
の
帰
結
は
区
別
で
き
な
い
と
す
る
。F

le
ssn

e
r,

.a.
a

O
.(

A
n

m
3)

,
S
.

2
6

4
.

S
ch

le
ch

trie
m

,
su

p
ra

n
o

te
5
,
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2

6
5
;

S
ch
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,
R

e
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tsv
e

re
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h
e
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u

n
g

in
E

u
ro
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n
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S

ch
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ld
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ch
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re
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D
e

u
tsch

lan
d
,

Z
E

u
P
(

1
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9
3)

S
.

2
1

7

�

2
4

6
;

契
約
維
持
の
観
点
か
ら
論
じ
る
も
の
と
し
て
、W

e
lle

r,
D

ie
V

e
rtrag

stre
u

e－
V

e
rtrag

s-

b
in

d
u

n
g－
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u
e
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2
0
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3
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ff.
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9
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f.

(

�)

な
お
こ
れ
に
対
し
て
、
先
に
見
た
政
府
草
案
の
理
由
説
明
及
び
カ
ナ
ー
リ
ス
の
立
場
は
微
妙
に
異
な
る
。
と
り
わ
け
不
完
全
な
履
行

・
一
部
不
履
行
の
場
合
、
義
務
違
反
が
さ
さ
い
で
あ
る
と
き
と
、
債
権
者
の
利
益
が
妨
げ
ら
れ
て
い
な
い
と
き
に
だ
け
解
除
を
認
め
ず
、

原
則
と
し
て
期
間
経
過
後
は
解
除
し
う
る
べ
き
だ
と
の
考
え
方
は
、
前
者
の
立
場
の
帰
結
と
は
異
な
る
。
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,
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.
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U
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b
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rtrag
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e
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g
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0
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,
S
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1
ff.
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M

e
d

icu
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V
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:
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�

V
e
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e
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in
h

e
it-

lich
u

n
g

u
n

d
d
e

u
tsch

e
s

R
e

ch
t
(

2
0

0
0)

.
日
本
語
訳
、
ユ
ル
ゲ
ン
・
バ
セ
ド
ウ
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
一
契
約
法
へ
の
道
』
二
三
一
頁
。

�
�
�
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.
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;
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tsm

o
d

e
rn

isie
ru

n
g
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2
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,
S
.

6
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0

�66
1
.

(

�)

こ
の
点
に
関
し
て
、
フ
ー
バ
ー
は
、
重
大
で
な
い
瑕
疵
も

N
ach

frist

を
徒
過
し
た
場
合
に
、
た
と
え
ば
何
度
修
理
の
要
請
を
し
て

も
修
理
を
し
な
い
な
ど
、
そ
の
後
の
売
主
の
対
応
に
よ
っ
て
は
「
重
大
な
契
約
違
反
」
に
至
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。H

u
b
e

r,

in
:

v
o

n
C
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m
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/S
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R
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A
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R
n
.

2
,

1
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,

A
rt.

4
7

S
.

4
5

5
ff.

拙
稿
「
契
約
解
除
に
お
け
る
『
重
大
な
契
約
違
反
』
と
帰
責
事
由
」
民
商
一
一
〇
巻
三
号
四
七
五
頁
参
照
。
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p
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参
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、
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四
七
五
頁
。

(

�)
H

u
b
e

r,
a.

a.
O

.(
A

n
m

1
8)

,
S
.

8
3

2
f.

(

�)
M

e
d

icu
s,

a.
a.

O
.(

A
n

m
2

9)
S
.

1
8

0
ff,

バ
ー
ゼ
ド
ウ
、
前
掲
注

(
�)
二
三
六
頁
参
照
。B

u
n

d
e

sm
in

iste
r

d
e

r
Ju

stiz,
a.

a.
O

.

(
A

n
m

4)
,

S
.

1
6

3
ff.

法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)

論

説

240

二
四
〇

Ⅰ



(

�
ａ)

C
an

aris,
a.

a.
O

.(
A

n
m

2
a)

,
S
.1

1
f;

U
n

b
e

rath
,

a.
a.

O
.(

A
n

m
2

8
a)

,
S
.

3
6

9
.

(
�)

S
ch

w
e

n
ze

r,
R

e
ch

tsb
e

h
e

lfe
u

n
d
�
�
��
���

���
	

�
�
�

���		�
im

C
IS

G
,

in
d
e

m
E

u
ro

p
e

an
u

n
d

U
N

ID
R

O
IT

P
rin

cip
le

s,
im

G
an

d
o

rfi-E
n

tw
u

rf
so

w
ie

im
S

ch
u

ld
re

ch
tsm

o
d

e
rn

isie
ru

n
g

sg
e

se
tz,

in
S

ch
le

ch
trie

m
(

H
rsg

.)
,

W
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.

日
本
語
訳
シ
ュ
レ
ヒ
ト
リ
ー
ム
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
債
務

法
の
変
遷』
、
五
九
頁
参
照
。
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�)

こ
の
考
え
方
は
、
ハ
ー
グ
統
一
売
買
法(

Ｅ
Ｋ
Ｇ)

の
、
引
渡
場
所
に
関
す
る
違
反
・
物
品
が
不
適
合
な
場
合
に
、
明
文
で
重
大
な

違
反
と
引
渡
期
日
に
関
す
る
違
反
双
方
を
必
要
と
す
る
考
え
方
と
共
通
す
る(
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E
IN

H
E

IS
T

E
R

K
A

M
P
,

C
O

M
M

E
N

T
A

R
Y

O
N

T
H

E

U
N

ID
R

O
IT

P
R

IN
C

IP
L

E
S

O
F

I N
T

E
R

N
A

T
IO

N
A

L
C

O
M

M
E

R
C

IA
L

C
O

N
T

R
A

C
T

S
(

P
IC

C
)
(

2
0

0
9)

,
at

8
1

5

�81
7
.

(

�)

本
条
の
解
釈
に
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
二
五
条
の
経
験
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
る;

P
.

H
u

b
e

r,
su

p
ra

n
o

te
8

4
,

In
tro

d
u

ctio
n

to

�
7
.3

at
8

2
2
.

拙
稿｢

契
約
解
除
に
お
け
る『

重
大
な
契
約
違
反
』
と
帰
責
事
由
」
民
商
一
一
〇
巻
二
号
二
七
三
頁
、
三
号
四
六
二
頁
参
照
。

(

�
ａ)

P
.

H
u

b
e

r,
su

p
ra

n
o

te
8

4
,

A
rt.7

.3
.1

n
o
.

1
7

at
8

2
3
.

(

�)
P

.
H

U
B

E
R
,

su
p

ra
n

o
te

8
4
,

A
rt.

7
.3

.1
n

o
.

9
2

at
8

3
8
.

(

�)
U

N
ID

R
O

IT
,

U
N

ID
R

O
IT

P
R

IN
C

IP
L

E
S

O
F

IN
T

E
R

N
A

T
IO

N
A

L
C

O
M

M
E

R
C

IA
L

C
O

N
T

R
A

C
T

S
2

0
0

4
,

at
2

0
1

�2;
B

o
n

e
ll,

T
h

e
U

N
ID

R
O

IT

P
rin

cip
le

s
in

P
ractice

2
n

d
E

d
itio

n
(

2
0

0
6)

,
at

3
7

5

�39
2
;

H
u

b
e

r,
su

p
ra

n
o

te
8

4
,

A
rt

7
.3

.1
n

o
.

8
8

�96
.

(

�
ａ)

S
ch

e
lh

aas
;

in
V

O
G

E
N

A
U

E
R

/K
L

E
IN

H
E

IS
T

E
R

K
A

M
P

,
su

p
ra

n
o

te
8

4
,

A
rt

7
.1

.5
n

o
.

2
4

�5at
7

5
9
;

S
ch

le
ch

trie
m

,
A

b
-

stan
d

n
ah

m
e

v
o

m
V

e
rtrag

,
in

B
ase

d
o

w
a.

a
.

O
.(

A
n

m
2

9)
S
.

1
6

7
f.

(

�)
U

N
ID

R
O

IT
,

su
p

ra
n

o
te

8
7
,

at
1

9
6

�

2
0

0
.

(

�)

一
般
的
な
指
摘
と
し
て
、
参
照

M
ax

P
lan

ck
In

stitu
te

,
P

o
licy

O
p

tio
n

s
fo

r
P

ro
g

re
ss

T
o

w
ard

s
a

E
u

ro
p

e
an

C
o

n
tract

L
aw

C
o

m
m

e
n

ts
o

n
th

e
issu

e
s

raise
d

in
th

e
G

re
e

n
P

ap
e

r
fro

m
th

e
C

o
m

m
issio

n
o

f
1

Ju
ly

2
0

1
0
,

C
O

M
(

2
0

1
0)

3
4

8
fin

al.

(

	)
v

o
n

B
ar

an
d

C
liv

e
,

P
R

IN
C

IP
L

E
S ,

D
E

F
IN

IT
IO

N
S

A
N

D
M

O
D

E
L

R
U

L
R

S
O

F
E

U
R

O
P

E
A

N
P

R
IV

A
T

E
L

A
W

D
raft

C
o

m
m

o
n

F
ram

e
o

f

R
e

fe
re

n
ce
(

D
C

F
R
)

F
u

ll
E

d
itio

n
V

o
lu

m
e

I
(

2
0

0
9)

,
B

o
o

k
III

at
8

5
0

�1.

(


)
v

o
n

B
ar,

su
p

ra
n

o
te

9
0
,

at
8

5
2

�

6
.

(

�)
v

o
n

B
ar,

su
p

ra
n

o
te

9
0
,

at
8

6
2

�

6
.

(

�)

参
照
、
戒
能
・
上
村
・
石
田

『

法
創
造
の
比
較
法
学
、
先
端
的
課
題
へ
の
挑
戦』

(

二
〇
一
〇
年)

。
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（
１
）
解
除
に
お
け
る
二
つ
の
要
件

一
、｢

重
大
な
契
約
違
反
」
要
件
の
内
容

と
り
わ
け
第
一
の
視
点
と
第
二
、
第
三
の
視
点
の
関
係

債
権
者
を
契
約
か
ら
解
放
さ
せ
る
要
件
と
し
て
、「
重
大
な
契
約
違
反
」
が
必
要
と
考
え
る
と
き
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
一
般
的

な
定
式
を
立
て
た
際
の
視
点
は
三
つ
あ
る
と
の
分
析
が
、F

le
ssn

e
r

に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
不
履
行
さ
れ
た
の
は

契
約
の
ど
の
規
定
か
に
注
目
し
、「
契
約
と
契
約
の
義
務
の
内
容
」(

例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の

W
arran

ty
,

C
o

n
d

itio
n

や
ド
イ
ツ
の

主
た
る
義
務
・
付
随
義
務
の
区
別
で
あ
る
。)
二
つ
目
が
、
債
務
者
の
契
約
違
反
の
程
度
（
重
大
性
）
で
あ
り
、
こ
の
視
点
に
よ
っ

て
契
約
の
構
造
だ
け
で
な
く
、
契
約
締
結
後
の
不
履
行
の
状
況
も
意
味
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
、
第
一
の
視
点
の
欠
点
を
補
い
結

果
も
考
慮
で
き
る
。
例
え
ば
、
賃
料
支
払
い
が
二
か
月
遅
れ
て
も
解
約
は
無
理
だ
が
、
付
随
的
義
務
と
考
え
ら
れ
る
賃
借
人
の
廊
下

の
掃
除
義
務
も
継
続
し
て
怠
る
と
解
約
に
至
る
こ
と
が
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
法
上
の
履
行
拒
絶
（R

e
p

u
d

iatio
n)

や
、
ス
イ
ス
の
判
例

上
の
債
務
者
の
敵
対
的
態
度
が
解
除
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
こ
の
視
点
に
入
る
。
さ
ら
に
、
三
つ
目
が
債
権
者
が
不
履
行
に

よ
り
ど
の
よ
う
な
状
態
に
置
か
れ
た
か
、
す
な
わ
ち
「
債
権
者
利
益
の
侵
害
さ
れ
た
程
度
」
で
あ
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
が
こ
れ
を
出
発
点

と
す
る
。
こ
れ
ら
の
視
点
は
、
結
合
さ
れ
（P

E
C

L
,

P
IC

C

は
明
示
）
思
考
上
も
不
可
分
で
あ
り
、
具
体
的
ケ
ー
ス
で
ど
の
考
慮
が

決
定
的
か
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

(

�)

法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)
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反
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る
こ
と
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な
お
、
物
品
の
契
約
不
適
合
が
重
大
な
契
約
違
反
に
達
し
て
い
る
か
は
非
常
に
難
し
い
問
題
で
、
こ
の
概
念
に
よ
る
解
消
要
件
の

不
明
確
性
に
つ
い
て
は
批
判
さ
れ
て
い
る
が

(

�)

、
こ
の
場
合
、
当
事
者
間
で
一
定
の
品
質
や
特
徴
の
約
束
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
契

約
中
に
明
示
的
に
述
べ
る
か
、
少
な
く
と
も
契
約
締
結
時
に
当
事
者
の
言
明
や
行
為
に
照
ら
し
て
明
ら
か
に
す
る
べ
き
で
あ
る)

、

間
違
い
な
く
買
主
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
客
観
的
な
そ
の
特
徴
の
重
要
性
や
価
値
に
か
か
わ
り
な
く
、
契
約
を

解
消
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
よ
り
一
般
的
に
い
わ
ゆ
る
付
随
義
務
の
不
履
行
（
不
完
全
な
履
行
）
に
つ
い
て
も
、
単
な
る
主
た

る
義
務
と
の
資
格
付
け
で
決
ま
る
の
で
は
な
し
に
、
解
除
の
問
題
は
、
特
別
な
義
務
の
重
要
性
と
、
債
務
者
の
こ
の
重
要
性
に
対
す

る
予
見
可
能
性
に
よ
っ
て
決
ま
り
、
不
適
合
物
品
に
よ
る
解
消
の
問
題
と
同
じ
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
特
殊
の
義
務
の
重
要
性

を
強
調
す
る
の
は
当
事
者
の
責
任
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
主
た
る
義
務
と
付
随
義
務
の
区
別
は
、
こ
の
重
要
性
の
最
初
の
兆
候
を
示
す

も
の
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
す
な
わ
ち
、
予
見
可
能
性
の
要
素
は
非
常
に
重
要
で
、
た
と
え
ば
主
た
る
義
務
に
つ
い
て
は
、
そ
の

重
要
性
は
常
に
債
務
者
に
予
想
さ
れ
、
合
理
的
に
予
見
し
う
る
。
従
っ
て
、
債
務
者
が
こ
れ
ら
の
義
務
を
違
反
す
る
と
、
債
権
者
の

期
待
利
益
が
奪
わ
れ
る
こ
と
を
予
見
で
き
る
よ
う
に
、
遵
守
す
る
こ
と
が
根
本
的
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、

主
た
る
義
務
を
除
い
て
は
、
当
事
者
の
責
任
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

(

�)

こ
の
意
味
で
、
先
の
第
一
の
視
点
は
、
重
大
性
を
判
断
す
る
場
合

に
重
要
な
要
素
と
な
り
う
る
。

こ
の
点
、
ド
イ
ツ
法
と
の
比
較
で
対
立
が
表
面
化
す
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
先
述
の
よ
う
に
不
完
全
な
履
行
の
場
合
の

N
ach

-

frist

徒
過
後
の
規
準

｢
u

n
e

rh
e

b
lich

t｣

と
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
等
の
重
大
な
不
履
行
で
あ
る

(

日
本
の
瑕
疵
担
保
で
あ
れ
ば

｢

契
約
目
的
達

成｣

規
準
で
あ
る)

。
ド
イ
ツ
法
は
二
三
二
条
五
項
一
文
の
一
部
不
履
行
と
の
関
係
で
分
割
可
能
性
が
重
要
と
な
る
が
、
こ
の

｢

分

割
可
能
性｣

は
上
述
の
よ
う
に
英
米
法
で
も
判
断
を
分
け
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て

(

ひ
い
て
は
代
替
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・
追
完
可
能
性)

重
大
性
を
判
断
す
る
と
ド
イ
ツ
法
の
規
準
も
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ

の
点
も
含
め
解
除
要
件
の

｢

統
一
化
と
類
型
化｣

は
次
稿
で
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

二
、
等
価
交
換
契
約
に
お
け
るN

ach
frist

要
件
の
正
義
・
信
頼
の
要
素
と
当
事
者
意
思
の
要
素

給
付
義
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
の
基
本
ル
ー
ル
は
、
双
務
契
約
の
基
本
的
考
え
方
、
す
な
わ
ち
、
双
務
的
な
契
約
義
務
に
は
従

属
性
が
期
待
さ
れ
て
い
る

相
手
方
当
事
者
が
義
務
を
完
全
に
か
つ
適
時
に
履
行
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
、
当
事
者
双
方

の
自
ら
の
義
務
が
基
礎
と
す
る
期
待
の
一
部
で
あ
る

こ
と
か
ら
生
じ
る
と
さ
れ
、
不
履
行
に
対
す
る
責
任
を
前
提
と
せ
ず
、
債

務
者
の
態
様
の
故
で
は
な
く
、
債
権
者
が
約
束
さ
れ
た
も
の
を
得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
そ
れ
故
に
契
約
に
無
制
限
に
拘
束
さ
れ
る
必

要
が
な
い
か
ら
と
考
え
ら
れ
て
い
る

(
交
換
的
正
義
の
現
れ
と
説
明
さ
れ
る)

。
他
方
、
こ
の
債
務
者
の
責
任
の
要
素

(

債
務
者
の

態
様)

は
、
重
大
な
契
約
違
反
の
判
断
に
際
し
て
、N

ach
frist

が
徒
過
し
た
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
不
十
分
な
場
合
に
お
い
て
、

債
権
者
と
債
務
者
の
利
益
の
衡
量
を
す
る
際
、
考
慮
さ
れ
る
一
要
素
で
は
あ
り
う
る
。
た
と
え
ば
、
債
務
者
が
誠
実
に
努
力
し
て
い

た
か
、
故
意
に
契
約
義
務
に
反
し
て
い
た
か

(

し
か
し
付
随
的
義
務
が
意
図
的
に
違
反
さ
れ
た
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る)

、
不
履

行
が
わ
ず
か
な
過
失
で
生
じ
た
か
、
予
期
し
え
な
い
避
け
が
た
い
事
情
に
よ
り
妨
げ
ら
れ
た
か
、
と
り
わ
け
人
的
信
頼
を
前
提
と
す

る
契
約
の
場
合
は
、
非
個
性
的
な
大
量
取
引
と
比
べ
て
、
債
務
者
の
誤
っ
た
態
様
は
消
極
的
に
評
価
さ
れ
や
す
い
と
さ
れ
る
。

(

�)

カ
ナ
ー
リ
ス
が

N
ach

frist

設
定
徒
過
に
よ
り
解
除
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
交
換
的
正
義
の
観
点
か
ら
債
務
者
が
履
行

し
な
い
、
で
き
な
い
と
の
説
得
力
あ
る
懸
念
の
原
因
が
存
し

｢

意
味
の
あ
る
債
権
者
利
益
の
危
殆
化｣

と
説
明
し
、
不
能
を
典
型
と

し
て
そ
れ
と
パ
ラ
レ
ル
に
捉
え
る
の
に
対
し
、
メ
デ
ィ
ク
ス
も
、
こ
の
点
前
述
の
よ
う
に
、N

ach
frist

手
続
き
が
要
件
と
認
め
ら
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れ
る
の
は
、
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
た
か
ら
だ
と
分
析
す
る
。N

ach
frist

を
設
定
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
債
務
者
が
履
行
す
る

こ
と
な
し
に
徒
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
履
行
が
な
さ
れ
る
見
込
み
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
重
大
な
契
約
違
反
に

相
当
し
、
解
除
が
認
め
ら
れ
る
と
言
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
重
大
な
契
約
違
反
の
要
素
と
し
て
、「
信
頼
関
係
を
損
な
う
こ
と
」

を
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
明
示
す
る
が
、
一
般
的
に
も
継
続
的
契
約
で
は
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
要
件
と
な
る
と
さ
れ
て
き
た
。
こ

れ
は
、
継
続
的
契
約
に
お
い
て
は
信
頼
関
係
が
基
礎
と
な
っ
て
お
り
、
将
来
に
お
い
て
（
す
な
わ
ち
給
付
の
行
わ
れ
て
い
な
い
期
間)

、

不
履
行
当
事
者
の
契
約
適
合
的
な
行
動
が
な
お
期
待
で
き
る
か
ど
う
か
に
よ
り
判
断
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
場
合
、
通
常
の

履
行
期
前
の
契
約
の
解
消
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
重
大
な
理
由
」

著
し
い
契
約
違
反

が
あ
る
場
合
の
み
に
正
当
化
さ
れ

る
と

(

�)

考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
継
続
的
契
約
に
限
ら
ず
一
般
の
契
約
に
お
い
て
も
、
な
さ
れ
て
い
な
い
給
付
の
将
来
の

履
行
に
つ
い
て
は
状
況
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
重
大
な
契
約
違
反
」
の
要
素
の
中
に
、「
信
頼
関
係
を
損
な
う
こ
と
」
す

な
わ
ち
「
将
来
の
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
信
頼
で
き
る
か
」
と
い
う
要
素
も
認
め
る
な
ら
ば
、
解
除
に
関
す
る
こ
れ
ら
二

つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
や
は
り
、
意
義
は
同
じ
で
区
別
は
法
技
術
的
な
意
味
し
か
持
た
な
い
と

(

�)

い
う
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
関
し
て
、
上
述
の
よ
う
に
解
除
要
件
と
し
て
「
も
は
や
相
手
方
の
将
来
の
履
行
を
当
て
に
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
信
ず
る
に
値
す
る
理
由
が
あ
る
と
き
」
と
い
う
客
観
的
な
要
件
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
継
続
的
契
約
で
あ
れ
ば
、
全
体
の
契
約

解
除
は
、
全
体
の
契
約
に
関
し
て
遅
滞
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

N
ach

frist

手
続
き
に
基
づ
い
て
は
で
き
な
い
と
さ
れ
る
が
、
こ
の

点
は
、
一
部
の
不
履
行
を
も
っ
て
全
体
の
契
約
を
解
除
す
る
場
合
に
も
、
重
大
な
契
約
違
反
の
考
え
方
で
し
か
説
明
で
き
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
で
も
、
両
者
を
全
く
別
の
制
度
と
構
成
す
る
こ
と
に
は
、
限
界
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、N

ach
frist

の
解
除
要
件
の
捉
え
方
に
つ
い
て
も
、co

n
d

itio
n

概
念
を
基
礎
に
当
事
者
の
意
思
を
根
拠
に
、
当
事
者
の
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意
思
か
ら
解
除
の
要
件
を
導
く
考
え
方
に
基
づ
く
英
米
法
と
ド
イ
ツ
法
で
は
、
異
な
る
視
点
か
ら
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
見
え
る
。
状

況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の

N
ach

frist

の
機
能
に
つ
い
て
は
、
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
上
述
の
よ
う
に
正

義
・
信
頼
の
要
素
か
ら

N
ach

frist

の
根
拠
を
説
明
す
る
考
え
方
に
対
し
て
、
英
米
法
は
相
手
方
の
不
履
行
後
、
相
手
方
の
履
行
の

た
め
の
充
分
な
相
当
期
間
を
設
定
し
、
相
手
方
に
履
行
を
求
め
そ
の
期
間
が
債
権
者
に
と
っ
て
最
終
期
限
で
あ
る
こ
と
を
通
知
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
治
癒
の
た
め
の
期
限
を
本
質
的
と
考
え
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
も
う
一
度
相
手
方
を
待
た
せ
る
こ
と
は
正
当
化
さ
れ

な
い
こ
と
か
ら
、
二
度
目
の
期
限
の
徒
過
が
解
除
を
正
当
化
す
る
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
は
相
手
方
に
不
利

益
が
生
じ
な
く
て
も
、
こ
れ
以
上
治
癒
を
遅
ら
す
こ
と
は
正
当
化
さ
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、co

n
d

itio
n

に
依
拠
し
「
重
大
な
契
約
違
反
」
を
要
件
と
す
る
英
米
法
と
、
二
度
目
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
正
義
・
信
頼
の
観
点
か
ら
履
行
し
な
い
場
合
に
解
除
を
認
め
る
と
の
、
客
観
的
な
状
況
か
ら
当
然
に
効
力
が
生
じ
る
も

の
と
捉
え
る
ド
イ
ツ
法
の
解
除
要
件
の
捉
え
方
の
違
い
は
、
例
え
ば
一
方
の
履
行
が
不
能
に
な
っ
た
場
合
な
ど
で
は
違
い
は
表
面
化

す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
双
務
性
・
等
価
均
衡
を
基
礎
と
す
る
本
質
的
な
考
え
方
に
お
い
て
は
変
わ
り
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

前
者
は
「
相
手
方
の
不
履
行
に
よ
り
当
初
定
め
た
期
限
が
経
過
し
た
こ
と
に
よ
り
、
た
と
え
履
行
期
の
意
味
が
不
確
定
で
も
、
不
履

行
の
相
手
方
か
ら
相
手
方
の
履
行
を
条
件
と
し
て
新
た
な
期
限
を
通
知
し
た
こ
と
」
に
よ
り
、
期
限
が
本
質
的
で
あ
る
こ
と
が
明
確

に
な
り
（
相
当
性
の
判
断
が
重
要
と
な
る
）
解
除
に
つ
な
が
る
と
す
る
考
え
方

(

期
限
徒
過
が
重
大
な
契
約
違
反
と
な
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
る
）
で
あ
り
、
後
者
は
「
第
二
の
履
行
の
た
め
の
期
間
を
設
定
し
た
に
も
拘
ら
ず
履
行
し
な
い
こ
と
」
が
客
観
的
に
解
除

を
導
く
と
考
え
る
考
え
方
（
将
来
の
履
行
に
信
頼
が
も
て
な
い
と
の
重
大
性
、
債
権
者
利
益
の
危
殆
化
を
根
拠
に
す
る
考
え
方
）
の

違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
英
米
法
で
も
当
事
者
の
合
意
を
出
発
点
と
し
な
が
ら
、
擬
制
的
意
思
を
根
拠
に
契
約
か
ら
の
解
放
を
認
め
て
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お
り
、
ま
た
ド
イ
ツ
法
も
契
約
か
ら
の
解
放
を
認
め
る
根
拠
と
し
て
当
事
者
意
思
を
援
用
す
る
。
問
題
は
、
ど
こ
ま
で
一
般
化
し
、

ど
こ
ま
で
契
約
の
個
別
の
事
情
を
考
慮
す
る
こ
と
を
、
具
体
的
な
場
合
に
お
い
て
許
す
か
に
帰
着
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三
、
付
加
期
間
設
定
解
除
要
件
の
適
用
範
囲

ド
イ
ツ
法
は
か
つ
て
、N

ach
frist

の
要
件
を
遅
延
の
場
合
に
限
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
や
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
、
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
で

も
同
様
で
あ
る
。
一
方
現
行
ド
イ
ツ
法
で
は
、
す
べ
て
の
義
務
違
反
に
適
用
が
あ
る
と
し
つ
つ
、
別
に
契
約
不
適
合
の
要
件
を
三
二

三
条
五
項
二
文
で
加
え
る
。
不
履
行
当
事
者
に
通
知
を
し
、
相
当
期
間
を
設
定
し
て
第
二
の
履
行
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
と
い
う
点

に
お
い
て
、
遅
延
と
不
適
合
給
付
は
共
通
し
て
問
題
と
な
る
。

不
履
行
の
対
応
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
遅
延
と
不
適
合
を
区
別
す
る
の
は
上
述
の
よ
う
に
有
用
で
は
あ
る
が
、
ま
た
同
じ
よ
う

に
あ
る
点
に
お
い
て
は
パ
ラ
レ
ル
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
不
履
行
者
に
治
癒
の
可
能
性
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
の
は

同
じ
で
、N

ach
frist

を
設
定
す
る
催
告
及
び
追
完
の
通
知
を
し
て
、
期
限
が
徒
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
で
も
履
行
・
治
癒

さ
れ
な
け
れ
ば
、
解
除
権
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
買
主
が
期
限
を
本
質
的
な
も
の
と
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
売
主
が
そ
の
間
に
履

行
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
解
除
が
認
め
ら
れ
、
引
渡
期
限
を
越
え
て
な
さ
れ
た
売
主
の
追
完
の
場
合
も
、
追
完
は
売
主
に
不
合
理
な

遅
延
を
生
じ
な
い
範
囲
で
の
み
認
め
ら
れ
る
と
す
る
と
、
不
合
理
な
遅
延
と
な
り
追
完
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
解
除
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
場
合
も
、
不
合
理
な
遅
延
と
な
り
売
主
の
追
完
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
遅
れ
が
重
大
な
契
約
違
反
と
な
る
ほ
ど
深
刻
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
が
問
題
と
な
る
が
、
お
そ
ら
く
同
様
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

統
一
的
な
要
件
を
設
定
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
、
解
除
が
認
め
ら
れ
る
根
拠
も
説
明
が
で
き
る
。
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
で
も
、
前
述
の
よ
う
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に
治
癒
権
を
行
使
す
る
期
限
は
本
質
的
で
あ
る
と
さ
れ
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
コ
メ
ン
ト
で
遅
滞
の
場
合
の
「
付
加
期
間
」
と
パ
ラ
レ
ル

に
考
え
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
こ
で
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

N
ach

frist

の
手
続
き
は
時
的
要
素
を
中
心
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

カ
ナ
ー
リ
ス
も
指
摘
す
る
通
り
、
三
二
三
条
と
三
二
六
条
の
違
い
、
す
な
わ
ち

N
ach

frist

要
件
は
時
的
次
元
に
の
み
か
か
わ
り
、

た
と
え
不
適
合
給
付
に

N
ach

frist

要
件
が
適
用
さ
れ
る
と
い
っ
て
も
、
再
度
期
間
を
設
定
し
て
第
二
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
も
解

除
し
う
る
か
否
か
は
、
重
大
か
否
か
（
ド
イ
ツ
で
は
さ
さ
い
か
否
か
）
の
実
質
判
断
で
な
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
す
な
わ
ち
、

N
ach

frist

の
意
味
は
、
た
と
え
全
て
の
不
履
行
に
適
用
さ
れ
第
二
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
う
る
と
し
て
も
、
本
質
は
期
限
の
最
後
通

告
を
す
る
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
重
大
性
を
実
質
要
件
、N

ach
frist

を
実
質
要
件
の
不
明
確
さ
を
時
的
要
素
に
関
し
て
補
う

た
め
の
手
段
と
し
て
理
解
す
れ
ば
、

(

�)
こ
れ
に
よ
っ
て
契
約
維
持
に
も
役
立
つ
こ
と
に
な
る
。
不
完
全
履
行
の
場
合
の

N
ach

frist

設

定
徒
過
は
（
追
完
の
問
題
と
構
成
す
る
こ
と
も
で
き
る)

、
直
接
解
除
に
結
び
つ
く
時
的
次
元
に
は
意
味
が
あ
り
、
そ
の
間
債
務
者

が
し
た
追
完
の
態
様
又
は
そ
れ
に
よ
っ
て
変
わ
っ
た
瑕
疵
の
状
況
は
、
や
は
り
実
質
的
な
解
除
要
件
の
問
題
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
・
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
こ
の
要
件
を
遅
延
の
場
合

す
な
わ
ち
履
行
が
全
く
な
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
限
る
。
ド

イ
ツ
法
は
、
全
て
の
義
務
違
反
に
適
用
さ
れ
る
が
、
別
に
不
適
合
な
給
付
の
場
合(

u
n

e
rh

e
b

lich

で
あ
れ
ば
解
除
を
認
め
な
い)

や

不
能
の
場
合
等
の
た
め
規
定
を
用
意
す
る
。
何
ら
か
の
履
行
が
な
さ
れ
れ
ば
実
質
的
な
判
断
が
必
要
と
な
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
は
こ
の
点
、

引
渡
・
支
払
の
な
い
場
合
に
限
る
が
、
全
契
約
類
型
が
問
題
に
な
る
と
き
、
一
般
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
コ
ー
ズ
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

不
履
行
の
類
型
化
自
体
に
問
題
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
履
行
が
全
く
な
い
の
か
否
か
の
区
別
は
事
実
的
・
物
理
的
な
も
の

と
し
て
意
味
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。N

ach
frist

要
件
は
、
履
行
が
全
く
な
い

(

と
い
う
意
味
で
遅
延)

場
合
に
解
除
要
件
と
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し
て
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

四
、
小

括

現
在
の
契
約
法
の
新
し
い
潮
流
が
、
動
産
売
買
に
関
す
る
ル
ー
ル
で
あ
る
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
を
起
点
と
し
て
始
ま
り
、
そ
れ
は
動
産
売
買

に
限
ら
ず
広
く
契
約
法
一
般
に
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
大
き
く
影
響
を
受
け
た
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
や
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
に
つ
い
て
、
カ
ナ
ー
リ
ス
が

「
そ
れ
ら
自
身
に
内
在
す
る
説
得
力
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
権
限
で
は
な
し
に
真
理
に
よ
っ
て
有
意
性
を
獲
得
し
た｣

、
ド
ロ
ー
プ

ニ
ッ
ヒ
が
ケ
ッ
ツ
に
な
ら
っ
て
「
理
性
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
」
と
言
い
「
決
め
手｣

と
な
り
う
る
の
は
、
法
の
解
釈
・
形
成
へ
の

影
響
力
が
、
そ
れ
が
単
な
る
思
い
つ
き
で
は
な
し
に
、
広
く
比
較
法
的
検
討
の
結
果
に
基
づ
く
と
き
だ
と
言
う
。

(

�)

英
米
法
は
解
除
の
要
件
に
関
し
て
、
条
件
法
理
を
基
礎
に
、
相
手
方
の
履
行
が
実
質
的
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
自
ら
の
履
行
の
条
件

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
契
約
義
務
か
ら
の
解
放
は
、
相
手
方
の
履
行
が
実
質
的
に
な
さ
れ
な
い
、
即
ち
契
約
違
反
の
重
大
性
が

要
件
と
な
る
と
構
成
す
る
。
そ
こ
で
は
、
同
時
履
行
の
抗
弁
と
受
領
拒
絶
・
撤
回
権
及
び
解
除
権
は
厳
密
に
区
別
さ
れ
な
い
。
そ
し

て
「
実
質
的
・
本
質
的
な
契
約
違
反
」
と
い
う
概
念
の
抽
象
性
・
曖
昧
性
を
補
い
、
取
引
の
便
宜
・
商
的
要
請
を
考
慮
し
て
、
条
項

の
性
質(

co
n

d
itio

n
/w

arran
ty)

に
解
除
の
可
否
を
委
ね
る
手
段
を
と
る
こ
と
は
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
硬
直
性
を
克

服
す
る
た
め
に
、in

te
rm

e
d

iate
te

rm
s

の
範
疇
を
新
た
に
作
り
、
や
は
り
重
大
か
否
か
の
同
様
の
テ
ス
ト
を
す
る
。
こ
の
構
成
で

は
、
解
除
の
要
件
は
不
履
行
が
「
重
大
か
否
か
」
で
総
合
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
、
重
大
性
判
断
の
フ
ァ
ク
タ
ー
に
は
、
例
え
ば
瑕

疵
の
重
大
性
の
他
に
、
履
行
期
の
重
大
性
・
債
務
者
の
態
様
及
び
当
事
者
間
の
信
頼
関
係
の
要
素
な
ど
が
考
慮
さ
れ
る
。
履
行
期
が

本
質
的
で
な
い
と
き
、
不
履
行
当
事
者
に
通
知
を
し
て
、
履
行
期
を
本
質
的

(
条
件
）
に
し
た
う
え
で
そ
の
徒
過
に
よ
っ
て
解
除
を
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す
る
場
合
も
、
重
大
性
が
理
由
と
な
る
。
但
し
、
約
束
的
条
件
の
考
え
方
で
予
め
解
除
原
因
を
特
定
し
、
当
事
者
間
の
関
係
を
明
確

に
す
る
手
段
で
取
引
の
要
請
に
答
え
る
。

こ
れ
に
対
し
て
ド
イ
ツ
法
で
は
、
ま
ずN

ach
frist

を
設
定
し
た
通
知
を
し
、
そ
の
徒
過
で
解
除
を
認
め
る
が
、
些
細
な(

u
n

e
rh

e
b
-

lich

）
義
務
違
反
はN

ach
frist

を
設
定
し
て
も
解
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。
こ
れ
は
遅
滞
の
場
合
に
限
ら
ず
、
不
完
全
な

履
行
の
場
合
も
適
用
さ
れ
、
後
者
の
場
合
に
は
、
従
っ
て
義
務
違
反
が
些
細
で
な
け
れ
ば

N
ach

frist

を
設
定
・
徒
過
す
れ
ば
解
除

が
認
め
ら
れ
る
と
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
通
知
に
よ
っ
て
、
い
つ
ま
で
に
履
行
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
に
関
す
る
当
事
者
関
係
を

明
ら
か
に
し
、
解
除
の
要
件
と
す
る
。
英
米
法
と
違
っ
て
、
一
般
規
定
と
し
て
三
二
三
条
を
原
則
と
す
る
の
で
、
解
除
す
る
た
め
に

は
①
不
履
行
、
②
期
間
設
定
、
③
そ
の
徒
過
を
証
明
す
る
だ
け
で
足
り
、
例
え
ば
履
行
の
不
完
全
さ
や
債
務
者
の
態
様
を
主
張
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
重
大
性
よ
り
も
、
証
明
対
象
は
限
ら
れ
簡
明
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
実
際
は
カ
ナ
ー
リ
ス
も
指
摘
す
る
よ
う

に
、
解
除
要
件
は
三
二
三
条
以
外
に
、
三
二
六
条

(

不
能)

、
三
二
四
条

(

保
護
義
務
違
反)

が
あ
り
、
さ
ら
に
三
二
三
条
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
一
部
給
付
・
不
完
全
な
履
行
の
規
定
に
分
か
れ
て
い
る
。
期
間
設
定
の
通
知
に
よ
っ
て
、
債
務
者
も
二
度
目
の

チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
、
債
権
者
も
解
除
の
要
件
が
明
ら
か
と
な
り
、
双
方
に
公
平
な
均
衡
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
も
す
る
も
の
の
、

そ
こ
に
重
大
性
の
観
点
は
入
ら
な
い
訳
で
は
な
い
。
一
部
の
履
行
不
能
、
些
細
な
義
務
違
反
の
場
面
で
、
重
大
性
で
判
断
さ
れ
た
考

慮
と
同
様
の
考
慮
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
る
。
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（
２
）
日
本
に
お
け
る
法
制
審
議
会
の
議
論
を
踏
ま
え
て

一
、
民
法
債
権
法
改
正
検
討
委
員
会
に
よ
る
改
正
提
案

(

�)
民
法
債
権
法
改
正
検
討
委
員
会
に
よ
っ
て
、
解
除
権
の
発
生
要
件
は
、3

.1
.1

.7
7

条
で
�
当
事
者
の
一
方
に
重
大
な
不
履
行
が
あ

る
と
き
は
、
相
手
方
は
契
約
を
解
除
で
き
る
と
し
、
�
号
で
、
重
大
な
不
履
行
と
は
契
約
に
対
す
る
正
当
な
期
待
を
失
っ
た
場
合
を

言
い
、
�
号
で
定
期
行
為
は
そ
れ
に
あ
た
る
と
規
定
す
る
。
�
相
当
期
間
を
設
定
し
て
催
告
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
履
行
さ
れ
な
い

こ
と
が
、
重
大
な
不
履
行
に
あ
た
る
と
き
は
、
解
除
が
で
き
る
。
�
事
業
者
間
で
の
契
約
で
は
、
相
当
期
間
を
設
定
し
て
催
告
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
履
行
が
な
い
と
き
は
、
解
除
が
認
め
ら
れ
る
が
、
但
書
で
重
大
な
不
履
行
に
あ
た
ら
な
い
場
合
は
こ
の
限
り
で
な

い
、
と
の
規
定
の
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
他
の
改
正
提
案
の
検
討
は
時
間
の
関
係
上
次
の
機
会
に
譲
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
を
付
言
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

提
案
は
、
解
除
要
件
の
中
核
を
「
被
不
履
行
者
を
契
約
関
係
に
拘
束
す
る
こ
と
が
不
当
と
な
る
様
な
不
履
行
」
に
無
催
告
解
除
を

認
め
る
こ
と
に
置
き
、
無
催
告
解
除
が
認
め
ら
れ
る
「
重
大
な
不
履
行
」
と
は
、
従
前
の
履
行
不
能
・
定
期
行
為

(

例
示
と
み
る
）

が
こ
れ
に
当
た
り
、
契
約
目
的
達
成
規
準
が
こ
れ
に
含
ま
れ
る
が
、
そ
れ
よ
り
広
い
「
契
約
に
対
す
る
正
当
な
期
待
（
契
約
規
範
に

よ
っ
て
当
事
者
が
引
受
け
た
リ
ス
ク
は
何
か
と
い
う
観
点
か
ら
認
め
ら
れ
た
利
益)

」
が
基
準
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
は
、
判
例
の
準

則

解
除
は
、
�
不
履
行
の
程
度
が
大
き
い
場
合

(

賃
料
不
払
い
な
ど)

に
認
め
ら
れ
、
�
当
該
義
務
が
契
約
の
要
素
に
あ
た
る

か
と
い
う
点
と
、
不
履
行
が
目
的
実
現
に
重
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
の
点
が
組
み
合
わ
さ
れ
判
断
さ
れ
て
い
る(

付
随
的
義
務

の
不
履
行)

、
�
契
約
目
的
達
成
規
準
は
、
民
法
典
で
も
他
人
の
権
利
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
特
定
の
不
履
行
が
前
提
と
な

っ
て
い
る
点

が
包
摂
さ
れ
る
。
さ
ら
に
解
除
の
機
能
を
、
債
権
者
の
反
対
債
務
か
ら
の
解
放
の
た
め
の
救
済
と
す
る
。
こ
の
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「
重
大
な
不
履
行
」
要
件
は
、
判
例
の
発
展
か
ら
取
り
出
さ
れ
る
と
し
、
た
と
え
ば
解
除
の
可
否
に
つ
い
て
、
契
約
の
要
素
た
る
債

務
に
入
る
か
否
か
に
つ
き
債
務
が
重
要
な
意
義
を
持
つ
も
の
と
し
て
合
意
し
た
か
、
そ
の
不
履
行
に
よ
っ
て
契
約
締
結
の
目
的
を
達

せ
ら
れ
る
か
の
二
つ
の
考
慮
が
な
さ
れ
、
五
六
六
、
五
七
〇
条
で
も
「
契
約
目
的
達
成
」
の
規
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
本
条
の
規

定
の
形
式
は
、
こ
の
二
つ
の
考
慮
の
う
ち
、
契
約
の
要
素
性
に
か
か
わ
る
概
念
を
法
文
上
定
式
化
す
る
困
難
を
回
避
す
る
た
め
こ
の

よ
う
に
な
っ
た
と
説
明
さ
れ
る
。
�
に
つ
い
て
は
、
解
除
要
件
と
し
て
、
不
履
行
の
態
様
に
か
か
わ
ら
ず
適
用
さ
れ
る
原
則
規
定
が

設
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
非
常
に
評
価
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

な
お
、
不
完
全
な
履
行
に
つ
い
て
、
追
完
可
能
で
あ
っ
て
も
重
大
な
不
履
行
に
あ
た
る
こ
と
が
あ
り
う
る
と
し
て
、
解
除
の
対
象

と
し
、
追
完
可
能
性
の
あ
る
不
完
全
履
行
そ
れ
自
体
が
重
大
な
不
履
行
に
あ
た
ら
な
い
場
合
に
、
催
告
解
除
の
対
象
に
な
り
う
る
こ

と
を
認
め
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。(
な
お
遅
延
に
限
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
手
続
的
に
明
確
に
な
る
こ

と
が
理
由
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
現
行
民
法
と
の
連
続
性
あ
る
い
は
統
一
的
な
解
除
要
件
を
立
て
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。）
ま
た
付
随
的
義
務
の
不
履
行
に
つ
い
て
、
判
例
が
、
付
随
的
義
務
に
す
ぎ
な
く
て
も
契
約
目
的
達
成
に
重
大
な
影
響
を

与
え
る
特
段
の
事
情
の
あ
る
と
き
は
、
要
素
た
る
債
務
と
な
り
解
除
で
き
る
と
し
、
ま
た
同
じ
義
務
を
双
方
に
位
置
付
け
解
除
に
つ

き
反
対
の
結
論
を
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
付
随
的
義
務
・
要
素
た
る
債
務
に
分
け
て
解
除
原
因
を
規
定
す
る
こ
と
は
な
さ
れ
な
か

っ
た
（
な
お
こ
の
こ
と
は
、
予
め
義
務
を
解
除
を
正
当
化
す
る
も
と
の
そ
う
で
な
い
も
の
と
を
分
け
る
こ
と
は
、
あ
る
程
度
の
効
果

は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
硬
直
性
が
問
題
と
な
り
必
ず
し
も
妥
当
な
結
果
を
導
き
出
せ
な
い
こ
と
と
も
関
連
す
る
。
同
様
の
こ
と
は
イ

ギ
リ
ス
の

co
n

d
itio

n

と

w
arraty

の
議
論
で
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
重
大
な
不
履
行
の
定
式
は
、
比
較
法
的
に
も
普
通
、
債
務
者
の

予
見
可
能
性
が
要
求
さ
れ
て
い
る
が
、
シ
ュ
レ
ヒ
ト
リ
ー
ム
や
タ
ン
ク
説
に
よ
れ
ば
、
契
約
で
認
め
ら
れ
た
期
待
が
基
準
に
な
る
こ
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と
に
よ
っ
て
、
考
慮
さ
れ
る
要
素
が
重
複
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
点
を
明
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
手
方

か
ら
の
抗
弁
と
し
て
例
外
的
に
予
測
不
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
さ
せ
、
解
除
を
認
め
な
い
効
果
を
生
ぜ
し
め
、
契
約
の
内
容
が
予

見
可
能
性
の
点
か
ら
重
要
な
意
味
を
も
つ
こ
と
が
明
示
で
き
る
と
い
う
利
点
も
存
在
す
る
。
わ
か
り
や
す
さ
と
い
う
点
か
ら
明
記
さ

れ
て
も
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
な
お
タ
ン
ク
は
全
部
削
除
を
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
合
理
人
を
基
準

と
し
た
予
見
可
能
性
を
削
除
す
べ
き
で
、
不
履
行
当
事
者
自
身
を
基
準
と
す
る
予
見
及
び
予
見
可
能
性
は
残
す
主

(

�)

観
的
免
責
事
由
と

し
て
残
す
か
、
契
約
の
趣
旨
を
主
観
的
認
識
が
明
ら
か
な
場
合
は
含
ま
れ
る
こ
と
が
明
確
に
注
釈
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思

わ
れ
る)

。

な
お
、「
重
大
な
不
履
行
」
の
判
断
は
、
不
履
行
に
よ
っ
て
債
権
者
が
契
約
利
益
を
失
い
、
契
約
の
存
続
を
合
理
的
に
期
待
で
き

な
い
こ
と
と
な
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
の
判
断
で
、
そ
れ
は
「
契
約
類
型
ご
と
に
客
観
的
に
定
め
ら
れ
る
べ
き
契
約
利
益
」
が
そ
の

基
底
に
お
か
れ
る
と
さ
れ
る
。
他
方
、
個
別
当
事
者
が
当
該
合
意
に
つ
い
て
有
す
る
主
観
的
な
契
約
利
益
に
つ
い
て
も
考
慮
さ
れ
、

裁
判
所
の
裁
量
の
要
素
が
存
在
す
る
と
す
る
。
そ
の
た
め
事
業
者
間
で
は
予
測
可
能
性
を
事
前
に
保
障
す
る
必
要
が
あ
り
、
別
の
要

件
を
用
意
す
る
。

�
の
催
告
解
除
に
つ
い
て
は
、
催
告
に
応
じ
な
い
こ
と
に
加
え
、
重
大
な
不
履
行
に
あ
た
る
と
い
う
要
件
が
加
重
さ
れ
る
。
な
お

こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
法
と
も
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
と
も
、
文
言
と
し
て
異
な
る
。
不
完
全
な
履
行
に
も
適
用
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
一
項
の
解

除
原
因
と
な
ら
な
い
場
合
で
も
、
追
完
の
催
告
及
び
債
務
者
が
そ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
こ
と
が
重
大
な
不
履
行
に
当
た
れ
ば
、
当
該

不
完
全
履
行
が
解
除
原
因
に
格
上
げ
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
る

(

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
比
較
法
的
な
観
点
か
ら
も
理
由
が
詳
細
に
説
明

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
特
に
こ
の
点
に
関
し
て
、N

ach
frist

の
制
度
は
重
大
で
な
い
不
履
行
を
重
大
な
も
の
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に
格
上
げ
す
る
も
の
で
は
な
い
と
の
理
解
も
さ
れ
て
い
る
の
で
、
後
述
の
説
明
に
加
え
て
、
こ
こ
は
遅
延
の
場
合
に

N
ach

frist

徒

過
だ
け
で
重
大
に
な
る
か
等
説
明
が
望
ま
れ
る)

。
二
項
も
重
大
な
不
履
行
の
一
類
型
で
、
重
大
性
の
判
断
は
、
不
履
行
後
の
追
完

を
巡
る
当
事
者
の
行
動
態
様
を
契
約
の
内
容
に
照
ら
し
て
評
価
す
る
、
と
い
う
内
容
が
付
け
加
わ
っ
て
い
る
と
す
る
。
な
お
、
重
大

な
不
履
行
の
絞
り
は
、
些
末
な
付
随
義
務
違
反
で
あ
れ
ば
催
告
し
て
も
解
除
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
の
判
例
を
念
頭
に
置
く
。
も
っ

と
も
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
実
質
は
ド
イ
ツ
法
の
立
場
と
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
ド
イ
ツ
法
は
、
債
務
者
の
態
様
に
つ
い
て
は
規
定

上
別
に
三
二
四
条
も
用
意
し
、
契
約
を
維
持
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
な
い
と
の
規
準
で
判
断
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る

(

前
述

参
照)

。
本
条
は
、
債
務
者
に
な
お
認
め
ら
れ
る
追
完
利
益
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
の
追
完
利
益
の
保
障
は
、
履
行
請
求
権

の
排
除
原
因
に
あ
た
ら
ず
、
重
大
な
契
約
違
反
に
当
た
ら
な
い
場
合
に
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
現
民
法
と
同
じ
く
、
再
度
の
機
会
を

与
え
る
こ
と
を
、
一
定
の
範
囲
で
容
認
す
る
基
本
的
態
度
を
採
用
す
る

(

理
由
と
し
て
は
契
約
維
持
の
原
則
、
あ
る
い
は
契
約
を
白

紙
に
戻
す
こ
と
に
よ
る
不
利
益
か
ら
の
債
務
者
保
護
の
考
慮
が
考
え
ら
れ
る)

。
た
だ
一
旦
発
生
し
た
解
除
権

(

お
そ
ら
く
こ
こ
で

追
完
可
能
性
・
時
的
要
素
も
加
味
し
て
判
断
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。)

を
、
追
完
権
で
排
除
す
る
こ
と
は
認
め
て
い
な
い
。
な

お
、
催
告
解
除
廃
止
論
も
検
討
の
対
象
と
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
と
催
告
解
除
に
つ
い
て
催
告
に
応
じ
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
れ
ば
、

単
な
る
不
履
行
を
解
除
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
格
上
げ
さ
れ
、
解
除
が
認
め
ら
れ
る
と
の
理
解
を
基
礎
と
す
る
、
と
説
明
さ
れ
る
。

重
大
な
契
約
違
反
へ
の
一
元
化
に
よ
っ
て
、
追
完
可
能
性
は
重
大
な
契
約
違
反
の
中
で
考
慮
さ
れ
る
方
向
性
も
あ
る
が
、
催
告
解
除

を
置
く
メ
リ
ッ
ト
は
、
期
間
の
相
当
性
を
含
め
相
当
な
催
告
を
し
た
か
、
債
務
者
の
対
応
が
合
理
的
か
の
評
価
が
、
手
続
的
に
明
確

に
な
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
催
告
及
び
そ
れ
に
応
じ
な
い
こ
と
に
、
重
大
な
不
履
行
の
要
件
を
加
え
る
こ
と
で
、
規
範

法と政治 62巻 1号 (2011年 4月)

論

説

258

二
五
八

Ⅰ



的
評
価
が
可
能
と
な
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
要
件
の
関
係
は
、
契
約
規
範
に
基
礎
を
持
つ
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
が
、

催
告
解
除
の
場
合
は
、
当
初
契
約
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
契
約
規
範
に
、
不
履
行
後
の
当
事
者
の
行
動
態
様
を
踏
ま
え
て
具
体
化
・

豊
富
化
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
の
態
様
に
よ
り
債
権
の
内
容
が
明
確
化
す
る
こ
と
も
あ
り
、
経
緯
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と

で
重
大
か
否
か
の
判
定
が
、
不
履
行
時
に
は
不
確
実
で
あ
っ
て
も
縮
減
で
き
る
と
さ
れ
る
。(

こ
の
理
解
は
比
較
的
に
他
に
例
を
見

な
い
が
、N

ach
frist

要
件
を
手
続
的
な
機
能
に
限
る
こ
と
に
よ
っ
て
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
他
の
機
能
、
特
に
遅
延
の
場
合

の
機
能
を
見
逃
す
こ
と
に
な
ら
な
い
か
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
二
重
に
要
件
を
加
重
し
た
も
の
と
誤
解
さ
れ
や
す
い
点
が
問
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。)

事
業
者
間
取
引
に
お
い
て
は
、
予
見
可
能
性
を
高
め
る
た
め
特
別
の
規
定
が
用
意
さ
れ
た
。
重
大
な
不
履
行
の
要
件
を
加
重
せ
ず
、

直
ち
に
相
当
期
間
徒
過
で
解
除
権
が
発
生
し
、
相
手
方
か
ら
重
大
な
不
履
行
に
あ
た
ら
な
い
と
の
主
張
を
認
め
る
。

二
、
法
制
審
議
会
で
の
議
論

法
制
審
議
会
の
民
法
改
正
の
議
事
録
に
よ
れ
ば
、
債
務
不
履
行
解
除
に
つ
い
て
の
五
四
一
条
か
ら
五
四
三
条
の
規
定
に
つ
い
て
は
、

債
務
不
履
行
に
つ
い
て
特
段
の
限
定
を
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
わ
ず
か
な
不
履
行
で
も
解
除
で
き
る
よ
う
に
読
め
る
の
に
対
し
て
、

例
え
ば
付
随
義
務
違
反
の
場
合
は
判
例
で
解
除
が
否
定
さ
れ
、
一
部
不
能
に
つ
い
て
も
、
学
説
は
契
約
目
的
の
達
成
の
肯
否
に
よ
っ

て
判
断
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
齟
齬
を
是
正
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
、
規
定
の
改
正
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

法
制
審
議
会
で
の
議
論
は
、
大
変
興
味
深
い
も
の
で
あ
り
、
比
較
法
的
な
観
点
か
ら
見
て
も
、
議
論
と
な
っ
て
い
る
点
の
多
く
が

共
通
し
て
い
る
。
問
題
と
さ
れ
た
点
は
、
お
そ
ら
く
次
の
点
に
絞
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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(

�)

催
告

(

手
続
き)

の
実
際
上
の
重
要
性
と
位
置
づ
け

①
ま
ず
、
催
告
解
除
の
要
件
に
つ
い
て
、
重
大
な
契
約
違
反
な
ど
の
重
い
要
件
を
加
重
し
て
、
催
告
解
除
と
無
催
告
解
除
の
要
件

を
統
一
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
の
点
が
、
問
題
と
な
っ
た
。(

無
理
や
り
二
つ
の
タ
イ
プ
を
重
大
性
で
く
く
っ
て
一
貫
し
な
い
重
大

性
と
い
う
要
件
で
や
る
の
か
。
無
催
告
の
重
大
と
催
告
解
除
の
重
大
は
重
大
と
普
通
に
分
か
れ
る
、
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。）
催

告
要
件
に
重
大
性
を
加
味
す
る
と
、
解
除
が
狭
ま
る
と
い
う
危
惧
感
が
多
い
。
催
告
し
て
も
解
除
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
は
異
論
は
な
い
が
、「
軽
微
な
不
履
行
は
除
く
」
で
よ
い
の
で
は
な
い
か

(｢

重
大
で
な
い
不
履
行
は
除
く
」
で
も
よ
い
と
発
言

さ
れ
た
が
、
そ
れ
だ
と
提
案
と
同
じ
な
の
で
問
題
な
い)

。
従
っ
て
ド
イ
ツ
と
同
じ
「
催
告
解
除
を
原
則
と
し
て
、
例
外
と
し
て
軽

微
な
不
履
行
は
除
く
」
と
す
べ
き
で
、
催
告
原
則
と
言
う
の
は
、
実
務
で
は
必
ず
催
告
し
、
相
手
方
の
反
応
を
見
な
が
ら
解
除
で
き

る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
の
が
多
い
か
ら
と
指
摘
さ
れ
た(

岡p
.6

�

9

高
須p

.1
2

�3

）(

な
お
、
こ
の
点
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
の
意
味
は
、
双
方
の
立
場
か
ら
言
え
る
と
思
わ
れ
る)

。
も
っ
と
も
、
確
認
の
質
問
に
よ
っ
て
二
つ
の
要
件
は
全
く
異
質
と
い

う
こ
と
で
は
な
し
に
、
要
件
は
重
大
な
契
約
違
反
、
そ
れ
を
判
断
す
る
際
の
要
素
と
し
て
催
告
相
当
期
間
設
定
要
件
に
よ
る
解
除
を

組
み
込
む
こ
と
に
は
反
対
で
は
な
い
、
連
続
し
た
も
の
と
述
べ
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

催
告
解
除
の
場
合
、
重
大
性
は
抗
弁
に
回
す
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
と
の
指
摘
も
あ
っ
た(

山
野
目p

.
1

4)

。

②
ど
う
い
う
場
面
で
催
告
相
当
期
間
設
定
解
除
が
適
切
な
の
か
。
な
ぜ
、
催
告
相
当
期
間
設
定
徒
過
で
解
除
が
認
め
ら
れ
る
の
か
、

と
の
理
論
は
何
か
が
問
わ
れ
る
べ
き
。
一
つ
は
催
告
し
て
相
当
期
間
設
定
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
履
行
し
な
い

(

不
応
答
）
の

は
、
不
履
行
の
態
様
自
体
（
契
約
全
体
か
ら
み
て
）
が
重
大

(→

松
本p

.
1

2
も
必
ず
し
も
重
大
性
の
概
念
が
一
貫
し
て
い
な
い
と

す
る)

。
但
し
、
そ
こ
で
の
重
大
性
は
目
的
達
成
と
は
異
な
る
。
二
つ
は
、
即
時
解
放
の
利
益
を
想
定
し
て
そ
こ
か
ら
催
告
解
除
を
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考
え
る
。
民
法
に
一
般
化
す
る
と
き
に
何
か
要
件
を
加
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
相
当
期
間
設
定
で
解
除
を
認
め
る
が
、
例
外

と
し
て
軽
微
な
不
履
行
は
解
除
が
認
め
ら
れ
な
い
枠
組
み
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
な
ぜ
な
の
か
の
説
明
が
い
る(

潮
見p

.
1

1

�2

）
と

の
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。

③
な
ぜ
催
告
で
解
除
が
認
め
ら
れ
る
か
は
、

契
約
の
拘
束
か
ら
解
放
す
る
こ
と
・
債
務
者
に
対
す
る
制
裁
を
ど
の
程
度
含
め

る
か
そ
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
る
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
際
、
催
告
解
除
と
無
催
告
解
除
で
違
う
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
。

な
ぜ
解
除
が
認
め
ら
れ
る
か
と
い
う
本
質
を
考
え
る
こ
と
で
全
体
と
し
て
の
統
一
的
な
制
度
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か(

中
田p

.1
5)

。

催
告
解
除
は
軽
微
な
も
の
は
外
す
と
の
議
論
で
、「
軽
微
」
を
ど
の
よ
う
に
決
め
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
。
契
約
の
趣
旨
か
ら
し
て
軽
微

か
否
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
重
大
な
契
約
違
反
も
契
約
の
趣
旨
か
ら
し
て
重
大
で
あ
り
、
解
除
を
認
め
る

に
値
す
る
も
の
か
否
か
を
判
断
す
る
わ
け
で
、
同
質
性
が
あ
る
。
そ
の
同
質
性
を
ど
の
よ
う
な
規
定
に
す
る
か
、
催
告
と
い
う
手
続

き
を
ど
う
組
み
込
ん
で
い
く
か
、
を
議
論
す
べ
き
。
異
質
な
も
の
と
と
ら
え
て
独
立
し
た
解
除
シ
ス
テ
ム
を
作
る
方
向
に
進
む
の
は

問
題

(

山
本p

.
1

7)

、
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
議
論
か
ら
、
重
大
な
不
履
行
要
件
と
催
告
解
除
要
件
は
異
質
な
も
の
で

は
な
し
に
、
統
一
的
に
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
催
告
解
除
の
と
こ
ろ
で
異
論
が
な
か
っ
た
が
、
軽
微
な
も
の
を
外
す
と

い
う
要
件
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
か
の
問
題
と
つ
な
が
り
、
重
大
で
な
い

(

重
大
な
）
不
履
行
と
の
連
続
性
を
踏
ま
え

て
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
だ
と
議
論
さ
れ
た
。

④
さ
ら
に
、
重
大
な
不
履
行
要
件
と
催
告
解
除
要
件
が
一
貫
し
た
も
の
だ
と
す
る
と
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
が
問
題
と
な
る

が
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
実
務
的
に
は
、
解
除
権
の
発
生
が
明
確
で
な
い
と
困
る
。
確
実
に
解
除
す
る
手
続
き
と
し
て

相
当
期
間
要
件
を
考
え
る
。
解
除
す
る
と
き
は
実
体
的
要
件
か
ら
で
は
な
し
に
、
手
続
的
要
件
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
べ
き(

中
井
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p
.

9)

と
し
て
、
催
告
解
除
の
要
件
を
手
続
的
な
要
件
と
捉
え
る
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
解
除
の
実
体
要
件
と
し
て
の
重
大
な

不
履
行
要
件
と
、
手
続
要
件
と
し
て
の
催
告
解
除
の
要
件
と
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
催
告
の
実
際
上
の
重
要
性
は
、
明
確

性
・
そ
れ
に
よ
っ
て
交
渉
が
も
た
れ
る
こ
と
と
指
摘
さ
れ
て
い
る(

中
田p

.
1

5)

。

⑤
解
除
は
最
後
の
最
後
の
手
段
で
あ
り
、
契
約
を
結
ぶ
と
き
は
利
害
が
一
致
し
て
お
互
い
の
義
務
を
し
っ
か
り
果
た
し
ま
し
ょ
う

と
納
得
し
て
契
約
す
る
の
で
、
不
履
行
に
な
っ
て
も
極
力
履
行
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
か
ら
し
て
も
催
告
は
非
常
に
重
要
。
契
約
を

守
る
の
が
大
前
提
、
こ
の
前
提
で
の
制
度
作
り
が
必
要(

木
村p

.
1

0)

。
二
つ
の
要
件
と
の
関
係
で
、
ど
ち
ら
が
原
則
か
に
つ
い
て

も
、
催
告
解
除
を
原
則
と
す
る
と
の
意
見
が
実
務
家
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。

⑥
催
告
解
除
と
無
催
告
解
除
は
異
質
な
も
の
で
は
な
し
に
、
催
告
に
意
味
が
な
い
場
合
の
例
外
適
用
場
面
。
契
約
の
拘
束
力
を
外

す
解
除
制
度
は
、
債
務
を
履
行
し
な
い
と
こ
ろ
に
本
質
が
認
め
ら
れ
る
が
、
白
紙
に
戻
す
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
効
果
を
生
ぜ
し
め
る

こ
と
か
ら
、
軽
微
で
な
い
不
履
行
も
い
き
な
り
で
は
な
し
に
念
押
し
の
意
味
合
い
で
、
催
告
と
い
う
手
続
き
要
件
を
加
え
る
必
要
が

あ
る
と
指
摘
さ
れ
た

(

深
山p

.
1

4

�5)

。
さ
ら
に
催
告
に
つ
い
て
、
催
告
が
意
味
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
、
二
つ
の
意
味
が

あ
り
、
履
行
不
能
の
よ
う
に
催
告
を
し
て
も
意
味
が
な
い
場
合
と
、
両
当
事
者
間
の
公
平
か
ら
催
告
さ
せ
て
も
う
一
度
履
行
の
チ
ャ

ン
ス
を
与
え
な
く
て
も
良
い
場
合

(

野
村p

.
1

7

�

8)

、
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

⑦
ま
た
こ
れ
に
関
し
て
、
不
履
行
が
重
大
か
と
い
う
軸
と
催
告
を
さ
せ
る
か
ど
う
か
と
い
う
軸
は
、
お
そ
ら
く
違
う
。
催
告
を
し

て
も
意
味
の
な
い
定
期
行
為
・
一
部
不
能
で
も
解
除
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。
催
告
不
要
に
導
く
の
は
、
不
履
行
の
程
度
で

は
な
い

(

道
垣
内p

.
1

6)

と
指
摘
さ
れ
た
。

以
上
か
ら
、
次
の
よ
う
な
議
論
の
整
理
が
な
さ
れ
た
が
、
若
干
の
異
論
が
出
さ
れ
て
い
る
。
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⑧
二
つ
の
場
面：

Ⅰ�
契
約
目
的
達
成
・
催
告
な
し
で
解
除
、
Ⅱ�
催
告
し
て
相
当
期
間
徒
過
に
よ
る
解
除
、
但
し
軽
微
な
不
履
行
の

場
合
は
認
め
ら
れ
な
い
。
問
題
は
、
目
的
達
成
・
軽
微
の
意
味
。
契
約
の
趣
旨
に
照
ら
せ
ば
、
契
約
の
維
持
が
期
待
で
き
な
い
、
契

約
の
拘
束
力
に
債
権
者
を
縛
る
こ
と
が
も
は
や
正
当
化
で
き
な
い
と
捉
え
る
こ
と
に
は
合
意
が
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
が
原
則
な
の
か
、

一
つ
に
ま
と
ま
る
か
は
立
場
の
違
い
は
あ
る

(

潮
見p

.
1

9)

。

Ⅰ�
原
則
で
Ⅱ�
推
定
ル
ー
ル
と
す
る
と
、
異
論
は
あ
り
そ
う
で
は
あ
る(

山
本p

.
2

0)

。
Ⅰ�
の
目
的
達
成
で
き
る
程
度
の
不
履
行
と
、

Ⅱ�
の
軽
微
で
な
い
不
履
行
は
同
じ
か
。
催
告
解
除
で
は
、
目
的
達
成
の
概
念
は
使
わ
な
い
で
、
す
べ
て
の
不
履
行
が
解
除
の
原
因
に

な
る
が
、
特
別
マ
イ
ナ
ー
な
も
の
だ
け
は
外
れ
る
と
い
う
こ
と
か
。
目
的
と
の
関
係
で
ど
ち
ら
も
縛
っ
て
共
通
で
は
な
い
か

(

松
本

p
.

2
2

、
山
本p

.
2

2)

と
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
重
大
な
不
履
行
概
念
を
ど
う
捉
え
る
か
で
も
問
題
と
な
る
。
催
告
に
応
じ

な
か
っ
た
と
い
う
対
応
を
含
め
て
重
大
性
を
判
断
す
る
こ
と
、
催
告
に
応
じ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
契
約
目
的
と
の
関
係
に
お

け
る
不
履
行
の
評
価
が
変
わ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
な
い
の
で
は
な
い
か

(

道
垣
内p

.
1

9)

。
催
告
と
い
う
不

履
行
後
の
対
応
を
、
解
除
に
結
び
付
け
る
意
味
を
持
た
せ
る
こ
と
に
は
反
対
。
本
来
解
除
で
き
な
い
も
の
が
、
催
告
に
よ
っ
て
解
除

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
。
催
告
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
履
行
し
な
い
こ
と

(

そ
う
い
う
悪
質
さ
）
に
よ
っ
て
、
も
と
も
と
は
解
除

で
き
な
か
っ
た
も
の
が
、
重
大
な
不
履
行
に
昇
格
す
る
と
考
え
る
の
は
違
う
。
弁
済
期
に
履
行
し
な
い
の
で
解
除
の
効
果
を
結
び
付

け
て
も
良
い
が
、
白
紙
に
戻
す
と
い
う
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
効
果
ゆ
え
に
催
告
す
べ
き
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か

(

深
山p

.
1

9

�

2
0)

。(

な
お
催
告
期
間
設
定
解
除
に
つ
い
て
は
、
単
に
期
限
徒
過
に
よ
っ
て
、
客
観
的
に
解
除
で
き
な
か
っ
た
不
履
行
が
解
除
可

能
な
も
の
に
昇
格
す
る
の
か
否
か
、
理
由
と
共
に
十
分
な
説
明
が
望
ま
れ
る
。
ド
イ
ツ
法
は
、
原
則
的
に

N
ach

frist

徒
過
で
解
除

が
認
め
ら
れ
る
と
の
立
場
を
と
る
。)
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⑨
履
行
拒
絶：

通
知
が
い
る
の
か
ど
う
か
、
重
大
な
不
履
行
で
良
い
の
か
、
規
定
に
加
え
る
必
要
が
あ
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て

い
る

(

山
本p

.
2

2)

。

(

�)
重
大
な
契
約
違
反
の
概
念

①
不
履
行
に
つ
い
て
、「
重
大
な
不
履
行
」
と
「
軽
微
な
不
履
行
」
と
「
真
中
の
普
通
の
不
履
行
」
の
三
分
類
か
、「
重
大
な
不
履

行
」
と
「
重
大
で
な
い
不
履
行
」(

道
垣
内p

.
8)

又
は
「
軽
微
な
違
反
」
と
「
そ
れ
以
外(

解
除
に
値
す
る
も
の)

」(

深
山p

.
1

5)

の
二
分
類
か
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
二
つ
の
要
件
と
の
関
係
で
も
問
題
と
な
る
。

②
「
重
大
な
不
履
行
」
の
言
葉
に
違
和
感
が
あ
る
・
フ
ァ
ジ
ー
。
従
来
使
用
さ
れ
て
い
る
「
契
約
目
的
達
成
」
な
ど
客
観
性
が
あ

る
程
度
あ
る
言
葉
が
望
ま
し
い
（
木
村p
.

1
1)

マ
テ
リ
ア
ル
と
い
う
の
は
主
た
る
給
付
の
部
分
で
、
目
的
達
成
と
ほ
ぼ
同
じ
。
マ

テ
リ
ア
ル
・
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
と
の
単
語
が
使
わ
れ
て
い
る(

松
本p

.
1

2

高
須p

.
1

3)

。
言
葉
に
対
す
る
慣
れ
と
い
う
の
も
あ

る
の
で
、
最
初
か
ら
外
す
こ
と
も
な
い
と
思
う(
中
田p

.
1

5)

。
法
律
用
語
と
し
て
「
重
大
」
を
選
ぶ
と
、
主
観
的
に
勝
手
に
主
張

す
る
恐
れ
が
あ
る
。

な
お
、
解
除
の
要
件
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
概
念
・
用
語
を
用
い
る
か
に
つ
い
て
、｢

重
大
な｣

｢

本
質
的
な
」｢

基
本
的
な｣

あ

る
い
は
「
契
約
目
的
達
成
」
な
ど
の
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
。
不
履
行
が

｢

契、
約、
の
本
質
的
（
基
本
的
）
部、
分、｣

に
及
び
、
本
質
的

部
分
を
消
滅
さ
せ
る
不
履
行
、
さ
ら
に
は
契
約
に
対
す
る
利
益
を
喪
失
さ
せ
て
し
ま
う
結
果
を
生
ぜ
し
め
る
と
い
う
「
重
大
な
結、
果、

を
引
起
す
」
不
履
行
が
あ
る
。
前
者
は
、
契
約
な
い
し
は
履
行
に
結
び
つ
き
、
後
者
は
、
不
履
行
に
よ
っ
て
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
結
果

に
つ
な
が
る
。｢

契
約
目
的
」
は
、
必
ず
し
も
当
初
目
的
に
含
ま
れ
な
い
不
利
益
を
包
摂
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
が
、
交
換
的
正
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義
の
視
点
か
ら
、
実
質
的
に
履
行
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
と
同
じ
と
い
う
意
味
で
の
「
実
質
的
不
履
行｣

の
用
語
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
カ
ナ
ー
リ
ス
も
、
こ
の
要
件
は
前
述
の
よ
う
に
解
除
の
三
つ
で
一
組
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な
い
と
指
摘
す
る
が
全
て
を
包
摂

で
き
る
用
語
と
し
て
は
疑
問
が
残
る

(
C

an
aris,

S
.

2
3)

。

(

�)

そ
の
他

①
事
業
者
と
そ
う
で
な
い
も
の
に
分
け
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。
民
法
の
一
般
性
・
事
業
者
で
も
能
力
格
差
が
あ
る

(

奈
良

須
野p

.
1

8)

、
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

三
、
改
正
検
討
委
員
会
の
立
法
提
案
は
、
一
項
で
重
大
な
不
履
行
、
二
項
で
相
当
期
間
設
定
徒
過
が
重
大
な
不
履
行
に
当
た
る
こ
と

を
解
除
の
要
件
に
挙
げ
る
。
二
項
は
全
不
履
行
に
相
当
期
間
設
定
を
要
件
と
し
て
認
め
つ
つ
、
重
大
な
不
履
行
を
付
加
し
て
要
件
に

す
る
な
ら
ば
、
一
項
に
加
え
て
別
に
挙
げ
る
意
味
が
問
題
に
な
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
手
続
的
な
明
確
さ

(

催
告
の
相
当
性
と
債
務

者
の
対
応)

と
債
権
内
容
の
明
確
化

(

経
移
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
で
不
確
実
さ
を
縮
減
で
き
る)

か
ら
説
明
さ
れ
る
。
し
か
し
こ

の
よ
う
に
解
す
る
と
遅
延
の
場
合
に
、
重
大
な
不
履
行
の
証
明
な
し
で
期
間
徒
過
だ
け
で
解
除
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
利
点
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
や
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
・
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
で
遅
延

(
不
引
渡)

に
限
る
の
も
、
ド
イ
ツ
法
で
期
間
設
定
を
原
則
と
し
つ

つ
不
完
全
な
履
行
の
場
合
に
だ
け

u
n

e
rh

e
b

lich

要
件
を
加
味
す
る
の
も
、
遅
延
に
は
期
間
設
定
徒
過
だ
け
を
要
件
と
す
る
趣
旨
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
期
間
の
相
当
性
を
判
断
す
る
際
に
実
質
的
考
慮
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
区
別
す
る
意
味
が

あ
る
の
か
、
相
当
性
の
意
味
・
判
断
の
規
準
が
問
題
と
な
る
。
期
間
の
相
当
性
は
、
ド
イ
ツ
法
で
は
合
意
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
よ
り
、
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な
い
場
合
は
客
観
的
に
決
め
ら
れ
る
が
、
債
務
者
の
追
完
の
利
益
だ
け
で
は
な
し
に
、
適
時
の
履
行
に
対
す
る
債
権
者
利
益
が
考
慮

さ
れ
る
と
す
る
。N

ach
frist

要
件
の
目
的
は
、
債
権
者
に
解
除
権
を
認
め
る
手
続
要
件
で
あ
る
と
共
に
、
債
務
者
に
第
二
の
追
完

の
機
会
を
与
え
、
又
そ
れ
は
契
約
維
持
に
も
適
う
と
理
解
す
れ
ば
、
相
当
性
判
断
も
そ
れ
に
応
じ
て
双
方
の
利
益
が
考
慮
さ
れ
る
と

言
い
う
る

(
但
、
定
期
行
為
の
よ
う
に
極
端
な
場
合
は
債
権
者
利
益
が
優
先
さ
れ
る)

。
期
間
設
定
・
通
知
に
よ
っ
て
時
的
次
元
に

関
し
て
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
い
つ
が
最
終
期
限
か
を
明
ら
か
に
し
、
合
意
又
は
そ
れ
が
整
わ
な
け
れ
ば

N
ach

frist

要
件
の
趣
旨

・
目
的
に
立
戻
っ
て
相
当
性
を
判
断
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
不
適
合
給
付
の
場
合
は
、
追
完
可
能
性
な
ど
時
以
外
の
フ
ァ
ク
タ
ー
は

期
間
の
相
当
性
判
断
で
な
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
た
と
え
相
当
性
に
関
し
て
実
質
判
断
で
債
権
者
利
益
が
規
準
と
な
り
判
断
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
も
、
不
履
行
の
重
大
性
判
断
と
は
包
括
さ
れ
る
内
容
が
債
権
者
の
時
に
関
す
る
利
益
に
縮
減
さ
れ
る
利
点
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
遅
延
と
不
適
合
給
付
で
解
除
の
要
件
と
し
て
区
別
す
る
の
は
、
ド
イ
ツ
法
だ
け
で
な
く
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
・
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
・
Ｐ

Ｅ
Ｃ
Ｌ
で
も
同
様
で
、
特
に
期
間
設
定
要
件
に
関
し
て
は
有
益
な
区
別
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
条
は
、
主
に
不
適
合
給
付
を
念
頭

に
お
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(

�)
F

le
ssn

e
r,

a.
a.

O
.(

A
n

m
3)

S
.

2
6

5
.

(

�)
Z

im
m

e
rm

an
n
,

a.
a.

O
.(

A
n

m
7)

,
S
.

4
8

5
.

C
IS

G
,

P
E

C
L

,
P

IC
C

で
規
整
は
一
様
で
な
い
が
、
定
式
は
必
然
的
に
曖
昧
で
実
際
へ

の
適
用
を
待
た
な
い
と
明
確
な
輪
郭
は
得
ら
れ
な
い
と
す
る
。

(

�)
S

ch
le

ch
trie

m
,

su
p

ra
n

o
te

5
,

at
2

6
0

�

2
6

2
.

(

�)
F

le
ssn

e
r,

a.
a.

O
.(

A
n

m
3)

,
S
.

2
9

6

�29
8
.

(

�)
F

le
ssn

e
r,

a.
a.

O
.(

A
n

m
3)

,
S
.

2
9

4
.

(

�)

前
述
参
照
。F

le
ssn

e
r,

a.
a.

O
.(

A
n

m
3)

,
S
.

2
6

4
.
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(

�)
C

an
aris,

a.
a.

O
.(

A
n

m
2

a)
,

S
.

8
.

(
�)

C
an

aris,
D

ie
S

te
llu

n
g

d
e

r
“

U
N

ID
R

O
IT

P
rin

cip
le

s”
u

n
d

d
e

r
“
P

rin
cip

le
s

o
f

E
u

ro
p

e
an

C
o

n
tract

L
aw

”
im

S
y

ste
m

d
e

r

R
e

ch
tsq

u
e

lle
n
,

in
:

B
ase

d
o

w
a.

a.
O

.(
A

n
m

2
9)

S
.

1
6
,

3
1
.

(

�)
民
法

(

債
権
法)

改
正
検
討
委
員
会
『
詳
解
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
Ⅱ』

、(

二
〇
〇
九
年)

二
九
三－

三
一
五
頁
。

(

�)

拙
稿
、
前
掲
注
（
�)

、
四
六
七
、
四
六
九
頁
。

(

四
）
結
び
に
代
え
て

法
律
の
正
当
化
根
拠
は
、
論
理
的
整
合
性
の
他
、
当
事
者
の
利
益
の
衡
量
、
二
当
事
者
間
お
よ
び
社
会
の
経
済
的
観
点
な
ど
、
総

合
的
な
観
点
か
ら
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
先
に

F
le

ssn
e

r

が
言
っ
た
よ
う
に
、
旧
ド
イ
ツ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
を
制
定
し
た
と
き
ド

イ
ツ
の
解
除
制
度
は
、
法
的
観
念
力
の
限
界
か
ら
、
断
片
的
な
も
の
に
と
ど
ま
り
統
一
的
な
解
除
要
件
を
構
成
す
る
ま
で
に
至
る
に

は
ま
だ
時
間
が
必
要
だ
っ
た
。
現
在
ド
イ
ツ
の
解
除
要
件
は
、
ま
ず

N
ach

frist

設
定
の
要
件
を
冒
頭
に
挙
げ
る
構
成
を
と
る
が
、

比
較
法
的
に
み
る
と
オ
ー
ス
ト
リ
ー
・
ス
イ
ス
に
限
ら
れ
て
お
り
、
特
殊
な
位
置
に
あ
る
と
言
え
る
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る

歴
史
的
な
経
緯
や
、
ま
た
重
大
な
契
約
違
反
の
概
念
の
抽
象
性
か
ら
、
解
除
の
一
般
的
な
考
え
方
を
前
面
に
出
さ
な
か
っ
た
フ
ー
バ

ー
の
鑑
定
意
見
で
採
用
さ
れ
た
構
成
が
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域
独
自
の
事
情
の
他
、
歴
史
的
な

観
点
も
ま
た
、
立
法
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

(

�)

日
本
法
の
現
在
の
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
解
除
要
件
制
度
は
、
債
務
不
履
行
一
般
に
対
す
る
相
当
期
間
設
定
（
催
告
）
解
除
の
規

定
・
定
期
行
為
・
履
行
不
能
（
危
険
理
論
と
の
領
域
区
別
の
た
め
、
帰
責
事
由
を
要
件
と
す
る
）

(

�)

の
他
、
瑕
疵
担
保
解
除

(

契
約
目
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的
達
成
規
準
、
帰
責
事
由
・
相
当
期
間
設
定
不
要)

・
委
任
及
び
雇
用
契
約
解
除
の
規
定
を
用
意
し
、
解
釈
に
よ
っ
て
、
履
行
遅
滞

は
相
当
期
間
設
定

(

催
告)

解
除
要
件
で
、
不
完
全
履
行
に
つ
い
て
も
、
不
十
分
な
が
ら
追
完
可
能
性
の
有
無
に
よ
っ
て
、
相
当
期

間
設
定

(
催
告
）
解
除
と
履
行
不
能
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
れ
は
、
相
当
期
間
設
定

(

催
告
）
解
除
を
原
則
と
し
、
相
当
期
間
を

設
定
す
る
意
味
の
な
い
「
重
大
な
契
約
違
反
」
に
あ
た
る
場
合
を
例
外
と
す
る
構
成
を
採
用
す
る
。
さ
ら
に
、
原
則
規
定
を
債
務
不

履
行
一
般
の
規
定
と
し
て
過
不
足
な
く
取
り
込
め
る
規
定
に
し
つ
つ
、
遅
滞
を
不
完
全
履
行
と
同
一
に
扱
っ
て
、
遅
滞
に
対
す
る
催

告
と
、
不
完
全
履
行
に
対
す
る
催
告
を
同
視
す
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
の
新
し
い
改
正
債
務
法
の
基
本
構
造
と

ま
さ
に
基
本
に
お
い
て
同
じ
構
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
注
目
さ
れ
る
。
明
治
の
初
年
に
な
さ
れ
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
限
ら
ず
広

い
範
囲
の
比
較
法
研
究
の
結
果
は
、
現
在
の
視
点
か
ら
見
て
も
、
解
除
要
件
の
構
成
と
し
て
現
在
も
十
分
通
用
す
る
非
常
に
優
れ
た

規
定
と
言
え
る
。
明
治
の
初
年
に
な
さ
れ
た
日
本
民
法
典
の
再
評
価
、
す
な
わ
ち
そ
れ
ま
で
の
日
本
に
あ
っ
た
伝
統
的
な
固
有
の
法

と
は
、
徹
底
し
た
比
較
法
の
手
法
を
採
用
し
た
こ
と
で
、
完
全
に
は
断
絶
し
て
は
い
な
い
と
考
え
る
と
、
こ
の
よ
う
な
日
本
の
歴
史

的
な
事
情
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
解
除
制
度
に
つ
い
て
は
、
当
時
か
ら
の
研
究
が
進
み
明
ら
か
に
な

っ
た
点
が
こ
れ
以
上
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ド
イ
ツ
法
の
採
用
し
た
構
成
の
よ
う
に
、
抽

象
的
な
概
念
を
原
則
と
す
る
こ
と
を
回
避
し
、
法
的
安
定
性
を
前
面
に
出
し
実
務
の
要
請
に
答
え
る
構
成
に
対
し
て
、
解
除
制
度
の

基
本
原
理
を
ま
ず
原
則
に
掲
げ
る
こ
と
は
、
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
民
法
の
よ
う
な
私
法
の
基
本
法
と
い
う
性
格
上
、

今
後
生
じ
る
で
あ
ろ
う
様
々
な
社
会
的
問
題
に
対
処
し
、
そ
の
裁
量
の
余
地
を
裁
判
官
に
委
ね
る
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
の
抽
象
性

を
も
っ
て
、
法
の
原
理
を
掲
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

(
�)

そ
の
意
味
で
、
現
在
の
立
法
諸
提
案
を
分
析
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。
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本
稿
は
、
解
除
に
つ
い
て
の
一
連
の
検
討
の
一
部
で
あ
る
。
時
間
の
関
係
上
、
検
討
し
尽
せ
な
か
っ
た
点
を
残
し
て
い
る
こ
と
は

多
々
あ
る
。

な
お
、
田
上
・
田
中
両
先
生
に
は
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
開
設
当
初
よ
り
貴
重
な
助
言
を
数
々
賜
わ
り
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と

を
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
今
後
の
御
健
康
と
増
々
の
御
活
躍
を
祈
念
す
る
次
第
で
あ
る
。

(

�)

日
本
に
お
け
る
解
除
法
の
歴
史
的
分
析
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。
明
治
の
初
年
に
治
外
法
権
撤
廃
・
関
税
自
主
権
獲

得
の
た
め
に
、
当
時
の
近
代
法
典
を
模
範
と
す
る
立
法
が
な
さ
れ
た
が
、
ロ
ー
マ
法
が
領
土
を
拡
大
し
統
治
の
目
的
の
た
め
に
使
わ
れ
た

よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
法
典
が
日
本
古
来
の
法
を
駆
逐
し
、
日
本
に
お
い
て
法
の
断
絶
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
現
在
、
私
法
の

基
本
法
で
あ
る
民
法
典
を
大
き
く
改
変
す
る
に
は
、
立
法
時
の
歴
史
的
な
視
点
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
お
け
る
解
除
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
別
稿
でZ

im
m

e
rm

an
n

教
授
の
論
文
の
翻
訳
を
予
定
し
て
い
る
。

(

�)

こ
の
点
に
つ
い
て
の
検
討
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。

(

�)

参
照
、
戒
能
他
・
前
掲
注

(

�)
。

(

在
ハ
ン
ブ
ル
ク)
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Toshiko YAMADA

CISG integlates the preconditions of “Nachfrist” procedure and “Funda-

mental Breach” into a single provision for the cancelation of the contract, the

latter of which is modeled after the Anglo-American legal requirements (as

the substantial precondition), while the former of which is modeled German

legal requirements (as the procedural precondition). CISG is the integlation

of these two seperate legal structure, and subsequently urge to reconsider

the original understand of required precondition.

Originally, only one precondition as been necessary for the cancelation of

the contract. In order to understand how these two concepts of preconditions

for the right to cancel have been integlated, this article examines their origi-

nal understanding, focusing especially on German concept of Nachfrist (re-

garding the Fundamental Breach, see “Fundamental breach in CISG”

Minshohozassi 110 2 p. 274, 110 3 p. 462). Namely, this article investigate

why the Nachfrist precondition is sufficient for cancellation, whether it is

necessary for cancelation, and how is the relationship with “Fundamental

Breach”.

Under roman law there was no general legal system for cancelation of con-

tract. In the 19th-century, Europe prematurely codified the right to cancel

the contract. Consequently, its remedial system lacked uniformity. More re-

cently, German and Europe has modernized the Laws of Contract cancelation

through CISG (1980 UN Convention for the International Sales of Goods)
－a structure of which had received great acclaim and success due to its de-

tailed and careful comparison of the laws of the world.

The Relationship between the two Preconditions

of “Fundamental Breach” and “Nachfrist”

for Cancelation of Contract

A Comparative Approach among German New Obligation Law,

Anglo-American Law, CISG, PICC, DCFR
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The German law and the Anglo-American law have different understand-

ings of the reason why the contract can be cancelled.

Regarding bilateral contracts, in Anglo-American law as a party promises

their own performance based on the condition that the other party performs

his own obligation ; therefore the substantial non-performance of one party

releases the other party from the contract. More specifically, “Substantial

Breach” becomes the precondition for cancelation. On the other hand,

German law explains the right of cancellation in terms of impossibility ; the

typical case of non-performance is the impossibility of performance. A party

executing no performance may not demand the performance of the other

party, as it contravenes the idea of “commutative justice (iustitia commuta-

tiva)”. The principle of iustitia commutativa prescribes obligation of per-

formance to mutual benefit ; non-performance, unreasonably in other cases

such as late performance and defective performance (even after the expira-

tion of the reasonable period of time for performance set by the aggrieved

party) imperils the obligee’s interest seriously and justify the cancelation of

the contract, Canaris says. Accordingly the German and Anglo-American

basic ideas of cancellation are incredibly similar.

But each of them has a different point of view regarding which is the gen-

eral principle of the precondition for cancelation. According to the Anglo-

American law, the expiration of the period gives the obligee the right to

cancellation without proving that a non-performance amounts to a fundamen-

tal breach (since the notification from an aggrieved party can be clarify the

situation and make the term for performance go to the essence). On the

other hand, according to German law, setting Nachfrist and its expiration

without the other party’s performance has a dual effect : this gives both the

obligee the right to cancel the contract and the obligor the second chance.

Consequently, this leads to the equitability of both parties’ interests and also

serves to continue the contracts. In the light of these functions, German

Civil Code adopted the Nachfrist precondition as the principle which is ap-

plied to all cases of non-performances. As a result, “Fixgeshaeft” and the

case of impossibility of performance, etc. become exceptions in which setting

the Nachfrist is unnecessary.
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Anglo-American law admits the Nachfrist procedure only in cases of no-

performance (namely delayed performance and impossibility), and in cases

of defective performance (the period may be set for the cure by the obligor),
but judging whether to cancel the contract is based on the criterion of funda-

mental breach. In German law, Nachfrist procedure is set forth for all cases

of non-performance, but when regarding defective performance, the right to

cancel the contract is excluded if the defect is “unerheblich, not fundamental”

－which is said to be, the material criterion and equivalent to the criterion in

CISG. It is considered that such criterion is higher than one of BGB Art. 459

I sentence2 of old version for cancelation of the contract and “Minderung,”

and lower than one of BGB Art. 323V sentense1 for the partial performance

－which is on the condition of divisibility of performance and easy to adjust

pecuniarily. Therefore in cases of defective performance, the judgment to

cancel the contract is primarily based on whether the degree of defect (and

obligor’s behavior) is “unerheblich” or not. If the behavior of the obligor is

also taken into consideration besides the degree of defect, the defect which

is “unerheblich” may be upgraded, after the expiration of Nachfrist, to the

point in which the obligee can cancel the contract.

The Japanese draft by Civil Code (Law of obligations) Return Commission

provides that the precondition for the cancelation of the contracts “Funda-

mental Breach” at 1st sub-paragraph, and also the precondition that non-

performance by the defaulting party after expiration of Nachfrist amounts to

fundamental breach at 2nd sub-paragraph. 2nd sub-paragraph is unique in

terms of comparative law. The meaning of providing 2nd sub-paragraph in ad-

dition to 1st sub-paragraph is explained in the view point of the functions of

Nachfrists, namely which are procedural clarity (in judging the both of

reasonableness of length of the period and the behavior of the obligor) and

clarification of the contractual content.

But especially in cases of delayed performance, certain advantages will

also disappear－such as the expiration of Nachfrist, which allows the obligee

to cancel the contract without proving Fundamental breach. CISG, PICC,

PECL and DCFR restrict the application of Nachfrist procedure in cases of

non-delivery or and delayed performance. Additionally, German law makes
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the Nachfrist procedure the general rule and in case of defective performance

adds the precondition : “unerheblich”.

The purpose in requiring the precondition of Nachfrist besides Funda-

mental Breach is to clarify the circumstances surrounding the period of time

for performance and to give notice to the obligor as to when the deadline is

set. If the reasonability of the period comes into dispute, the issue is decided

according to the purpose and functions of the Nachfrist procedure. Under

such substantial judgment, both the obligor’s interest and the obligee’s inter-

est (but the latter of which has priority) are taken into consideration.

However, the reasonability of the period only takes ‘time’ into account－this

can be deduced to the obligee’s interest regarding time compared with the

criterion of Fundamental Breach.

It is useful to distinguish categories between two kinds of non-

performance, no-performance (involving delayed performance) and others

(especially defective performance), regarding Nachfrist precondition as in

German law, CISG, PECL, PICC.




